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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




『ジャパンエア・ツー・ゼロ・ワン・ナイナー！　トラフィック・ユア・ワン・オー・クロック！（ＪＡＬ２０１９便、一時の方向に他機！）』

　管制からの警告と衝撃の発生にはほとんど間がなかった。

　槍やりヶが岳たけ上空、高度二万五千フィートを飛行中の旅客機は激しい動揺に見舞われた。機体が煽あおられてコクピットが震える。不吉な軋きしみ音の中、機長は必死にグリップを握りしめた。何が起きたのか分からぬまま、懸命に計器類をチェックする。

　エンジンＯＫ、燃料ＯＫ、客室温度・気圧、ともに問題なし。

　目立った異常は見当たらない。どうやら空中衝突という最悪の事態は免まぬがれたようだ。だが今のニアミスで大分振り回された。おそらく客室はひどいことになっているだろう。

「くそったれ！　どこの機体だ、危険運航で訴えてやる！」

　隣席の副操縦士が獣のような唸うなりを上げる。苦痛に顔を歪ゆがめながら操縦輪にしがみついていた。

　──機体。

　機長は風防越しに外を見回した。夜闇の中、闖ちん入にゆう者の姿は既に失われている。混乱から立ち直れないまま副操縦士に訊たずねた。

「何が突っこんできた？　見たのか？」

「白いものがいきなり。飛行機だとは思いますが型式まではちょっと。ただかなりの大きさでした。気球やドローンの類いじゃありません」

「大きいと言うと」

「こちらと同じ、Ｂ７３７クラスです」

「妙だな」

　その規模の機体なら間違いなく空中衝突防止装置ＴＣＡＳを積んでいる。周囲に自分の位置情報を送り続けているはずだ。接近を感知できないはずがない。

　ＴＣＡＳが壊れたまま飛んでいる？　そして航空管制を無視して突っこんできた？　馬鹿な。自殺行為もいいところだ。だいいち機長・副操縦士のどちらかが乱心しても、もう一人が止めるはずだ。

『機長、キャビンです』

　女性ＣＡが機内電話で呼びかけてくる。動揺を隠しきれないまま必死に冷静さを保とうとしていた。

『乗客は全員無事です。一人、移動中に転倒された方がいましたがお怪け我がはありません。今は座席で安静にしてもらっています』

「そうか、よかった」

『ただ皆様、説明を欲しがっています。何が起きたのか気になっているようで』

　それはそうだろう。本来ならば、すぐ機長名で現状と今後の見通しをアナウンスするべきだ。

　だが。

「すまないが、こちらも状況を把握できていない。何かとニアミスしたが、相手の機種・所属ともに分かっていないんだ」

『そんなことありえるんですか？』

「いきなり現れたんだよ。管制からの警告も直前で」

　副操縦士がインカム相手にがなっている。東京管制区管制所ＡＣＣとやりとりしているが、先方も何が起きたか理解していないようだ。互いに状況を確認しあっている。

『とにかく、なんらかの説明は必要です』

「分かってる。差し支えない範囲でコメントしよう、三分待ってくれ」

『はい、お願いします。……あ、ちょっと待ってください。何？』

　誰かに話しかけられたらしい。クルー同士と思おぼしき会話が伝わってくる。しばらくしてＣＡの声が戻ってきた。

『失礼しました。あの、そちらでニアミスした機体は目撃していないんですね？』

「ああ」

『クルーの一人が携帯で外の動画を撮ってました。写っている機体を見れば正体が分かりますか？』

「なんだと！」

　思わず声を大きくしてしまった。副操縦士が驚いた様子で向き直ってくる。目だけで謝罪して言葉を続けた。

「すまん、アナウンス前にそいつを見てみたい。すぐ持ってこれるか」

『はい』

　ほどなくして新人のＣＡがコクピットを訪れてきた。副操縦士と二人で端末をのぞきこむ。再生された動画は、だが場の混乱をより一層深めるものだった。

「なんだ、こいつは」

　紙飛行機を拡大したような機影だった。

　シガーケースを思わせる薄っぺらな胴体にデルタ翼が載っている。垂直尾翼とカナードが二つずつ、エンジンに至っては後部に六基も並列配置されている。どこかＳＦじみたビジュアルだ。旅客機どころか自衛隊機にも見えない。パルプフィクションに出てくる乗り物のような姿だ。

　副操縦士が呻うめくような声を上げた。

「俺達、宇宙船とニアミスでもしたんですかね？」

　否定の言葉は出てこなかった。




　　　　＊




　八や代しろ通どおり遥はるかはいつになくご機嫌だった。

　サンダルの底が床をタップしている。丸鼻の頭がひくひくと動いていた。放っておけば鼻歌さえ歌い出しそうだ。白衣の肥満漢は、執務室のオフィスチェアにもたれかかったまま軽やかに向き直ってきた。

「悪いな、急に呼び出して」

　いえ、と口ごもりつつ鳴なる谷たに慧けいは男を観察する。酔っ払っているわけではなさそうだ。身なりも清潔だから寝不足でハイになっているとも考えづらい。一緒に訪れたグリペンも不思議そうに創造主の姿を見つめていた。

「何かいいことでもあったんですか？」

　怖々訊たずねると鼻を鳴らされた。

「いいこと？　うん、まぁ控え目に言って朗報だな。俺にとっても君らにとってもよいニュースだ」

　回りくどい前置きとともに机上のディスプレイを示す。ワープロソフトの画面には『防衛省技術研究本部　自律型戦闘飛ひ翔しよう体開発プロジェクト・ＳＣ２９０４試験報告』と記されていた。

「【非公開】って書いてあるんですけど」

「飾りだ。無視しろ」

「【特別防衛秘密】ってのは？」

「時候の挨拶とでも思っておけ」

　そんなはずあるかと突っこみたいが、八や代しろ通どおりの横紙破りはいつものことだ。いちいち気にしていたらやっていられない。諦めて画面をのぞきこむ。だが、タイトルだけではどうにも内容がつかみづらい。

「新装備か何かですか？」

「鹵ろ獲かくコアの試験報告だ。先日東シナ海で捕獲したザイのパーツを余剰機に適合させた」

「え？」

　クリック音とともにページがめくられた。

「一週間前、那な覇はの第三〇四航空団がエンジントラブルと思おぼしきザイ機を着水させた。ほとんど損傷がなくてな、結果として極めて状態のいいコアが抽出できた。他に類を見ない高親和性、出力、浸透度。急ぎ研究機関に運んだところ、こいつがとんでもないパフォーマンスを発揮してな。わずか数日で適合機を発見できた」

　適合機。

　正体不明の敵から中枢部を抽出し、戦闘機に取りつける。

　それは、そのプロセスは。

「新しいドーター……アニマが生まれたんですか？」

　八や代しろ通どおりは莞かん爾じとしてうなずいた。

「すごい突貫スケジュールだったんだぞ。基本データを取ったあと、すぐ米国のライトパターソン基地に持ちこんで保管機に繫つないでいったんだ。十機、いや二十機はやったかな。結局、一番具合のいい奴やつを選んで適合させられた」

「アメリカの機体なんですか？　自衛隊機じゃなく」

「日本の現用機はあらかたドーター化しつくしたからな。今更Ｆ－１でもあるまいし、まともな戦力化を目指すならアメさんの力を借りるのがベストだろう。連中、自前のドーター化が行き詰まってるからな。研究データを提供すると言ったらほいほい乗ってきたぜ」

　ひどい越権行為の匂いがする。大丈夫だろうな、この人。明日あたり大規模疑獄で訴えられたりしないよな。

「ともあれ、アニマが増えれば戦力運用の自由も広がる。君ら一機一機の負担も減る。いいことずくめだろう。多少陽気になったところで罰は当たるまい」

「それはまぁ」

　結論だけ考えれば間違いはないが。

「妹ができるの？」

　横から訊たずねたのはグリペンだ。ガラス玉のような目を見開いている。

「私に？」

　八や代しろ通どおりは「おう」と答えた。

「ファントムみたいにひねてもなく、イーグルみたいにアホでもなく、バイパーゼロのように不確定でもない、ごくごく普通のアニマだ。まだ本覚醒していないから人格シミュレーションの結果でしかないがな。年長者を立てる、素直でよさそうな娘だぞ」

「おお」

「関係性さえ入力すれば、おまえのことも普通に姉様とか呼んでくれるんじゃないか」

「なんてこと」

　無表情だが確かな興奮が感じ取れる。万年みそっかす扱いされているせいだろう。唐突な後輩の登場に高揚を隠しきれない様子だった。感情の動きを示すように桃色髪が輝きを増す。

「ちょっと待ってください。本覚醒していない？　そう言いました？」

　八や代しろ通どおりが振り向いてきた。

「ああ」

「どういうことです？　適合は終わってるんですよね」

「実運用にはステップがあるってことさ。抽出したコアが秒速でアニマになるわけじゃない。体組織の生成、一般常識・人格データのインストール、各種インタフェースの整備、やるべきことは山ほどある。件くだんの新アニマはやっと身体からだができあがったところだ。目を開けて喋しやべり出すにはまだまだ時間がかかる」

「未完成ってことですか」

「お人形さん状態ってところだな。コクピットに繫つながれて機体と一体化している」

　まさに機載コンピュータだ。少女の形をした全自動戦闘システム。

「で、ここからが本題だ」

　八や代しろ通どおりはマウスから手を離した。両の指を編んで声を低くする。

「グリペンの時と違って今回はあまり時間がない。戦局が悪化する中、悠長にトライアンドエラーを繰り返していられないんだ。早急に新アニマを戦力化する必要がある」

「つまり？」

「覚醒を早める。もしくは覚醒前に戦闘経験をありったけ積ませる」

　ピンと来た。今の話の流れなら戦闘機とパイロットが呼ばれた理由は一つしかない。

「俺達にそいつの模擬戦の相手をしろっていうんですか」

「ああ。正確に言えば君らは新アニマのバディになってもらう。仮想敵はイーグル、もしくはファントムだ」

「独飛総出で新人をしごくんですか」

「不服か？」

「不服とかじゃないですけど」

　上目遣いに訊たずねる。

「大丈夫ですかね」

　曲くせ者もの揃ぞろいの戦闘機がよってたかってルーキーをいたぶるのだ。トラウマが残ってもおかしくない。初うい陣じん前にリタイアとか悲しすぎる。

　八や代しろ通どおりは肩をすくめた。

「身内のしごきでギブアップするならそもそも実戦向きじゃない。早めに見切りをつけるのが本人のためだ。君らも作戦行動中、僚機が戦闘不能になったら困るだろう」

「確かに」

「だから遠慮なく鍛きたえてもらって構わない。半はん端ぱな思いやりは無用だ」

「はぁ」

　どのみち拒否する理由もなかった。新機体の早期覚醒も戦力化も結局は自分達のためだ。だいいちこちらの役目は彼女をサポートすることで墜とすことではない。姉貴風を吹かせたがるグリペンの希望にも沿う。

「分かりました。訓練に付き合います。ちなみにその新アニマはなんて名前なんですか？」

「おう」

　よくぞ訊きいてくれたとばかりに八や代しろ通どおりが胸を張る。小さく息を吸いこみ、誇らしげに宣言しかけて、だが眉根を寄せた。

「どうしました？」

「ん……いや、変だな、ど忘れして。ええっと」

　八や代しろ通どおりは人差し指でこめかみをつついた。ややあって「おお」と目を見開く。

「ＸＦ－１０８だ。ＸＦ－１０８－ＡＮＭ。通称レイピア」

「なんで忘れるんですか」

「山ほどの機体で適合試験をやったんだ。型番だらけで混乱しても仕方ないだろう」

「だからって」

　呼び出し音が響いた。八や代しろ通どおりが携帯を取り上げる。電話相手に「ちょっと待て」と断りつつこちらを見た。

「３格に機体は運んである。舟ふな戸とが整備しているから一度説明を受けてくれ。具体的な訓練スケジュールは別途伝える」

　以降は振り向きもせず会話に没頭する。こちらの存在などすっかり忘れ去った様子だ。

　相変わらず慌ただしい人だ。息つく暇もない。

　一呼吸置いてグリペンを見る。桃色髪のパートナーは期待に目を輝かせていた。

（ま、細かいことにこだわっても仕方ないか）

「行くか」と呼びかける。グリペンは力強くうなずいてきた。




「スパルタと褒めて伸ばす、慧けいはどちらがいいと思う？」

　格納庫までの道すがらグリペンが訊たずねてきた。さっきからしかつめらしい顔で考えこんでいる。

「は？　なんの話だ」

「新人との接し方」

「新人、ああ」

　レイピアの教育手法を考えていたのか。

　グリペンは懊おう悩のうも露あらわに顎あごを引いた。

「私はあえて放任主義もいいと思う。まずは自分でやらせてみて困ったら手を差し伸べる」

「そんなの相手によるだろ」

　会ったこともない機体に対して何を思い悩んでいるのか。

「気弱で一から教えてほしいタイプかもしれないし、逆に上から言われると反発するタイプかもしれないだろう。最初から決め打ちすると失敗するぞ」

「そう？」

　真顔で見返された。

「指導者は信念を持って後進に当たるべきと言われた。迷いをもって接すると不安を煽あおるって」

「誰に言われたんだよ」

「教育フィルムの登場人物。元○○組って人が力説していた。仁義？　親子の杯が大事、とか言って」

「それは一旦忘れろ」

　なんでそんなものが教育資料に紛れこんでるんだ。Ｖシネマか。

「だいたいおまえ、教えるったって何を教えるんだ。基本的な戦い方は、それこそ初期のインストールで叩たたきこまれるんじゃないのか」

「甘く見ないでほしい。ダイレクトリンク一つ取っても色々コツがある。何もかもが形式知になってるわけではない」

「そうなのか？」

「たとえばの話、慧けいの脳が取り出されて自律行動可能になったとする。ただ、長時間移動する場合は身体からだと連結して手足を使わないといけない。こんな切り替えがなんの混乱もなくできると思う？」

「んー」

「あるいはカメラと肉眼の入力を瞬時に入れ替えろと言われたら」

　なるほど。確かに、わずか数秒で肉体が機械に置き換わったら、どう扱っていいか分からないだろう。理屈でラダーを下げるべきだと思っても、とっさの判断が間に合わない。

「どうするんだ？　具体的には、そういう時」

「全身の信号を止めてコンマ三秒数える。直前の処理がなくなってから神経融合インタフェースＮＦＩへの回路を開放。そうすると異なったハードの信号が混じらなくなる」

「へぇ」

「すっと足裏から重みが抜けたらその時、違和感が残っていたらやり直し」

「なるほどなぁ」

　アニマにはアニマなりのノウハウ、工夫があるということか。ただ闇雲に飛んだり跳ねたりしているわけではないらしい。

「おまえも意外に考えてるんだな」

　率直にコメントすると「意外には余計」と唇を尖とがらせられた。

　むくれる彼女から顔を逸そらす。気づけば整備の音が大きくなっていた。切きり妻づま屋根の巨大な構造物が前方にそびえている。大きく開いたゲートから鋼の猛もう禽きんが見えた。

　小こ松まつ基地第３格納庫、通称３格。

　鉄てつ扉ぴをくぐり抜けると馴な染じみの整備員──舟ふな戸とが手を振ってきた。

「おう、こっちだ」

　左手奥に巨大な機影が見える。手前のＴ－４練習機と比べると大きさが際きわ立だっていた。米軍機特有の無骨なシルエット。

「こいつですか？　新型のドーターってのは」

　吸い寄せられるように近づく。組み上げられた足場の向こうに細長い機首が見えた。広い主翼は変形したデルタ翼で端に行くにつれ複雑な多角形となっていく。下面にはひしゃげた台形のベントラルフィンが取りつけられていた。

「ああ」と舟ふな戸とは機体を仰いだ。

「ＸＦ－１０８－ＡＮＭ、レイピア。最新にして最後発のドーターだ。丁度さっき組み上がったばかりだぜ。できたてほやほやだ」

　軍手の拳が機体を叩たたく。ダイレクトリンクがまだのせいだろう。外装はくすんだグレーに覆われていた。

「上から見てもいいですか？」

「いいとも」

　足場の段差を上る。キャットウォークを機首方向に進んでいくと、持ち上がった視点から機体の全体像が見えた。

　やはり翼がでかい。胴体に主翼を取りつけたというよりは、主翼から機首が生えている感じだ。Ｆ－15を全翼機にしたと言ったら大げさだろうか。どちらにせよかなり特異な形状だ。

「なんだろう。エイみたいだな。頭と尻は逆だけど」

　あるいは相撲の軍配か。

　素直につぶやくとグリペンが虚を突かれた様子になった。驚きも露あらわにまばたきする。

「なんだ？　知らないのか、エイ。海にいる。ほら頭でっかちで尻尾の長い」

「……知ってるけど」

　奥歯に物が挟まったようだ。眉根を寄せてドーターに向き合っている。

（そんな変なたとえだったか？）

　不審に思ったが、ことさら繰り返す話でもない。もう一度、機体を眺めてから舟ふな戸とを振り返る。

「こいつ、格闘戦とかできるんですか？　あんまり機動性よくなさそうですけど」

「そう思うかい」

「ええ、スピードは出ても急なマニューバとかは厳しそうだなって」

　どちらかと言えば大馬力で重量級の機体をかっとばす印象だ。大きな翼はいかにも直進性重視で扱いづらく見える。

「まぁな」と舟ふな戸とはうなずいた。

「仰おつしやる通り、こいつは爆撃機相手の長距離防空戦闘機だからな。速く高く飛んでミサイルをぶっぱなすのが仕事だし、格闘戦とかは想定外かもな」

「え？」

「速度・高度が最優先された時代の機体なんだよ。フィッシュベットやミラージュⅢと同世代って言ったら分かるか」

　分からない。

「ちょっとピンと来ませんけど……大丈夫なんですか？　ザイとの戦闘は？」

「さぁな。それも含めて評価・試験ってところだ。ただドッグファイト性能云うん々ぬんを言うならおまえさん達も大概問題児だぜ？　何せドーターのメリットであるＨｉＭＡＴがほとんど活いかせないと来てる」

「確かに」

　有人ドーターという奇妙な構成のせいか、自分達は他アニマのように無茶な戦闘機動ＨｉＭＡＴが取れない。だが一応戦力になっているのは他の戦い方を編み出せたからだ。目の前の機体が同じようにできないとどうして言い切れるだろう。

「アニマを見てみるかい？」

　返事を待たずに舟ふな戸とがタラップを上がってきた。キャットウォークを進み、コクピット脇にたどりつく。

「いるんですか？」

　意表を突かれた。ダイレクトリンクの様子がないからてっきり無人かと思っていたが。

「まだドーターと接続したばかりなんだよ。人間体になってからのリンクは初めてだからな、徐々に回路を開いているところだ。意外とデリケートなんだよ、こいつら」

「へぇ」

「こつをつかむまでは結構時間がかかるらしいぞ。あのファントムでさえ初見は苦労したみたいだしな」

　グリペンの言葉通りだ。さぞかしドヤ顔をしているだろうと思ったが彼女は渋面のままだった。数学の難問でも前にしたようにドーターを見つめている。

「おい？」

　機械音が響いた。舟ふな戸との操作に従い装甲キャノピーが開いていく。

「さぁ、ご覧あれ」

　首をひねりつつコクピットをのぞきこむ。

　刹せつ那な、銀光に目を奪われた。

　咲いたばかりの白百合しらゆりを思わせる少女が横たわっていた。細い身体からだをゆったりとした長衣に包み、リクライニングシートに預けている。両の手はＮＦＩのプレートに置かれて化学繊維のベルトで固定されていた。指先から微細な光が生まれてはプレートを伝わっていく。銀色の髪が内側からしゃらしゃらと発光していた。

　幻想的な眺めの中、彼女は静かに眠り続けていた。長い睫まつ毛げを伏せ、穏やかに微笑ほほえんでいる。

　──シルバーグレーの……アニマ。
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「現在、十四パーセントまで機体とのリンクが完了している。完全な同期にはもう一日二日かかるかな」

　舟ふな戸との説明に、ふと違和感を覚える。「ええっと」と首を傾かしげた。

「すいません、よく分からないんですけど。もともとザイのコアが機体と〈接続〉できたからアニマにしたんですよね？」

「ああ」

「それをまた改めて機体とリンク……接続し直すんですか」

「そうだ」

「だったらコアのまま使い続ければいいじゃないですか。何もわざわざ人間体にしなくても」

　今更ながらの疑問に舟ふな戸とは肩をすくめた。

「そんな議論はもう随分前から繰り返されてるさ。そもそもアニマの研究は既存戦闘機にどうやってコアを取りつけるか、から始まってるんだ」

「そうなんですか？」

「ああ、だけど常識的な解決法はことごとく失敗した。コアの暴走、異常動作、フリーズ。とにかくありとあらゆるトラブルが頻出した。で、こりゃ無理筋だとみんなが気づいた」

「なぜですか」

「ザイのコアがコンピュータみたいなものだとするぜ。そいつを戦場で自律させるには、全ての行動パターンをインプットしなきゃならない。脅威レベル、敵味方情報、空戦技術、そういうものを一つずつプログラムしていくことになるんだ。それができるならそもそも戦闘機パイロットなんてとっくの昔に廃業しているだろう？」

「ああ」

　確かに。軍事用のドローンだって少しでも複雑なミッションは遠隔制御だ。完全自律制御の戦闘機械などＳＦの中にしか存在しない。

「だからプログラミングじゃなく教育で対応しようとしたのさ。生身の身体からだと脳みそをコアに生やして、フェイストゥフェイスで指示、行動してもらう。それがこいつら、アニマだ」

「俺達とやりとりするための」

「仲介役だな。回りくどいことは事実だが」

　ふむとうなずいてから首を傾かしげる。

「でも生身の身体からだを作るのだって大変ですよね？　生命の創造ってやつでしょうに」

「そのへんの細かいところは専門外だ。室長に訊きいてくれ。コア内のゲノムマップがどうこうとか言ってたが」

　異次元の領域だった。あのおっさん、本当になんの専門家なんだか。

　考えこんでいると呼び出し音が響いた。舟ふな戸とが胸ポケットから携帯を取り出す。

「はい？　ああ、グリペンですか？　いますよ」

　二言、三言やりとりして渋面になる。桃色髪の少女を見下ろした。

「おまえさん、検査をすっぽかしてきたのか？　メンテスタッフが総出で探しているぞ」

　あ、とグリペンが口を押える。素で忘れていたのか、目を見開いている。

「はい。はい、連れていきます。技本棟に。了解しました」

　携帯をしまって頭を搔かく。仏ぶつ頂ちよう面づらでグリペンを睨にらんだ。

「頼むぜ。こっちも整備中なんだ」

「一人で行ける」

「そういう台詞せりふは捜索依頼が出る前に実践するもんだ」

　むんずと肩をつかみ連行する。グリペンのブーツがずるずる引きずられるのもお構いなしだった。

「ちょっ、ちょっと待ってください。レイピアはこのままでいいんですか？」

「どのみちメディカルチェックの予定だから気にしなくていい。ああ、素手で触るのは勘弁な。生体電気も結構なノイズになるらしい」

　なおさら剝むき出だしはまずいだろうと言いかけたが、舟ふな戸と達はもう遠くに離れていた。あとには断続的な整備の音だけが残される。

（なんつー、いい加減な）

　やっと手に入れた超兵器を前に不用心すぎではないだろうか。この基地の人々と来たら、アニマ達と触れあいすぎて感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　嘆息してコクピットに向き直った。

　長衣の少女は穏やかに眠り続けている。周囲の騒動など何一つ気にしていない様子だ。長い髪がきらきらと輝いている。

「おまえも大変だな、こんなところまで連れてこられて」

　さっきの話を聞く限り、おそらく一世代前の退役機だったのだろう。ザイのコアと適合しなければ今頃、博物館で羽を休めていたはずだ。なんの因果で極東の地まで来て、しかも正体不明のエイリアンと戦わされているのか。

「せめて他のアニマとうまくやれればいんだけどな。ファントムとか、あいつまず新人を威圧してきそうだし、イーグルも大人げないからなぁ。いや、みんな根はいい奴やつだけど一癖も二癖もあるというか、こういう時、ベルクトがいればよかったんだけど」

　返事はない。冷えた沈黙が立ちこめている。

　かける言葉もなくなって少女の顔をのぞきこんだ。

　白い頰にほのかな朱が差している。表情筋一つ動いていないため、本当に人形を見ている気になった。等身大の、微笑を浮かべる眠り人形。

（……綺き麗れいな子だな）

　吸いこまれるように顔を寄せた途端、ふっと目め眩まいを覚えた。遠近感が乱れる。身体からだが軽くなり足下が覚おぼ束つかなくなった。

（え？）

　周囲の音が遠ざかる。

　キャノピーの縁につかまりまばたきした。

　なんだ？　立ちくらみか？

　気づけばレイピアの顔が迫っていた。息がかかりそうな距離。離れなければと思うも四肢が動かない。一体どうしたのか。混乱しているとレイピアの睫まつ毛げが震えた。銀光がまたたく中、切れ長の目が開いていく。

　視線が合った。

　照明の光が瞳孔に煌きらめく。鮮やかなパープルの瞳がこちらを見据えた。

　パチリ。

　刹せつ那な、意識が断ち切られた。




　　　　＊




『慧けいさん？　慧けいさん』

　インカムから響く声にはっとなる。

　ディスプレイにＢＡＲＢＩＥ03の発信者表示が見えた。ファントムだ。怪け訝げんそうに呼びかけを続けている。

　え？　あれ？

　両の手は操縦桿かんとスロットルレバーを握っていた。腰の下から重々しいエンジン音が伝わってくる。グリペンのコクピットだった。戦術マップの自機表示が日本海上空を移動している。高度一万二千。全面モニターには青い空が映っていた。

（俺は一体）

　意識が飛んでいた。何をしていたのか思い出せない。だが呼びかけを無視もできなかった。マイクのスイッチをオンにする。

「聞こえてる。どうした？」

『どうしたじゃありませんよ。ぼうっとして。大丈夫ですか？　もう試験が始まりますよ』

「試験？」

『レイピアの模擬戦闘です。八十秒後に開始ですが、準備はできていますか？』

　ああ。

　そうだった。

　レイピアとグリペン、二機で仮想敵のイーグルを迎え撃つ。ファントムは状況のモニタと審判役、かつ擬似的なＥＰＣＭの発信源にもなっている。ＸＦ－１０８－ＡＮＭの戦闘力確認、慣熟度チェック、それが自分達に与えられたミッションだった。

（ううん？）

　なぜ忘れていたのだろう。寝不足で混乱していたのか。

　視線を巡らすと左手後方に銀灰色の機体が見えた。レイピアだ。ステータスは正常。相変わらずアニマは覚醒していないのか、テキストデータで状況が報告されてくる。

　ファイアコントロール、ＯＫ、ＥＣＭ、ＯＫ、レーダー、エンジン、オールグリーン。

「問題ないぞ。いつでも始められる」

『本当ですか？』

「本当だよ」

『どうにも不安なんですが』

「心配性だな」

　鼻を鳴らす。

「スケジュールが押してるんだろ？　とっととやっちまおうぜ」

　ファントムはまだ不満そうだったが、言葉を続ける前に別の無線が飛びこんできた。

『ねーねー、まだ始めないの！　イーグル、待ちくたびれたんだけど！』

　視界の端に山吹色の翼が滑りこんでくる。ＢＡＲＢＩＥ02だ。荒鷲の名を持つ重戦闘機、Ｆ－15Ｊ－ＡＮＭ、イーグル。

『ね、マスターアーム、オンにしていい？　一発くらいなら試し射うちしてもいいよね。ちゃんとザイの真似まねっ子できるか、確かめないと！』

『ダメです。というか今日の攻撃はレーダー連動のコンピュータ・シミュレーションです。セーフティを外す必要はありませんよ』

　ファントムの指摘に『え、そうなの？』とイーグルが聞き返す。

　そうなの、じゃねぇだろう。

　どうにも先行きが不安だった。この戦闘馬鹿、勢い余って実弾射うったりしないだろうな。

「グリペン、イーグルの動きに注意しろよ。いざとなったらレイピアを逃がしてやらないと」

　模擬戦の一環で追い立てられるのと、本気で襲われるのとではわけが違う。まさかミサイルは積んでいないだろうが、超音速で接触したら大事故になりかねない。

　だが後席からの返事はなかった。

「……おい？」

　振り向くとグリペンが顔をしかめていた。眉根に薄い皺しわが寄っている。昼の星を見つめるように空を注視していた。

　？

「なんだよ、気に入らないことでもあるのか？　新人を怪け我がさせたくないのはおまえも同じだろ」

　言いながら先日のやりとりを思い出した。

　後輩の育成方針、接し方。

　ああ。

「ひょっとしてまだスパルタで鍛えるか悩んでいるのか？　悪いけど、レイピアはそれ以前の段階だぞ。何せ喋しやべったり感情を表現したりもできないんだからな。しばらくは様子を見守ってやらないと」

「……」

「なぁ、聞いてるか？」

「いい。もう分かったから」

　グリペンは不興も露あらわに瞑めい目もくした。仏ぶつ頂ちよう面づらのまま機体の制御に戻る。

（んん）

　おかしな奴やつだな。腹でも減っているのか？

『グリペン、聞こえますか』

　ファントムの声が思索を破る。呼びかけに複数の電子音が重なった。

『ジャミングを開始します。タクティカルリンク、接続、いいですね？』

「うん」

　前面ディスプレイにノイズが走る。ファントムがデータリンク越しに疑似ＥＰＣＭを流しこんできているのだ。マップ上のイーグルが姿を消す。だが一呼吸置いてディスプレイの揺らめきが収まった。おそらくグリペンが電子回路をシールドしたのだろう。イーグルと思おぼしきマーカーも再表示されている。ただしラベルはＢＡＲＢＩＥ02ではなく不明機ＢＯＧＥＹとなっていた。

　ファントムが事務的に続ける。

『レイピアとのリンクも完了。模擬戦開始まであと十秒、カウントダウン開始します。七、六、五、四、三、二、一──試験開始』

　ＧＯ。

　スロットルを開く。

　右に操縦桿かんを倒してから思いっきり手前に引き寄せた。

　急旋回。強烈なＧが身体からだを襲う。肉と骨の軋きしむ音を聞きながら、まずはイーグルの尻に食らいつこうとした。こちらが攻勢に出ている限りレイピアへのプレッシャーは弱まる。とにかく二対一のメリットを活いかそうとしたが。

「なっ!?」

　山吹色の荒鷲は急反転するとこちらに突っこんできた。振り切るのではなく一気に距離を詰めてくる。爆音を伴う圧力についつい操縦桿かんを押しこんでしまった。直上を真っ黒な影が行き過ぎる。

「あっぶねぇ！」

　排気炎が遠ざかっていく。一瞬でも回避が遅れたらぶつかっていた。無茶苦茶しやがって。本物のザイでもこんな荒っぽい機動はしないぞ。

　だが不意を突かれたのは確かだった。ツーマンセルのリード役を振り切りルーキーに向かう。戦闘狂ならではのシンプルな思考だ。圧倒的なエンジンパワーに任せて無人の空を進んでいく。

「くそっ！」

　ラダーペダルを踏みこんで機体を傾ける。機首をイーグルに向けて増速した。レイピアは退避行動に入っている。彼方かなたの銀翼が陽光にまたたいていた。

「もってくれよ」

　ウェポンセレクターを操作、ステーション１の短距離ミサイルを選択する。シーカー開放、レーダー照射開始。

　だが高速機動するドーターをつかまえるのは至難の業だった。ジャミングの効果も相まってターゲットコンテナが痙けい攣れん気味に飛び回っている。だめだ、とらえられない。もっと近づかなければ。

　スロットルレバーを押しこむ。アフターバーナーが焚たかれ加速のＧが増した。

　じりじりとイーグルが迫ってくる。レイピアがつかまるのが先か、こちらの射程に収めるのが先か、キルマークを賭けたエアチェイスだ。マップ上のレイピアとイーグルが猛スピードで近づいていく。鼓動の音が風切り音を圧する。だめか？　間に合わないか。ぎりっと奥歯を嚙かみしめた途端、ロックオンの音が響いた。

　刹せつ那な、弾はじかれたようにイーグルが翼を翻ひるがえす。有人機ではありえない機動でシーカーの探知範囲から逃れると視界の端に消えていった。

　発射ボタンを押す間もなかった。大量の燃料を消費して得た優位が一瞬で失われる。だが少なくとも僚機は救えた。レイピアのマーカーからイーグルを引き離せた。

　ほっと一息ついた途端、だが今度は自機への警告音が生じた。

　レーダーアラート。

　獲物を逃したイーグルが向かってくる。行き場をなくした戦意をぶつけるように電波の爪を伸ばしてきていた。

（っ！）

　チャフ展開。ガラスファイバーとアルミの迷彩を盾に急降下する。頭上に殺気を感じながら可能な限り間合いを取ろうとした。

　だが警告音は止やむことがない。イーグルは強引な機動でこちらの背後を取り続けていた。

（こっ……のっ！）

「気合い入りすぎだっつーの！」

　体重の何倍ものＧを受けながら操縦桿かんを倒し続ける。体力と集中力、どちらが切れても一巻の終わりだ。速度・機動性で勝る重戦闘機に敵かなうはずもない。唯一の活路はグリペンの非砲口照準オフボアサイト攻撃だが、イーグルもそれは分かっているのだろう。絶妙に死角と死角の間を移動している。

　ならば。

　覚悟を決めて操縦桿かんを引く。同時にスロットルを絞ると、翼を支える気流が呆あつ気けなく剝はく離りした。

　失速。

　身体からだが浮き上がる。内臓が喉の奥から込み上げてくる。通常では考えられない姿勢で機体が落ち始めた。

（どうだ）

　さすがにこの機動は予想外だろう。

　死角からイーグルが飛び出してきたら間髪入れずに照準、ミサイル発射。それで終わりだ。息を詰めて見回していると、

「……え」

　山吹色のイーグルはどこにも見当たらなかった。

　消えた？　追跡を諦めた？　いや。

　凄すさまじい殺気が機体の腹越しに伝わってくる。

（下！）

　イーグルが急上昇してきていた。こちらの機動を先読みしてエアブレーキ、グリペンの直下にもぐりこんでいたのか。

　嬉き々きとした無線が飛びこんでくる。

『何回、模擬戦してると思ってるの！　そっちの手のうちはお見通し！　今日の勝負はイーグルの勝ちね！』

　砲口が煌きらめく。レーダーアラート音が歪ゆがむ。

　畜生、やられた。来たるべき凶報に身構えていると、だがファントムのアナウンスが響いた。

『ＢＡＲＢＩＥ02、ダウン。イーグル、あなたの負けです』

　……。

『へ？』

　間の抜けた声が聞こえた。なんとも言えない沈黙を切り裂くように爆音が轟とどろく。左手上空を銀翼の機体が駆け抜けていった。

（レイピア）

　あいつがやったのか。

　イーグルの注意が逸それたのを見逃さず戻ってきた。ただ逃げるばかりではなく隙をうかがい攻撃した。

　──ＢＡＲＢＩＥ11、ＳＰＬＡＳＨ　ＯＮＥ（敵機撃墜）。

　ディスプレイにメッセージが浮かんでいる。レイピアからだ。よく見ればそれ以前にもいくつか連携の連絡が来ている。

（やるじゃないか）

　余計な心配をするまでもなく、彼女は空戦のなんたるかを理解しているようだった。攻撃と防御、逃走と追跡、誘引と奇襲。

『ちょっと！　何、今の！　後ろから不意打ちとかずるくない!?』

　耳元でイーグルが喚わめいた。

『グリペンに気を取られているうちに攻撃とか、こんなのやられたら不利に決まってるじゃん！　反則！』

「いや、それが編隊戦だろう」

　何言ってるんだ、今更。

「試験機一機じゃロクに戦えないから経験の浅いグリペンと組ませたんだろう。それぞれが低スペックな分、協力しあうのは当然じゃないか」

『聞いてないし！』

「分かれよ」

　ザイ役一機とドーター役二機で戦闘してるんだから、当たり前だろう。だいたいそっちも目につく相手に全部攻撃しかけてきたじゃないか。今更「聞いてない」とか苦しすぎる。

「とにかくレイピアが意外と侮あなどれない奴やつなのは分かっただろう。油断してたって言うならもう一戦しようぜ。どのみち何度かデータは取らなきゃいけないし」

『油断なんかしてないもん。ちゃんと説明されてなかっただけだもん』

「はいはい」

　手間のかかる奴やつだ。で、どうするんだと確認しかけた時だった。

　ディスプレイに新たなメッセージが浮かんでいた。レイピアだ。カーソルが点滅しつつセンテンスを刻んでいく。




　──Searching for Damsel■




　Damsel?

　見慣れない単語だった。首を傾かしげて「なぁ」とグリペンに呼びかける。

「これ、どういう意味だ？」

「これ？」

「テキストメッセージだよ、レイピアからの。Searchingは『探索中』だろうけどDamselってなんだ？」

　一瞬、断ち切るような間があった。不穏な沈黙がコクピットに満ちる。ややあってグリペンは答えた。

「若い未婚の女性のこと、英語で『身分のある乙女』を意味している、らしい」

「乙女？」

〈乙女〉を探索中？

　なんだそりゃ。

『らしい』とか言っているからオンラインの辞書でも調べたのだろうか。他に意味はないのかと訊ききかけた途端、無線ががなった。

『ねー、慧けい、まだ準備できないの？　イーグル、用意万端なんだけど！』

「あ？　待ってたのかよ」

　なら最初から言えよ。なんでこっちがもたついてるみたいな流れになってるんだ。

「俺は大丈夫だよ。ただレイピアが」

『レイピアが？』

「ちょっと変なこと言い出してて……あれ？」

　ディスプレイに視線を落とすともう件くだんのメッセージは消えていた。無味乾燥なシステムログだけが追加されていっている。

（んん？）

　なんだ、エラーか？

　視線を凝らしたのと呼び出し音が鳴ったのはほぼ同時だった。ディスプレイに小こ松まつ管制コントロールの文字が現れる。八や代しろ通どおりがノイズの向こうから呼びかけてきた。

『あー、ＢＡＲＢＩＥ隊、すまん。ちょっと問題が生じた』

『問題？』とファントムが応じる。

『どうしたんですか、特に敵影は確認していませんよ』

『ザイがどうしたって話じゃない。市いちヶが谷やから試験中止の指示が入った。至急戻ってこいとのお達しだ』

『はい？　なんですかそれ』

　明らかに不満げな声が響く。ファントムは鼻を鳴らした。

『試験計画は承認されているんでしょう。どれだけ今日のために準備を重ねてきたと思っているんですか。それを一方的に中止とか』

「理由は聞けたんですか？」

　横から口を挟む。八や代しろ通どおりは強引だが無能ではない。唯い々い諾だく々だくと上に従う人物とも思えなかった。

　案の定、面倒臭そうな声が返ってくる。

『聞けていない。が、色々探って想像はついた。どうも君らのいるあたりを核パトロールの米軍機が通るらしい。不測の事態を避けるためにも空域をクリアーにしておきたいと、そういうところだ。ま、やむをえないな』

「核パトロール？」

　眉をひそめる。

「なんですか？　それ」

『何と言われても必要悪だろう。同盟国としては受うけ容いれるしかないな。取りあえず帰ってこい。試験日程は別途調整する』

（ん）

　微妙に会話が嚙かみ合あっていない気がした。

　こちらは単語の意味を訊たずねたつもりが、八や代しろ通どおりの答えは分からず屋をたしなめるようだった。今更分かりきった話を蒸し返すなという感じ。

　だが違和感を覚えているのは自分だけのようだった。ファントムも『では仕方ありませんね』と引き下がっている。

（んん？）

　なんだろう。ブリーフィング時に聞き漏らした内容でもあったのか。

　グリペンに訊たずねようとしたが彼女はまだ不機嫌そうだった。声をかけられそうな気配は微み塵じんもない。

　首を傾かしげて操縦に戻る。翼を翻ひるがえして小こ松まつへの進路を取る。

　頭上に銀翼の機体が合流してきた。




　　　　＊




【核パトロール】

　核兵器装備の爆撃機を空中待機させて有事に即応できるようにすること。

　所在不明の核戦力を巡回させることで仮想敵への抑止効果を目もく論ろむ。相互確証破壊の主要素。「戦略哨しよう戒かい」、「水爆パトロール」とも呼ばれる──




　オンライン辞書の記事はなんとも物騒なものだった。

　試験中止の翌朝、鳴なる谷たに慧けいは自宅のベッドで携帯端末を眺めている。

　八や代しろ通どおりから聞いた単語を検索すると呆あつ気けなく答えは見つかった。

　確かに一般的な用語らしい。他の検索結果もだいたい似た内容だった。冷戦開始後、半世紀以上続く伝統的な軍事行動だと。

（伝統的、ねぇ）

　であればもう少し広まっていてもよさそうなものだが。今日の今日まで聞いた覚えがない。知る人ぞ知る専門用語という奴やつか？

　首を傾かしげつつ寝返りを打つ。

（冷戦期からの仮想敵ってことは相手はロシアか？　あるいはちょっと前までの中国とか）

　解説記事をスクロールする。略語／アルファベットだらけの説明を目で追っていく。

　ざっと確認したところ概おおむね、その理解で間違っていないようだった。旧共産圏対策、つまりザイではなく敵対する人間を滅ぼすための戦略行動だと。

（ふぅむ）

　鼻から息を抜いて半眼になる。

　なんともぞっとしない話だ。自分達が離脱して数時間以内に、あの空域を水爆満載の爆撃機が横切っていったということだろう。いや、別にあの時に限らない。今この瞬間も日本上空を核兵器が飛び交っている。仮に母国が壊滅しても報復できるように、相手国にも同等の被害をもたらせるように。

　必要悪。

　そう八や代しろ通どおりは言っていたか。

　攻めこまれないための積極的防御策、力の均衡を産み出すための戦略的狂気。

　恐ろしい話だと思いつつ、だが同時になんとも言えない違和感を覚える。

　話が唐突すぎるから？

　スケールがでかすぎて現実味に欠けているから？

　いや、違う。なんというか、そうだ。

（なんでこんな七面倒くさいことをやってるんだ？）

　二十四時間爆撃機を飛ばす手間はかなりのものだろう。空中給油が必要だし、コースを隠す必要もある。仮想敵が多ければ複数空域に機体を配備しなければならない。おまけに故障や命令誤認のリスクもある。何かの間違いで味方領に墜おちたり、あるいは領空侵犯したりしたら最悪だ。積み荷が積み荷だけに取り返しのつかない事態になりかねない。実際ネットを調べてみるといくつか事故は起きていた。一九六一年、アメリカ、ノースカロライナのゴールズボロを発たったＢ－52Ｇ爆撃機が空中分解、落下した核爆弾の起爆装置が作動。一九六六年、スペイン南部の上空で米軍機同士が衝突、三個の核爆弾が落下し放射性物質が飛散。一九六八年、グリーンランドでアラート任務中の爆撃機が墜落、大規模な放射能汚染が発生。

　さもありなん。飛行機がどれだけ不安定でデリケートな代物か、パイロットの自分はよく知っている。だからこそこんな綱渡りを押しつける者の気がしれなかった。

　だいいち単純に抑止力を利きかせたいなら、もっとスマートな方法があるだろう。たとえばほら、潜水艦やサイロからドカーンと。

　ドカーンと。

　……。

（あれ？）

　何を打ち上げるんだっけ。思い出せない。というかサイロ？　牧場とかにあるやつか？　んん？

（どうした俺）

　混乱している。線形状に進んでいた思考が行き場を失っていた。目的地に達しかけた瞬間、道がなくなった気分。

〈潜水艦〉〈サイロ〉〈抑止力〉で検索してみるもそれらしい結果は出てこない。やはり気のせいか。はて。

「慧けいー、暇なら買い物付き合ってくれない？」

　階下から明ミン華ホアの声がした。身体からだを起こして「あー？」と叫び返す。

「買い物なら俺一人で行ってくるぞ。どのみち午後になったら祖父じいちゃんの酒、買いに行く予定だったし。急ぎならそのへんのコンビニででも」

「違う違う」

　扉が開いてポニーテールの幼なじみが顔を見せた。カラフルなチラシをかざしている。

「３０５号の向こうにドラッグストアができて開店セールしているんだって。いいもの残ってたら買えるだけ買いたいから、慧けいにも手伝ってほしいなって。得した分でお茶くらい奢おごるし」

「へぇ」

「お菓子も一品つけてあげよう」

「ほほぅ」

　気分転換にはよさそうだ。品揃ぞろえが良好なら午後の買い物も省ける。先ほどの妙な違和感も払ふつ拭しよくできそうだった。

　よし。

「行くか。期待以上に働いたら報酬割り増しな」

「期待以下なら罰金ね」

　軽口を叩たたき合い出発準備にかかる。着替えと戸締まりを済ませて駐車スペースに集合、それぞれの自転車にまたがった。

「まだ暑いねぇ」

　明ミン華ホアが陽光に目をすがめる。額にかざした手が濃い影を落としていた。

「日本のホクリクは雪国で寒いって聞いてたのに、全然涼しくならないんだけど」

「そりゃ九月に雪は降らねぇよ。四季がはっきりしているのは常じよう熟じゆく・上シヤン海ハイと同じだろ」

「そうだけどさぁ」

　不満そうに唇を尖とがらせて明ミン華ホアは自転車を漕こぎ出した。

「決めた。店に着いたらまずアイス買おう、有り金はたいて、食べきれなくなるまで」

「何しに行くんだよ」

　買い出し成功時のお茶はどこに行ったんだ。山ほどのアイスを持ってカフェに籠ろう城じようしろってか。

　首を振りながら彼女に続く。夏の空気を肩で切り、古びた町並を進んでいった。

　湿度が低いためか気温の割に不快感はない。汗ばんだ首筋を風がなでていった。葉擦れの音が清涼感を増す。

　気持ちのよいサイクリングだ。コンディションもいい。体力と時間さえ許せば、どこまでも走っていけそうに思える。

　少し足を伸ばして遠出するか？　帰りに木き場ば潟がた公園あたり寄っていくとか。思いつくまま提案しかけて首を振る。

（いや、いや、油断しないぞ）

　だいたいこのあと基地からの呼び出し、臨時ミッションというのがいつもの流れだ。

　下手に期待を持たせた分、より一層怒られる。関係険悪になる。そんな過あやまちを何度繰り返してきたことか。今だって八や代しろ通どおりのメッセージが着信済みかもしれない。

　信号待ちのタイミングで携帯端末を開く。履歴をスクロールしてみたが、通知画面は綺き麗れいなままだった。続くいくつかの交差点でメッセージをチェックするも変化はない。

（んんん）

　そういえば最後のスクランブルはいつだったか。最近全然ザイと戦っていない気がする。よいことなはずだが少し気味が悪い。居心地の悪さが半はん端ぱない。

（何もない……よな）

　見上げた空は綺き麗れいに澄み渡っている。ガラス細工の煌きらめきも戦火の兆きざしもない。

「ちょっと、ちょっと慧けい？」

　気づけば信号が青に変わっていた。慌ててペダルを踏み出す。胡う乱ろんな眼まな差ざしが横顔に感じられた。

「何ぼんやりしてるの。携帯ばっかり見てるし。まさか、またバイトの呼び出し？」

「ち、違うよ」

　本当に違うのだが、なんだか気まずい。さすがに「平和すぎて落ち着かない」とも言えなかった。だが、ではなんと説明するかと言えば。

「あ、分かった。ＵＦＯ探してるんでしょ」

　へ？　と見返す。明ミン華ホアは得心げにうなずいてきた。

「結構ＳＮＳで話題になってるもんね。ハッシュタグつけて空の写真撮りまくって、なんだっけ？　ハッピー・バード？」

「な、なんの話だ？」

「え？　違うの？」

　吊つり気味の目がまたたかれた。しばらく混乱気味に見つめ合っていたが、ややあって空を仰がれた。

「そっかぁ。ま、慧けいだもんね。そんな流行のネタにビビッと食いつかないか」

「だから、どういうことだよ」

　幼なじみは肩をすくめた。

「日本のあちこちで未確認飛行物体が目撃されてるんだって。旅客機がニアミスしたり天体観測の会場に迷いこんできたり。アップされた写真が水飲み鳥に似てたから、ついた名前がハッピー・バード」

「へぇ」

「ほら、これだよ」

　自転車を止めて端末を差し出してくる。

　ＳＮＳのサイトに不鮮明な機影が写っている。やたらと細長い機体だった。長大な首と前傾した機首は確かに水飲み鳥に見えなくもない。だが大面積のデルタ翼は、むしろ機体を二等辺三角形の紙飛行機のように見せていた。尾部の光（六個もある）はエンジンか？　異様なシルエットだ。今まで見たどの航空機にも似ていない。

「本当に宇宙船みたいだよねー」

　明ミン華ホアが端末の画面をスワイプした。ニュースサイトの見出しに『また未確認飛行物体、今度は複数編隊。米軍の試作機か？』と記されている。

「宇宙人がザイを倒しに来たなんて話もあるんだよ。日本政府と秘密同盟を結んで、反撃の準備をしてるんだって」

「なんだよ、それ」

　秘密で同盟を結んだのなら、なんであちこち飛び回ってるんだ。おかしいだろ。

　だが明ミン華ホアは細かい矛盾を気にした様子もなく「さて」と携帯をしまった。

　ボディバッグを開けてチラシと縦長の地図を取り出す。二つ並べると真剣な目つきで確認し始めた。

「？　何してるんだ、おまえ」

「何って。このへんで店の行き方、もう一度確認しておかないと。３０５号の南ってあんまり行ったことないし。自分がどこまで来たかもチェックしたいから」

「そんなのナビ使えばいいじゃないか」

「ナビ？」

「携帯の……目的地を入力して」

　ん？

　なんだ。入力してどうするんだ？　話していてわけが分からなくなる。明ミン華ホアは怪け訝げんそうに見返していたが、すぐ地図に向き直った。「ここが交差点だから……線路がこっちで、国道が」とぶつぶつつぶやいている。

　自分の携帯端末を取り出してみた。操作を覚えているかもと思ったが指先はぴくりとも動いてくれない。画面のアイコンにも道案内らしきものは見当たらなかった。

（どうしたんだ、俺）

　眉根を寄せて立ち尽くす。明ミン華ホアが地図を逆さまにして呼びかけてきた。

「ねぇ慧けい、北ってどっちかなぁ？」




　　　　＊




　結局買い物の間、邪魔は入らなかった。

　どころか帰りにいくつか寄り道してお土産まで購入しても呼び出しはなかった。

　翌日、食べきれなかった菓子を持参して基地食堂のテーブルに置いている。やたらと上機嫌な明ミン華ホアが「バイトの人に持っていきなよ！」と渡してくれたものだ。普段なら定期のシフトも嫌がる癖に、よほど昨日のサイクリングが嬉うれしかったらしい。怒らせずに済んだのはラッキーだが、どうにもしっくりこなかった。

（なんか変なんだよなぁ）

　遅めの昼食を取りながら独りごちる。

　妙な平和はさておき他にも色々と違和感がある。あるべきものがない。存在するはずの何かが欠けている感覚。

　周囲を見渡す。殺風景な長机、電灯、空調設備、非常口の表示。特段問題はない。いつも通りの食堂だ。窓まど際ぎわのテレビも定時のニュースを流している。

『というわけで、また出たということなんですが、例の未確認飛行物体が』

　女子アナが男性キャスターに呼びかけている。

『今度は札さつ幌ぽろ上空ですかぁ、随分北に行きましたねぇ』

『はい、北の空をですね、ハッピーバードがギューンと飛んでいったらしいんです。時計台の上空を飛ぶＵＦＯ、写真見えますか？　幻想的ですよねぇ』

　例の六発機が画面に映し出される。今回はかなりはっきりとしていた。折れ下がった翼端やピトー管も見える。

　カメラがニュースキャスターに戻る。

『ナガサキさん、ずばりこの機体、正体はなんでしょう？』

　傍かたわらのコメンテーターがしかつめらしい顔でうなずいた。

『米軍の試作爆撃機にＸＢ－70というのがあるんですが、それに似ていますね。ただＸＢ－70は半世紀以上昔の機体でとっくに退役しているんです。空を飛べる状態にはありません』

『誰かが整備して飛ばしたとか？』

『唯一の展示機が米軍の博物館にあるのを確認済みです。所属不明のＸＢ－70は世界のどこを探しても存在しないんです』

『なるほど、あるはずのない機体が飛んでいると』

　結局、結論らしい結論も出ないままニュースが切り替わった。コビトカバの子供が生まれたとか、どこかの動物園の映像が流れ始める。

「ＸＢ－70ねぇ」

　また妙な機体が出てきた。レイピアをアメリカから連れてきた時、余分に引っ張ってきたのか？　いや、でも唯一の展示機は元の場所にあるんだよな。であれば別物か。ううん──

「どーん！」

　衝撃に思索を破られる。振り向くと眩まばゆいブロンドが見えた。デニムジャケットの少女がドヤ顔で見下ろしてきている。

「あはは、今度はイーグルの不意打ち成功！　こないだのお返しね！」

「お、おまえな」

　危うく食器を取り落とすところだった。汁物の椀わんだからこぼしたら目も当てられない。視線を鋭くして睨にらみ返す。

「訓練の勝ち負けをオフで相そう殺さいできるわけないだろ。そういうのは場外乱闘っていうんだ。ノーカン、ただの反則」

「あ、何それ、お土産？　おやつ？」

　めざとく菓子を見つけて飛びつく。相変わらず人の話を聞かない奴やつだ。

「あのなぁ」

「わ、チョコワッフル！　すごい！　食べていい？」

　宝石でも見つけたように目を輝かせている。無邪気な様子に毒気を抜かれた。幼稚園児並の相手に怒っても仕方がない。

「いいよ、好きなだけ持ってけ。あ、他の人にも配りたいからその分は残しとけよ」

「わーい！」

「あ、馬鹿、残せって言ってるだろ。てかおまえ何しに食堂来たんだ。飯食うためじゃないのか？」

　これで腹ごしらえされたらたまったもんじゃない。せめておやつに取っておけよと言いかけたが。

「ん？　そうだ。忘れてた」

　イーグルはポンと手を叩たたいた。今思い出したという風に。

「イーグル、こんなことしてる場合じゃないんだよ。お父様から頼まれて基地中走り回ってるんだから」

「へ？」

　豪ごう奢しやな金髪を揺らし周囲を見渡す。

「んー、やっぱりいない。変だなー」

「なんだよ。誰か探してるのか？」

　不穏な気配を感じる。お父様──八や代しろ通どおりの人使いが荒いのはいつものことだが、こんな脳天パッパラパー娘まで動員しているとなればただごとではない。

　イーグルは「うん」とうなずいた。あくまであっけらかんとした表情のまま、重大極まりない内容を告げる。

「ファントムがいなくなったんだよ」
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「ファントムがいなくなった？　どういうことだよ」

　昼下がりの基地食堂。鳴なる谷たに慧けいの質問にイーグルは目をまたたかせた。こともなげに首を傾かしげて、

「言葉通りだよ？　検査の時間に来なくて、携帯も繫つながらなくて、技本の人達、みんなで捜してるところ。そろそろ薬も切れるからまずいんじゃないかって」

「薬？」

「アンテー剤？　ヨクセー剤？　よく分からないけど、イーグル達が普段飲んでるやつ、投与のタイミングが狂うとやばいんだって」

「はぁ」

　アニマという人工生命を維持するための必要措置ということか。であれば確かに一大事だ。八や代しろ通どおり達が必死になっているのも分かる。

　だが目の前のお気楽娘はあくまで能天気だった。

「あの緑色お化け、きっとどこかでサボってるんだよ！　イーグル達に内緒でお菓子、食べてるんだと思う！」

「いや、いやそんな馬鹿はおまえだけだ」

　ファントムというアニマは理性的だ。気まぐれで腹黒だが間抜けではない。命の危険を冒してまでサボタージュするとは思えなかった。

　だいいち本当にサボりたければ堂々と宣言するだろう。『今日は気分が乗りません』、『日を改めて出直してください』とか言って。

　らしくない。

　それが正直な感想だ。

「警衛には確認したのかよ？　基地のどこかであいつを見かけてませんかって」

「んー、ないって聞いたけど」

「医務室は？」

「誰も来てないって」

　ではあからさまな問題は生じていないのか？　いや、人気のないところで急病になった可能性もあるが。あいつが？　まさか。

「念のため確認するけど、事故や事件の連絡はないんだな」

「うん」

「怪け我が人にんの報告も」

「ないない」

（……うーん）

　まぁ、心配しすぎか。あの古ふる狸だぬきのことだ。どこかでひょっこり現れるだろう。みなさん、何を大騒ぎされているんですか？　昼間から騒々しいですよって感じで。

　うん、やっぱりそっちの方がしっくりくる。

「で？　おまえ、こんなところで油売ってていいのか。早く捜せって言われてるんだろう？　俺と雑談してる場合じゃないと思うけど」

「む」とイーグルは眉をひそめた。

「言われなくても分かってるし、次どこに行こうか考えてただけだし」

「へぇ」

「慧けいもファントム見かけたら教えてね！　じゃ！」

　手を振りながら去っていった。

　エネルギーの塊が消失して、なんとも言えない喪失感に襲われる。時計を確認。午後十二時五十分、あと十分でグリペンとの訓練だ。今の話は気になるが、そろそろ技本棟に移動しなければ。

　食器を手に立ち上がる。トレイごと返却棚に戻して食堂を出た。

　晩夏の陽光がアスファルトを焼いている。熱せられた砂利に燃料の匂いが混ざっていた。

　広大な基地内道路を歩いていくと、左手の格納庫に大柄な双発機が見えてきた。低翼・長鼻の特徴的なシルエット、ＲＦ－４ＥＪ－ＡＮＭだ。緑髪の少女の器たる機体。

　技本のスタッフ達が混乱気味に周りを囲んでいる。分解整備中のコクピットを指さして何か叫び合っていた。

（ドーターも置きっ放しなのかよ）

　不安が大きくなる。ドーターとアニマは一心同体、どちらが欠けても成り立たない。メンテ中の機体を捨て置くのはいかに剛胆な彼女でも考えづらかった。

（まさか、本当に急病で倒れたとかじゃないだろうな）

　誰も見ていない場所で、助けを求める声も出せずに。

　今更ながら焦りを覚えていると格納庫の騒ぎが大きくなった。空自の整備員がドーターに近づき、技本のスタッフと言い合っている。不穏な様子に思わず足を向けた。険のある声が聞こえてくる。

「午前中に終わるって話だっただろう。タイムリミットだ。とっととどかしてくれ」

「いや、だから」

「時間がないんだ。もうすぐ──が到着するって」

　あの、と声をかけた。全員の視線が集まる。

「どうしたんですか？　ファントム……アニマの方がいないのは聞いているんですけど」

「あとがつかえてるって言ってるんだ」

　空自の隊員が目を吊つり上あげる。忌いま々いましそうにドーターを見上げた。

「十二時には整備終了って聞いてたのに、もう一時前だぞ。そちらの段取りがどうなってるのか知らんが予定は守ってもらわなきゃ困る」

「延長は申請したぞ。空いてる時間に無理矢理予定を突っこんできたのはそっちだろう」

「急な整備が入ったんだよ。文句は入いる間まに言ってくれ。でかぶつを二機も寄こすって今朝、言ってきたんだから」

　でかぶつ？

「何か来るんですか」

「Ｕ－２偵察機だとさ」

　技本の隊員が呆あきれ顔がおで答える。

「あんな半世紀前の骨こつ董とう品、今更なんに使うんだか」

「逆になんで今まで配備してなかったのかって話らしいぞ。大陸の偵察をどうやってこなすか上から詰め寄られてるんだとさ。さ、雑談はもういいだろ。ここをどけてくれ」

「だから何度も言ってる通り」

　やいのやいのと言い合う集団から離れる。問題は議論の行方ではなく、ファントム本人がいないことだ。この場で推移を見守っていても仕方ない。

（あいつ、どこ行ったんだよ）

　視線を巡らす。

　格納庫の中を、猛もう禽きん達の群を、その向こうに広がるエプロンを眺める。

　エメラルドグリーンの輝きはどれだけ捜しても見当たらなかった。




「Ｕ－２？　聞いてないぞ、そんな話」

　シミュレータのセッティングを変更しながらなまずひげの整備員、舟ふな戸とが目を丸くする。

　ファントムの騒動のせいか、技本棟に人の姿は少なかった。積み上げられた機器の間を、残されたスタッフが忙しげに動き回っている。舟ふな戸ともまたあふれた仕事に忙殺されている模様だった。

「なんでまたそんな歴史的建造物が空自に来るんだ？」

「さぁ」

　シミュレータの座席で肩をすくめる。プリフライトチェックは終わらせてしまったので手持ちぶさた感が半はん端ぱない。予定時間より前に来たのに、調整作業は遅々として進んでいなかった。ファントムの件はもちろん、別件のトラブルも抱えているせいだ。コンソールに肘を突いて身を乗り出す。

「ていうかなんなんですか、その……Ｕ２？　って。ファントムの整備スタッフも『骨こつ董とう品』とか言ってましたけど」

「言葉通りだよ。初飛行が一九五五年、運用開始が一九五七年の古参兵だ。あのファントムより年寄りなんだぜ？　半世紀に渡る冷戦の象徴・体現者とでも言うべきかな。まぁその分、色んな話題にはこと欠かないがな。黒いジェット機事件とか知らないか？」

「……知りません」

「そうか、ジェネレーションギャップってやつだな。要はまともな機体じゃないってことさ。敵国深くまで侵入、対空兵器の届かない高高度で写真を撮りまくる。スパイ機だよ。開発資金はＣＩＡが出したんじゃなかったかな？　任務記号も偵察機であることを隠すためにＵ、汎用機のものになっているだろう？」

　ディスプレイにグライダーじみた機体の画像が転送されてくる。細長い直線翼が印象的だ。長大な機首も相まって、翼を広げた飛竜のようにも見える。

「ファントムも偵察機ですよね？　Ｒ……Reconnaissance偵察の型番がついてましたし。それとは違うんですか」

「あいつは戦術偵察機、Ｕ－２は戦略偵察機だ。戦術ってのは目の前の敵を戦術レベルで探ること。戦略偵察機は有事平時にかかわらず他国の心臓部を暴き立てるのが役目だ。基地の様子とか部隊の移動状況とかをな」

「秘密裏に」

「そう、だから原則、表舞台には出てこない。ファントムみたいな戦闘機上がりとは出自が違う」

　ふぅんと納得しかけて、だが新たな疑問が浮かんだ。

「ちょっと待ってください。戦略偵察機がその……曰いわくつきなのは分かりましたけど、だからっていらないわけじゃないですよね？　たとえばザイとの戦闘だって連中の本拠地、大陸の奥深くを探る必要があるわけですし」

「そりゃそうだな」

「だったらなんで今まで戦略偵察機が配備されてなかったんです？　小こ松まつに。必要ですよね？」

「なぜって、そりゃおまえさん」

　舟ふな戸との答えが途切れた。

　沈黙が訪れる。気になって見上げると舟ふな戸とはまばたきして宙を見つめていた。「ん、ん？」と首をひねる。

「なんだ、ちょっと混乱したな。ええっと、なんの話だっけ？」

「戦略偵察機がどうして小こ松まつにいなかったのかって話です」

「ああ」

　何気ない様子でうなずく。

「そりゃ予算的な問題だろう。必要な機体が全部手に入るほど自衛隊の台所は潤沢じゃないしな。正面装備の調達を優先した結果、支援装備が先送りとか、よくあることだ」

「？　そういう話なんですか」

「他に何があるんだよ。大人の世界の問題ってのは突き詰めるとだいたい金の話だ」

「……」

　妙な齟そ齬ごに襲われる。一瞬で目の前の男性がすり替わった感覚。身体からだではなく精神、心が変化した思い。

「フナさん」

　呼びかけた瞬間、コンソールからエラー音が響いた。「ああ」と舟ふな戸とが頭を抱える。

「やっぱだめか、二人用の機体に一人だけじゃ。くそっ、鳴なる谷たに君、あいつ呼び出せないのか？　せめて初期セットアップくらい参加しろって」

「呼んではいるんですけど」

　携帯端末のメッセージアプリに変化はない。肩越しに振り向くとがらんとした後部座席が見えた。本来そこにあるはずの桃色髪の少女はない。革張りのシートが計器の光を照り返している。

（なんなんだよ、『レイピアとは飛びたくない』って）

　ファントムの件以上に訓練を遅延させている原因がこれだった。グリペンが部屋から出てこない。トレーニングプログラムに参加してくれない。

　舟ふな戸とが不思議そうに首をひねった。

「ソロ飛行ならやるって言ってるんだよな？　あるいは空自との共同作戦なら」

「はい」

「なんでレイピアとのシミュレーションは嫌なんだ。別に訓練シナリオは変わらないだろう？」

「知りませんよ。あいつから来たメッセージは『レイピアとの演習が終わったら呼んでくれ』、それだけです。ＸＦ－１０８－ＡＮＭとのリンクが解除されるまでは絶対に部屋から出ないって」

「なんだそりゃ」

　舟ふな戸とは露骨に顔をしかめた。わけが分からないという様子で。

「適当にだまくらかして呼べないのか？　なんならプログラムの順序を変えてもいいぜ。ソロフライトを先にやっておもむろにレイピア登場とか」

「それ、二度と口を利きいてくれなくなるパターンですよ」

　低い唸うなり声を上げて舟ふな戸とは仕事に戻った。本来アニマが担になうはずの機体セッティングを手作業で実施していく。『なんだこのチューニング』、『人間業じゃない』とか、ぶつぶつ毒づいていた。

　まだしばらく時間がかかりそうだ。肩を落として周囲を見渡す。倉庫の右手に黒い小山が見えた。こちらと同系統のシミュレータだ。運びこまれたのが最近なため、妙に真新しく思える。気のせいか、中から銀色の光が漏れ出しているように思えた。

　レイピアの『玉座』だ。

　太いケーブルが何本も筐きよう体たいの下から伸びてきている。右往左往する僚機を尻目に彼女は随分前から訓練の準備を終えていた。多分、初対面時と同様、コクピットで静かに微笑ほほえみ続けているのだろう。周囲のトラブルや混乱など一切意に介すこともなく。

　しばらく考えてからコンソールを引き出す。宛先をレイピアに設定してテキストメッセージを送ってみた。

〈グリペンと何かあったのか？〉

　沈黙が訪れた。

　ややあってディスプレイに返信が表示される。

　──ＳＥＡＲＣＨＩＮＧ　ＦＯＲ　ＤＡＭＳＥＬ（乙女を探索中）

　またか。だからなんなんだよそれ。

〈ＤＡＭＳＥＬってのは？〉

　今度はすぐにレスポンスがあった。

　──ＴＯＰ　ＰＲＩＯＲＩＴＹ（最優先事項）

　んん？

　──ＲＡＩＳＯＮ　Ｄ[image: ]ＥＴＲＥ（存在意義）　ＮＯＮ　ＭＯＤＩＦＩＡＢＬＥ（変更不可）

　よく分からない。

　何かの符丁なのだろうか。作戦名やコードネーム的な。

「フナさん」

　呼びかけは再度の唸うなり声に遮られた。舟ふな戸とが頭を搔かきむしっている。

「ああ、わけが分からん！　くそっ。いっそ、イーグルのセッティングに書き換えちまうか。エンジン二つも一つも大して変わらないだろ」

「いや、いや、それはマズいです」

　今まで蓄積してきた戦闘データ、チューニング情報がぐしゃぐしゃになってしまう。機体の癖も一変しかねなかった。

　必死で押おし止とどめているとディスプレイがステータスの変更を告げた。

　簡素なＸＦ－１０８－ＡＮＭのログ欄には『ＴＨＥ　ＳＥＡＲＣＨ　ＩＳ　ＯＮＧＯＩＮＧ（探索を継続中）』の文字が浮かんでいた。
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「ただいま」

　予定より大分遅れて我が家にたどりついた。

　夕ゆう陽ひが傾いている。買い出しはもちろん、普段なら夕食の準備が始まっている頃だ。玄関での詰きつ問もんを覚悟しつつ扉を開ける。だが廊下はがらんとしていた。仁王立ちの幼なじみの姿は見当たらない。

（んん）

　留守なのかと思うも茶の間の灯あかりはついている。テレビの音が戸の隙間から漏れていた。

「明ミン華ホア？　いるのか」

　茶の間の引き戸を開けるとカットソーの背中が見えた。明ミン華ホアが膝を突いてテレビに見入っている。多分料理の途中だったのだろう。エプロンをつけたままで、キッチンには調理用具を放置している。

「あ、慧けい、おかえり。ごめん、ちょっと今いいところ」

　視線も向けずに謝罪する。

　一体何を見ているのか。画面をのぞきこむと『衝撃速報！　ついに月の裏側が明らかに！』なるテロップが映っていた。

　熟年の男性アナウンサーが厳おごそかに告げた。

『私達が見ている月はつねに表側です。自転と公転周期が地球と同期しているため、裏面を見られないのです。そこに何があるかについては様々な作家・科学者が想像をたくましくしてきました。ある者は宇宙人の基地があると言い、ある者は古代文明の遺跡があると主張しました。ですが今日ついに全ての謎が明らかになります』

　アナウンサーの横に中年女性が並んだ。真珠のネックレスが派手派手しい、厚化粧の人物だ。紅のたっぷり引かれた唇をほころばせる。

『サイエンススピリチュアリストのマーズ・瑠ル菜ナ先生です。先生は念波天文学の権威で米国高次元科学学会のメンバーでもいらっしゃいます。先生、ついに月の裏側をとらえたとうかがいましたが』

『はい』

　女性が妖よう艶えんにうなずく。

『エーテルの濃度がですね、今、地球と月の間で非常に高くなっているんです。なので我々の念波望遠鏡もその揺らぎを計測して月の裏側を観測できました。今日はその映像をお目にかけたいと思います』

『皆様、私達は世紀の瞬間に立ち会っているのかもしれません。衝撃の画像をどうぞご覧ください』

　荘そう厳ごんな音楽とともに画面が切り替わる。黒一色の背景から真っ青な円が浮かび上がってきた。表側とはまったく違う。地球の海や空を思わせる景色だった。よく見ると白い雲も浮かんでいる。陸地と思おぼしき茶色には豊かな緑が混ざっていた。

『瑠ル菜ナ先生、これは』

『月の裏側には大気と水があるんです。重力場が偏っているので表面の水分が吸い寄せられてしまうんですね。もちろん酸素はあるので生物も存在可能です』

『つまり月世界人は？』

『はい、存在します』

　おおとどよめきが上がる。明ミン華ホアもまた喘あえぐような声を漏らしていた。

「ね、慧けい、すごいね！　ほら、宇宙人だって」

　いや。

　いやいやいや。

「どう考えても怪しいだろう。なんだよ、念波望遠鏡って。重力が違うから水や大気が半分に寄るってのもおかしくないか？　どんな重量配分になってるんだよ」

「あー、またそういうつまんないこと言う」

　柔らかそうな頰が膨らむ。むくれ顔で睨にらみつけてきた。

「いいじゃん、夢のある説を信じれば。どうせ誰も見たことないんだし、石ころだらけの世界ってよりロマンティックでしょ」

「見たことないって」

　何言ってるんだこいつ。

「月の裏側なんてとっくの昔に観測されてるだろ」

「へ？　観測？　どうやって？」

　きょとんとした様子でまばたきされた。

「さっき番組でも言ってたじゃん。地球から月の裏側は絶対見えないって。ずっと同じ面を向け続けてるんだって。ロープか何かでこっちに向けて引っ張るの？」

　ん。

　いや、そんな馬鹿なと思うも確かに具体的な手段が思いつかない。月の裏側に望遠鏡を送りこむ？　気球で吊り下げて運ぶ？

　口ごもっていると薬缶やかんの煮しや沸ふつ音が響いた。「あ、やば」と明ミン華ホアが腰を浮かせる。慌てた様子で台所に向かっていった。

　背後では荒こう唐とう無む稽けいな月世界の想像図が流れ続けている。かぐや姫の伝説は真実だったとアナウンサーが興奮していた。

（なんなんだ）

　今度こそ強烈な違和感が自覚された。

　変だ。何がおかしいか分からないがとにかく妙だ。見知った世界が変質している。あるべき物が欠けている。

　いつからだ？　どこからこんな状況になった。自分以外に異常を察知している者はいないのか。

「慧けい、もうすぐご飯できるから。荷物置いて着替えてきなよ」

　明ミン華ホアの声はあくまで朗らかだった。混乱の様子は微み塵じんもない。

　荒い呼吸を整え「ああ」と答えた。とりあえず平静を装よそおう他ない。油断なく視線を走らせて茶の間から出た。

　スリッパの音が大きい。鼓動がやかましい。階段を上りながら息苦しさを覚えた。

　誰を信じるべきか。何を頼りにするべきか。

　分からない。こんな時、真っ先に相談したい相手──ファントムは行方不明だ。なんだろう、見えざる敵が少しずつ現実を削っているようだ。気づいた時にはもう取り返しのつかないことになっている気分。

（グリペンもおかしな感じだし）

　舟ふな戸とも、今考えればこないだの八や代しろ通どおりも妙だった。急に何かを忘れたか、意識が切り替わった感じ。

　操られている？

　あるいは別の存在に入れ替わっている？

　だめだ、全てが疑わしい。ひょっとしてファントムも同じ違和感を覚えた挙げ句、消されたのではないか。正体不明の敵に、先手を打たれて。

（……）

　──ファントムあいつを捜そう。

　シンプルな結論だった。数ある異常の中で彼女の失踪だけが異質だ。少なくともこの件に関してはイーグル・八や代しろ通どおりを含めた皆が不審がっている。であればそこを掘り下げることで突破口が開けるかもしれない。

　計画を練らねば。

　周囲に悟られず、影響されず、秘密裏に彼女を捜す手段を。

　決意も新たに自室の扉を開けた時だった。

「あら、遅かったですね。待ちくたびれましたよ」

　ファントムがベッドに腰かけていた。
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　……！

「何、間抜け面して立っているんですか。クーラーの冷気が逃げてしまうでしょう。早く扉を閉めてください。ああ、足下にベッドの荷物を避けてあるからお気をつけて」

　上品なコルセットスカートとブラウスがたまらなく場違いだった。どこから持ちこんだのか、ティーカップでお茶を飲んでいる。膝の上に、棚から出したと思おぼしき航空力学の参考書が広げられていた。

「お、おまえ、なんで」

「あらあら、こんな基本を間違えているようでは困りますね。離陸距離の計算もおかしいし。無様ですね。一度、練習機課程からやり直しますか？」

「いやいやいや！」

　狼ろう狽ばいも露あらわに詰め寄る。

「なんでおまえがここにいるんだよ！　どうやって入った!?　鍵は!?」

「ディンプルでもない鍵など鍵のうちに入りません。針金一本で侵入できますよ。まぁ今回は手軽に換気中の窓を狙いましたが」

「明ミン華ホアがいる時に入ったのか!?」

　鉢合わせしたらどうなるか、考えるだけでもぞっとする。動転して口をパクパクさせていると階下から声が響いてきた。

「何？　慧けい、なんか言った？」

「なんでもない！　ちょっと荷物を蹴飛ばしただけだ！　心配ないから！」

　足音が上がってこないことを確認、後ろ手に扉を閉める。涼しい顔の少女を睨にらみつけた。

「とりあえず外に出てくれないか。話はあとでゆっくり聞くから」

「あら、レディを夜の町に放り出すなんて無粋ですね。せめてお茶を飲み終わってからにしてもらえませんか。持ってきたお菓子もまだ食べられていませんし」

「……基地に通報して連れ帰ってもらってもいいんだぞ」

「結構ですよ、好きにしてもらえれば。ただ」

　琥こ珀はく色の目がすぼまった。まとう空気が冷えたものに変わる。

「慧けいさんは今の基地の人達をそこまで信用しているんですか？」

　意識が覚めた。動揺が鎮しずまり冷静さが戻ってくる。

「どういう意味だよ」

「言葉通りですよ。最近のお父様や舟ふな戸とさん、他のスタッフに違和感を持っていないか訊きいているんです。いつもと違う、何かがおかしい、そう感じてるんじゃありませんか？」

「……」

　口ごもりつつも、うなずく。相手の瞳には理性の光があった。ここしばらく出会うことのできなかった類いの輝きが。

「おまえも同じと思っていいのか」

「ええ。というか、でなければこんな危ない橋は渡りませんよ。メンテスタッフの目をくらまして、警衛を突破して脱走してきたんですから、これで慧けいさんが見こみ違いだったら万事休すでした。本当にほっとしましたよ。ゲストのもてなし方は落第点ですが」

「言ってろよ」

　小憎たらしい口調は確かにいつもの彼女だった。傲ごう岸がん不ふ遜そん、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいの化身めいたアニマ。呼吸を整えて視線を合わせる。

「俺がはっきり変だと思ったのはついさっきだ。月の裏側を透視するなんて妙な番組がやってて、誰も見たことがないとか好き勝手言ってて。大気があるとか海があるとか。でもそんなはずはないんだよな？　月の裏側は確か、表と同じように石と砂の大地で」

「ええ」

　あっさりと肯定された。

「正確には斜長岩と玄武岩ですけどね。比率が違うだけで裏も表も大差はありません。宇宙人の基地も古代文明の遺跡もない、そんな事実は疾とうの昔に分かっていたはずなんです」

「なのに誰も指摘しない」

「はい」

　ファントムは淡々と続けた。

「まるで全員の記憶が改ざんされたように、消去されてしまったかのように。同じ違和感を私が覚えたのはレイピアとの初訓練時です。覚えていますか？　いきなり核パトロールと言われて試験中止になった時のことを」

「ああ」

　八や代しろ通どおりが当たり前のように告げていた。必要悪だからどうしようもないとたしなめられたが。

「なら仕方ないと思いましたが、すぐに考え直したんです。爆撃機による核パトロールは一九六〇年代をピークに中止されていたはずだと」

「え？」

「運用リスクとコストを勘案してとっくに廃止されたオペレーションなんです。それが当然のように行われているおかしさを誰も指摘しなかった。おまけに関連する資料・ドキュメントは全て現状を追認するように書き換えられていました」

「……」

「ここから考えうる可能性は二つ。私の精神が異常を来きたしているか、周囲全部がおかしくなっているかどちらかです。ただ私が故障しているだけなら日々のメンテナンスで何かエラーが出るはずです。オールグリーンと診断されている以上、問題はよそにあると判断しました」

「他の連中が全員変になっている？」

「はい。サプライズパーティーを企たくらんでいるのか、あるいはザイの精神攻撃でのっとられているのか分かりませんが、ともかく私以外の全てがイレギュラーという仮説です。だとしたら一旦距離を置いて観察するのが得策でしょう？」

　なるほど、だから姿をくらましたのか。

　納得しかけて眉をひそめる。ん？　いや、待て待て。

「で？　なんで俺のところには来るんだ？　信用できないのは俺も他の連中も同じだろ」

「慧けいさんは私と同じように違和感を覚えてたじゃないですか」

「そりゃそうだけど、よそから見ただけじゃ分からないだろ？」

「分かりますよ。ネットの検索履歴とか接続先とかをトレースすれば」

　……。

「は？」

「メッセージの送受信ログ、各サイトのアクセス履歴、オンラインストレージのフォルダ、全て確認させてもらいました。ああ、殿方の好きそうな動画に一部ウィルスが入っていたので除去しておきましたよ。感謝してください」

「ふ、ふざけんな！　何盗み見してんだよ!?　動画ってどれのことだ!?」

「制服でも自転車でもないやつです」

「がぁああ！」

　衝撃に耐えられず突っ伏してしまった。最悪だ。よりにもよって一番弱みを握られたくない奴やつに性癖を知られてしまった。死にたい。

「ほら、ほら遊んでないで。話を続けますよ。ともかく私の持っていた違和感と慧けいさんが調べていた内容を突き合わせれば状況は明らかです。原因はともかく、起きている事象は一言で説明できます」

「と言うと？」

　不機嫌も露あらわに見上げる。ファントムは涼しい顔で宣言した。

「ここは『宇宙開発が失敗した』世界なんですよ」

　電撃に打たれた気分になる。一呼吸置いてあらゆる記憶が蘇よみがえってきた。欠けていたピースが音を立ててはまっていく。

「そう、探査ロケットがないから月の裏側が観測できない。ＧＰＳがないから携帯のナビが使えない。核ミサイルがないから爆撃機を常時飛ばして抑止力としなければならない」

「Ｕ－２──戦略偵察機も」

「偵察衛星があれば無用の長物ですね。とにかく宇宙開発競争がないまま、それ以外の科学だけが発展し続けた。今我々がいるのはそういう世界です」

「パラレルワールドって奴やつか？」

　思いついたまま口に出す。だがファントムは首を振った。

「いえ、正直言えば現実はもとのままです。各種観測データを探ると人工衛星はきちんと飛んでいますし、核サイロ・戦略原潜も稼か動どうしています。ただ私達がそれらを認識できない。ないものとして扱っているんです」

「催眠術みたいな感じか」

「どちらかと言えば現実と認識の間にフィルタがかかっている感じですかね。宇宙開発に関わる諸もろ々もろのみを濾こし取る透明の膜」

　荒こう唐とう無む稽けいだがしっくりと来る喩たとえだった。なるほど、そんなものがあるなら世界が一変した説明もつく。人によって感じ方の差がある理由も。

　ふっと思いついて携帯端末を開いてみた。液晶画面には何ごともなかったようにナビゲーションアプリが鎮座していた。核サイロや戦略原潜のキーワードも普通に検索できる。

〈認識〉が変わったからか。違和感の正体をとらえたことでフィルタを取り払えた。

「ええっ……と、ちょっと待て。整理させてくれよ。物理的に世界は変わっていないんだよな？　ただみんなが感じ取れなくなっているだけで、全てがもとのままあり続けている」

「はい」

「なら特に害はないのか？　今のまま放っておいても問題はない」

「それはどうでしょう」

　ファントムは考える目になった。

「たとえば慧けいさんが核ミサイル基地のオペレーターだったとします。目の前に発射ボタンがあって、それが意味するものを忘れたらどうなりますか？　あるいは工事業者が基地の存在を失念して発破をかけてしまったら」

「考えるだけでもぞっとするな」

「他にも、ＮＡＳＡやＪＡＸＡが衛星の姿勢制御を忘れたら、戦略原潜の乗員が見当識をなくしたら、ロケット燃料の保存施設を放棄したら、大惨事に繫つながるシナリオはいくらでも考えつきます。幸いまだそうした状況には至っていませんが、とっとと異常は解消した方がいいでしょう。この件が世界のどこまで伝でん搬ぱんしていくかも分かりませんし」

「だよな……」

　疫病のように蔓まん延えんするものなら食い止めねばなるまい。何せもう自衛隊上層部、在日米軍、マスコミは影響を受けているようなのだ。この勢いが加速した末にどうなるか分かったものではない。

　だが食い止めると言っても何をすればいいのか。異常がどのように発生したか、いかなるメカニズムで拡散しているかも分からないのに。

「原因の当たりはついているのか？」

　念のため確認するもファントムはかぶりを振った。だよな、そんな簡単に片づくなら苦労しない。こういう現象から一番縁遠そうな八や代しろ通どおりもやられているわけだし。理性や知識で対処できるレベルではないような。

（……）

　ん。

「どうしました？」

「いや……待てよ。変だな」

　顎あごをつまんで考えこむ。そうだ、なぜ思い至らなかったのか。

「なんで俺達だけ無事なんだ？」

　あの八や代しろ通どおりすら吞のみこまれた異常に、なぜ自分達だけが対処できているのか。ファントムみたいな古ふる狸だぬきはともかく自分は明らかにおかしい。たかだか飛行機の操縦をかじった一高校生など真っ先に影響されてしかるべきだ。

「そういえば」とファントムが目をまたたいた。

「気になりますね。私はともかくなぜ慧けいさんみたいな単細胞が」

「自分で思うのはともかく、人に言われるとむかつくな、それ」

　抗議しつつ考えこむ。何か共通点でもあるのか。世界がおかしくなったまさにそのタイミングで自分達がやっていたことが。

（タイミング）

　レイピアの試験をやっていた時か？　核パトロールなんて異常が顕在化したのはあれが最初だろう。で、当時、自分とファントムがどうしていたかと言えば。

「あ」

　そうか。

「分かった」

「え？　本当ですか」

「ああ、単純な話だよ。俺もおまえもあの時、グリペンと〈同調〉していただろう。俺はいつものように脳波を、おまえはタクティカルリンクで自分のＥＧＧを」

　息を吞のむ声。ファントムは顔を引きしめた。

「グリペンの影響で私達が正気を取り戻したって言うんですか」

「他に考えられないだろう？　例の訓練への参加が条件ならイーグルも元に戻っているはずだ。だけどデータリンクしていたことを前提にすれば、丁度俺達二人に対象が絞られる。実際おまえも核パトロールの件をすぐおかしいと気づけたじゃないか」

「それは」

　抗議しかけて、だが反論の材料が足りないことに気づいたのだろう、不服そうに口ごもる。半人前のルーキーに救われた仮説が面白くないのか、眉を寄せていた。

「ではなぜグリペンは何も言わないんですか。異常を認識してそれを修正できるなら、積極的に動くべきでしょうに。なのに黙りこくって、何も知らない顔をして」

「あいつも警戒しているのかもしれないぜ？　おまえと同じように、誰が敵で誰が味方か分からずに様子をうかがっているとか」

「希望的観測ですね。実際あの子の行動パターンに今の話を裏づけるデータはありませんでしたし」

「そうなのか？」

「ええ、試験の前後でネットのアクセス先も変わっていません。少々メンテに非協力的になったと舟ふな戸とさんがぼやいていたくらいです」

「少々ね」

　言葉の選択には異論もあるが、実際目立った動きはないのだろう。だとすればグリペンの真意を確かめる方法は一つしかない。

「直接訊きいてみるか」

　ファントムの目が丸くなった。

「あの子に？　正気の有無を問とい質ただすんですか？」

「ああ。何か問題でも？」

「危険です。グリペンが本件の元凶でない保証はどこにもないんですよ」

「だからって、ここで議論だけしているわけにもいかないだろう。早くなんとかしなきゃって言ったのはおまえだぜ？　打てる手があるなら打っていかないと」

「でも」

　不満そうに言いつのって唇を結ぶ。他に策がないことに気づいたのだろう。苛いら立だたしげに唸うなった後、覚悟を決めた眼まな差ざしになる。

「分かりました。訊きいてみましょう。ただ一個提案があります」

「なんだよ」

「慧けいさんから異常の件を切り出さないでほしいんです。こちらの情報は出さず、あくまで向こうが何を感じているか訊たずねられればと」

「ふむ」

　表面的に同調されるのを防ぐわけか。慎重すぎるきらいもあるが、その程度なら大した手間ではない。「いいよ、分かった」とうなずく。

　アイコンタクトして携帯端末を取り出した。呼吸を整えてグリペンをコールする。

『はい』

　三コールを待たず電話が繫つながった。ごくりと唾を吞のんで端末を持ち直す。

「よ、よう、今いいか？」

　横でファントムが「自然に」「自然に」と囁ささやいている。分かってるよと手を振り、耳を澄ました。

『何？』

　返ってきた声は硬かった。うちにどんな思いがあるのか、何を感じているのかはうかがいしれない。

「ちょっと訊ききたいことがあってさ。おまえ、最近気になってることはないか？」

『気になってること？』

「なんでもいいんだけど、ほら、ちょっとした違和感とかストレスとかさ。抱えてるものがあれば訊きいておこうと思ったんだ。このところあんまり話せてないし」

『……』

「ざ、雑談でもいいんだぜ？」

『……』

[image: ]

　だめだ、不自然すぎる。ええい、まどろっこしいのは苦手だ。深呼吸して「つまり」と声を大きくする。

「おまえの周りでおかしなことは起きていないか？」

　ド直球の質問にファントムが額を押える。構うものか、あのまま話していたらこっちが不審者扱いされていた。噓うそをつかれたら、その時はその時だ。

　開き直っていると小さな唸うなり声が返ってきた。

『おかしなことばかり』

　何を今更と言わんばかりの口調だった。

『慧けいもハルカもわけの分からないこと喋しやべってるし、変な訓練はさせられるし、データも妙なものばかり送られてくるし』

「か、核パトロールのことか？」

　不機嫌さに圧倒されて失言を重ねる。だがグリペンはそんなことなどどうでもいいとばかりに続けた。

『みんな、いもしないアニマと話したりやりとりしたりして』

　……。

　は？

「い、いもしないアニマってどういうことだよ」

『言葉通り』

　憤ふん懣まんやるかたない様子でグリペンは答えた。

『私にはレイピアなんてアニマもドーターも確認できない』




　　　　＊




　急ぎ八や代しろ通どおりに連絡して関係者を召集した。

　ことここに至り、いくつかの事実は認めざるを得なかった。基地の人々はもちろん、自分とファントムも（程度の差こそあれ）異常に冒されていたこと。唯一グリペンだけが正気を保っていたこと。全ての中心にレイピアというアニマがいるらしいこと。

　話を聞き終えた八や代しろ通どおりは啞あ然ぜんとしていた。

　日没後の技本棟でアニマ三人組と目の前の巨漢、それに自分が顔を突き合わせている。一人イーグルだけが場の趣旨が分からないというように、きょとんとしていた。

「つまり、なんだ？　俺達はいもしない戦闘機相手に独り相撲していたってわけか？」

　まだ信じられない様子で八や代しろ通どおりが確認する。宇宙開発の件を聞くなり「あ」と叫んでいたから正気には戻っているのだろう。だが眼鏡の奥の目にはまだ混乱が残っていた。

「ええ」と答えたのはファントムだ。携帯端末を操作して画面を示す。

「ライトパターソン基地でのやりとりを確認しました。そもそもお父様が貸与されたのはＸ－32Ａ試作戦闘機です。ＪＳＦ計画におけるＦ－35の競合ですね。事前にスペックやステータスのチェックまでして米軍から受領した記録が残っています。ですが蓋を開けてみると小こ松まつに到着したのはＸＦ－１０８という未開発機でした」

「未開発？」

　聞きとがめて口を挟む。

「見えないじゃなくて未開発？　そう言ったのか」

「はい。ＸＦ－１０８レイピアは実機が作られていないんですよ。評価用に実物大模型モツクアップのみが準備されてそこでプロジェクト中止になった。だから少々レストアしたところで飛べるはずがないんです。ましてやドーターへの改造なんて問題外です」

「なんだよそれ」

　薄気味悪い。問題の核と思った相手がそもそも存在しないとか、鵺ぬえみたいだ。

「だが奴やつはまだいるぞ、この基地に」

　八や代しろ通どおりがモニターにハンガーの画像を映す。煌こう々こうと灯ともる照明の下、銀灰色の双発機が翼を休めていた。見ている間にも技本の整備員が機材の交換を進めていく。

「あれが幻覚なら俺達の整備資材はどこに消えているんだ。ミニブラックホールにでも吸いこまれているのか」

「あるいはまだ私達が夢から覚めきっていないかですね。レイピア本体に関する認識はことごとくねじまげられているとか」

「厄介極まりないな」

　低く唸うなってから八や代しろ通どおりは息を吐いた。凶暴極まりない目つきで宙を見る。

「まぁいいか。細かな疑問は後回しだ。重要なのは二点。今回の現象は何で、どうすれば解消するかだ」

「はいはいはーい！」

　イーグルが元気よく手を上げる。

「任せて！　あいつにはイーグルも模擬戦の借りがあるから、がつーんとかましてあげるよ。バルカンでバリバリバリー！　って撃ちまくれば」

「ハンガーもきれいさっぱり吹き飛ぶな」

　嘆息がちに突っこんでしまった。すがるような眼まな差ざしでグリペンを見る。

「おまえは何か意見ないのかよ。この中で一番まともなんだろう」

「見えないものをなんとかしろと言われても、困る」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで口角を押し下げる。

「私にはみんなが何と戦っているのかさえ、よく分からない」

「ふん、ま、そうなるよな」

　八や代しろ通どおりの太い指が頭を搔かいた。顔の片側を歪ゆがめて息を吐く。

「どうにもアプローチしづらいな。全体像がさっぱりつかめん。未完成機のアニマ、宇宙開発の失敗した世界、冷戦の焼き直しじみた軍事情景、一体これらがどう繫つながるんだ？」

「一つ、仮説を上げてもよろしいですか」

　ファントムに視線が集まる。冴さえ冴ざえとした瞳が八や代しろ通どおりを見上げた。

「お父様、確か今回のコアはかなり特殊という話でしたよね？　他に類を見ない高親和性、出力、浸透度。どの機体とも強い結びつきを示し、常識外のスピードで適合機が見つかったと」

「ああ」

「適合したのは本当にＸＦ－１０８という〈機体〉だったんでしょうか？」

　全員が虚を突かれたようにまばたきした。八や代しろ通どおりも「なんだと」と眉をひそめる。

「どういう意味だ？」

「それほど優秀なコアが、半世紀前の試作モックアップで満足したとは思えないんです。不釣り合い、アンバランスと言えばいいんでしょうか。普通ならもっと大きなもの、強力な存在と適合するように感じるんです」

「大きなものって？」

　思考が追いつかない。混乱を露あらわにしているとファントムは声を低くした。

「〈戦略空軍〉という〈概念〉」

　静まり返った部屋に少女の言葉が響く。

「二次大戦後、しばらくの間、私達航空機こそが軍事力の頂点でした。なぜなら核兵器という絶対的な力を敵中枢に運ぶ手段は空路以外になかったからです。いかにして大量の爆撃機を敵国深くまで到達させるか、それこそが軍事オプションの全てでした。つまり我々こそが戦争の帰き趨すうを決める決定的、且かつ戦略的な要素だったわけです」

「──空母も戦車も必要ない、全ての予算を爆撃機とその護衛機に、か」

　八や代しろ通どおりが鼻を鳴らした。

「ボマーマフィアの教条だな。ドゥーエやトレンチャードの思想の到達点」

「はい。そしてその思想を推し進めた結果、一九五〇・六〇年代の空軍は怪物的な進化をとげることになります。より速く、より遠く、より高く。高高度爆撃以外の機能を切り捨てた機体達は、ついには機動性や進路選択の自由まで振り捨てました。マッハ三以上のスピードで所定のコースを駆け抜け、核爆弾を放つ。迎撃側は迎撃側でひたすら上昇能力と速度だけを磨き、空対空ミサイルを撃つ。もはや格闘戦も航空撃滅も存在しません。全ての戦争はそうした新しい形の空軍により支配され、遂行されるはずでした」

「はず？」と問い返す。

「実際は違ったってことか」

「ええ。だって考えてみてください。こんな戦争が超大国以外にできますか？　ほとんどの国は核爆弾はおろか、まともな戦略爆撃機だって持てないんです。ですがどんな小国だろうと国境線がある限り、利害は衝突し紛争が起こります。そこに超大国が介入した場合、核爆撃しかできない戦略空軍で何をするんですか。どうやって友軍の行動を支援するんですか」

「ああ」

　得心する。思想の欠点がこれ以上ないくらい明確に伝わってきた。

「強力すぎて使えないわけか」

「平たく言えば柔軟性に欠けるということです。制空戦闘も阻止爆撃もできない奇形の軍隊。単一目的に過剰適応した恐竜達の群れ。上層部がそれらを『使いづらい』と考えてもなんの疑問もありません。そして戦略空軍にはもう一つ、大きな敵が存在しました」

「？　というと」

「核ミサイルですよ。潜水艦、サイロから放たれる大陸間弾道弾」

　ファントムは判決を読み上げるように朗々と続けた。

「長射程、高速度、護衛機の必要はなく、しかも無人。こんな代物ができたら戦略空軍の存在意義など吹っ飛んでしまいます。本来有人機のメリットは任務に対する柔軟性にありますが、戦略空軍の機体は端からその要素を放棄しています。かくして彼らは絶滅しました。あわせて航空機という存在もまた、戦争の戦略的役割から切り離されたんです」

「戦術兵器に〈格下げ〉されたわけだな」

「汎用兵器に〈復帰〉したと言ってほしいですが。それはともかく、お父様」

　相手の揶や揄ゆをさらりとかわして見つめ返す。

「コアの適合機を探しにいったライト・パターソン基地には、そうした戦略空軍の遺物がごろごろ転がっています。Ｂ－36、Ｂ－47、Ｂ－58、もちろんその要撃機・護衛機たるセンチュリーシリーズも。彼らの生み出す執念、理想にコアが吞のみこまれたと考えたらどうでしょう？」

「戦略空軍の夢……か」

　八や代しろ通どおりが天井を仰ぐ。

　脳裏にありえたかもしれない情景が浮かぶ。巨大な戦略爆撃機が睨にらみ合あい、それらを護衛する超音速戦闘機が銀翼を煌きらめかせる世界。禍まがまが禍まがまがしくも蠱こ惑わく的で、なぜだか既視感のある光景。そう、もはや疑いようもない。自分達が冒されていた夢こそ、まさにその世界だった。

　だが。

「でもよ、ファントム。夢……概念？　とコアが適合するとかありえるのか。いくらなんでも荒こう唐とう無む稽けいだろ」

　言わずもがなの確認にファントムが肩をすくめる。

「なら『正体不明のコアが戦闘機の自我を汲くみ出だす』のはありなんですか？　非現実的というなら私達も本事象と同じくらい非現実的ですよ」

「そりゃそうだけどさ」

　レベルが違うだろと食い下がりかけた時だった。執務室の扉が乱暴に押し開けられた。技本のスタッフが慌てた様子で顔を出す。

「なんだ、打ち合わせ中だぞ」

　八や代しろ通どおりの苦言にスタッフは頭を下げた。だが構わずタブレットを差し出す。

「市いちヶが谷やから緊急報です。至急、技官の見解を出せと要請が」

「なんだ」

　乱暴に受け取って視線を走らす。唇を歪ゆがめ、唸うなった。

「どうしたんですか」

「首都圏上空に戦略爆撃機と思おぼしき未確認機が大量に出現したらしい。迎撃に向かった日米軍機が入り乱れて、あわやの実弾戦闘だと。巻きこまれた民間機が何便か接触事故を起こしたらしい」

「わ、何これ！」

　イーグルが横から端末をのぞきこむ。

「おっきい！　かっこいい！」

　子供じみた感想に誘われて画像を見る。夜空を背に二等辺三角形の六発機が飛行していた。テレビで報道されていた未確認飛行物体。

「ＸＢ－70ですね」

　ファントムが補足する。

「米軍の試作戦略爆撃機です。通称ヴァルキリー。アラスカ─モスクワを無着陸で往復可能なマッハ３クラスの核爆撃機です。戦略空軍構想の象徴みたいな機体ですね。多大な予算を投入した挙げ句、事故や核戦略の移り変わりで葬ほうむり去さられました」

「それが大増殖して東京上空を飛んでるってか？　ジェネラル・ルメイが聞いたら驚喜するな」

　八や代しろ通どおりの声は呻うめきに近かった。寄り目がちになり宙を睨にらみつけている。

　不穏な雰囲気に戦おののきつつ訊たずねた。

「まだ飛んでるんですか？　こいつら」

「いや、夢・幻のごとく消え去ったらしい。一体これは何ごとで再発の可能性はあるのか、というのが市いちヶが谷やの質問だ。さて、俺が調整したコアのせいですと答えたら、どう反応されるかな」

「責任追及はあとでするから、なんとかしろって言われるでしょうね。さぁ、ぼやぼやしている暇はありませんよ。可か及きゆう的てき速すみやかに打開策をひねり出してください。コアのチューニングは専門分野でしょう」

　ファントムの無茶振りに八や代しろ通どおりは露骨に嫌な顔をした。

「こんな出で鱈たら目めを制御できるなら、とっくにザイのいない世界でも創造してるさ。あるいは、おまえがしおらしく振る舞う世界でも」

「私は常にしおらしいですよ」

「という夢を見ているなら既に動作不良だ。修理が必要だな」

「んま」

　睨にらみ合あう二人を前に考えこむ。

　先ほどのファントムの言葉が頭に残っていた。荒こう唐とう無む稽けいというならアニマも本事象も同じ。概念が自意識を持つことだって十分にありえる。

　自意識。

「すみません、ちょっとシンプルに考えてみたんですけど」

　視線が集まる。

「結局、元がなんなのかって点を除けば俺達が相手にしているのはアニマなんですよね？　普通じゃ対話できない存在とやりとりするための人型インタフェース」

「まぁな」

「だったら」

　勢いこんで語気を強める。

「直じか談だん判ぱんしてみればいいんじゃないですか？」
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　航空自衛隊、小こ松まつ基地の第３格納庫はただならぬ緊張に包まれていた。

　整備服のスタッフ、アニマ三人組、そして自分──鳴なる谷たに慧けいが遠巻きに機体を囲んでいる。輪の中心にいるのは銀灰色の双発機だ。無数のコードや機材に繫つながれてキャノピーを開け放っている。メンテナンスハッチを全展開した様は、まるで鰓えら呼吸中のトカゲのようだ。ダイレクトリンクを示す燐りん光こうが機体の表面から生まれては消えていく。

「七メートル五十、六メートル七十、五メートル九十」

　レーザー距離計を確認しつつ、白衣の肥満漢が機体に近づいていく。一歩進むごとに数字を見る様はかなりユーモラスだが、本人は至極真面目だった。しかつめ顔でなまずひげの部下を顧みる。部下──舟ふな戸とは無表情に手元の資料を読み上げた。

「問題（三）、アポロ計画の有人ミッションは何号機からか」

「７号機に決まってるだろう。俺はあの顚てん末まつを聞いてから鼻風邪のまま宇宙飛行はしないと決めたんだ」

「正解です、室長。大丈夫、まだまともですよ」

　くそったれが、と八や代しろ通どおりが毒づく。もう一歩機体との間隔を詰めながら深呼吸した。

「ここまで慎重になる必要があるのか。別に今回の異常がレイピアとの距離に相関している確証もないだろう」

「だからって徒手空拳で異常の源に突っこむ必要もないでしょう。本対策の要はお父様なんですから。あっけらかんと阿あ呆ほうになられても困ります」

　ファントムがたしなめる。

「ご心配なく、このペースで近づいてもらえれば記憶が飛びかけた瞬間、引き戻せます。重量の関係で床を引きずることになるでしょうが、そこは普段の運動不足を反省してください」

「ご忠告、痛み入るよ」

　距離のカウントダウンが再開される。八や代しろ通どおりはすり足で銀灰色の機体に近づいていった。ややあって翼下のメンテナンスハッチに到着、持参した端末を接続する。

　起動コマンドを打ちこんで振り向く。舟ふな戸とが最後の設問を読み上げた。

「問題（四）、ソビエト連邦がＮＯＲＡＤの防空網を迂う回かいするために計画した核攻撃システムは何か。略称と正式名称で」

「ＦＯＢＳ、人工精霊じゃない方のな。正式名称は部分Fractional 軌道Orbital 爆撃システムBombardment System」

「正解」

　場の雰囲気が弛し緩かんした。八や代しろ通どおりが手招きする。アニマを含む独飛の面々はぞろぞろと白衣の後ろに集った。

　端末の画面に『ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＲＥＦＵＳＥＤ（接続拒否）』の文字が現れている。八や代しろ通どおりが再度コマンドを打ちこむも結果は同じだった。

「システムトラブルですか？」

　手元をのぞきこむと鼻を鳴らされた。

「向こうから接続を切られている。どうやら俺達とは話したくないみたいだ」

「話したくないって」

　散々恐こわがらせておいて相手が引きこもりとか。どういうことだ。

「悪事がばれていたたまれなくなったとでも言うんですか」

「さぁな。あっちはあっちで恐る恐る行動してたのかもしれん。何せ単機で基地の全員を相手にしているわけだからな。よってたかって取り囲まれたらそりゃ怖いだろう」

「まるで俺達が虐いじめているみたいな言い草ですけど……」

　絵面的には当たらずとも遠からずか。むくつけき自衛隊員達が目を吊つり上あげて睨にらみつけているのだ。快く対話の雰囲気にはなるまい。

　会話を遮るように再度のエラー音が響く。八や代しろ通どおりが低い唸うなり声を上げた。

「まいったな、こりゃ。手の打ちようがないぞ」

「神経融合インタフェースＮＦＩでアクセスしてみましょうか？」

　ファントムが装甲キャノピーを見上げる。琥こ珀はく色の瞳に照明が映りこんでいた。

「コクピットから接続すれば向こうもブロックのしようがないはずです。防御システムをバイパスしてロジックコアに直接アクセスすれば」

「余計警戒されないか？　居留守を使っていたら裏口から押し入られるようなもんだぞ」

「とはいえここで途方に暮れていても仕方ないでしょう。ご心配なく、だだっ子の相手は慣れていますから」

　八や代しろ通どおりは悩ましげに考えこんでいたが、うなずいた。

「よし、やってみよう。舟ふな戸と、予備のＮＦＩを持ってこい。バックアップポートと接続して臨時のタンデム構成にする」

「あいさ」

　ほどなくして機首脇のキャットウォークに即席の操作盤が設置される。舟ふな戸とがコクピットからケーブルを引き出して空きポートに接続した。ファントムが悠然と操作盤に近づく。

「さ、大人しく話を」

　直後ハンガーの灯あかりが落ちた。モーターが呻うめきを上げて停とまりざわめきが満ちる。

「うわ、なんだ、こりゃ！」

「ケーブルが燃えてるぞ、消火器、消火器！」

「予備電源回せ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒ぎの末、照明が戻った。

　あとには焦げた樹脂の匂いと消火剤の白煙が残される。八や代しろ通どおりが炭化したケーブルを見つめていた。

「過電圧で物理的に接続を断ち切ってきたな。怖がり方が俺の時の比じゃないぞ」

　ファントムはしかつめ顔で沈黙していたが、少ししてうなずいた。

「何か根本的な誤解があるようですね。こちらの思いを理解いただくためにも、もう一度ＮＦＩで接続を」

「やめろ、やめろ」

　全員で必死になって押おし止とどめる。

　気詰まりな静寂が満ちた。どうするべきか。考えあぐねた末に傍かたわらのグリペンを見る。

「おまえ、やってみるか？」

「何度も言ってるように、私は相手が認識できない」

「でも増設したＮＦＩは見えるだろう。だったら試すくらいはできるはずだ」

　グリペンは相変わらず不満そうだったが、ちらと八や代しろ通どおりをうかがった。無言のうなずきを見て嘆息する。気乗り薄な様子でキャットウォークのタラップを上っていった。

　予備のケーブルが接続される。グリペンは小さく深呼吸、掌てのひらをコントロールパネルに押しつけた。桃色髪を発光させてＮＦＩを睨にらみつけたが。

　……。

「だめ、底の抜けた桶おけに手を突っこんでる気分」

「手応えなしってことか？」

「そもそもリンク先が見つからない。誰になんの処理をしていいか分からない」

　無茶振りもいい加減にしろと言わんばかりだった。

　失意の呻うめきが方々から上がる。活路を求めるように視線を交わすうち、誰ともなしに同じ方を向き始めた。ざわめきが消え沈黙が満ちる。

「へ？　何？」

　金髪の少女が目をぱちくりさせる。周囲の眼まな差ざしが気になるのか、双そう眸ぼうをまたたかせていた。

　八や代しろ通どおりが腕組みしたまま渋面になる。

「うーん、おまえかぁ。おまえはなぁ」

　探るようにイーグルを睨ねめ回まわす。

「他人のコントロールセッションに相乗りするやり方、分かるか？　システムバスを占有するんじゃなく多重接続するんだが」

「分かんない！」

「だよなぁ」

　普段の空戦もノリと感覚で行っているのだろう。理屈だててＮＦＩを使うなど想像もできないはずだ。

「まぁ、だめもとでいいからレイピアのＮＦＩに触ってみろ。で、『こんにちは』、でも『ご機嫌いかが』でも適当に呼びかけてくれ。なるべく丁寧にな」

「分かった！　任せて！」

　あっけらかんと答えてタラップを上っていく。今自分達が置かれている状況などまったく気にしていない様子だ。ある意味うらやましい。

「いっくよー」

　無造作にパネルを押える。沈黙の帳とばりが落ちた。イーグルはにこにこしたままこちらを見下ろしている。

　しばらく待ってから八や代しろ通どおりは頭を搔かいた。

「もういい。下りてこい。無茶を言って悪かった」

「え？　でも丁度今お話ししてるところなんだけど」

　……。

「なんだと？」

　イーグルはふむふむとうなずいた。

「ファントムは性格悪そうだからうかつに接続したら何されるか分からない？　あはは、確かにー。イーグルもね、あの子とだけは仲よくなれないと思うんだ。お高く留まってるけど友達いなくて寂しいタイプだよねー、分かるー」

「……お父様、ＡＩＭ－７であのドーターを吹き飛ばしてもいいですか？」

　無表情に進み出るファントムを八や代しろ通どおりが押おし止とどめる。焦燥も露あらわにイーグルを見上げた。

「おい、遊んでないで本題に入れ。そいつの目的は何で、どうすれば消えてもらえるのか確認するんだ」

「えー？　消えちゃやだよー。結構話の分かる子なのに」

「このままだとまた核パトロールとかで訓練が中断されるぞ。自由に飛べなくなってもいいのか」

　むぅと唸うなってイーグルはレイピアに向き合った。独り言のようにぶつぶつとつぶやき始める。

「目的……そう、やりたいこと……航続距離を一万二千キロに増やしたい？　なんで？　……ＧＡＲ－９？　何それ」

　意思疎通が難しいのか、何度も首をひねっている。それでもしばらくして振り向いてきた。

「えーっとね。消えることはできない、って言ってるよ」

「なんでだ」

「義務があるからだって。乙女を守る？　とかなんとか」

「乙女だぁ？」

　八や代しろ通どおりが混乱した様子になる。

　だが、そのキーワードには聞き覚えがあった。レイピアとデータリンクしていた時に何度か見たログメッセージ。

　──Searching for Damsel（乙女を探索中）

「そいつ、誰かを探してるんじゃないですか」

　ぽつりと告げる。八や代しろ通どおりがしかめっ面つらで振り向いてきた。

「どういうことだ？」

「会いたい人を見つけられなくて、それで色々試行錯誤しているとか。周りの人の記憶を書き換えたり現実を変えたりして、なんとか相手に近づこうとしている」

「コアがか？　特定の人間を探していると？」

「分からないですけど」

〈乙女〉という以上、女性なのだろうか。しかも結構年若い。戦略空軍の〈概念〉にそんな縁者がいるとも考えづらいが。

「あ」と声が上がったのはその時だった。

　ファントムが目を見張っている。雷に打たれたように立ち尽くしていた。

「そう、そういうことですか」

「なんだ？　どうした」

　八や代しろ通どおりの質問にファントムは振り向いた。

「ご存じないですか？　ＸＦ－１０８の開発目的を。当初は敵侵攻機の要撃目的でしたが予算の問題で次世代爆撃機の護衛任務も付与されました。一九五七年、ウェポンシステム２０２Ａ、開発元であるノースアメリカン社の計画名はＮＡ－２５７」

「ああ」と八や代しろ通どおりが額を押えた。己の不明を恥じるような顔で、

「なるほど、明白だな。そのままだ」

　いや、いやさっぱり分からない。

「どういうことですか、俺達にも伝わるよう説明してくださいよ」

「慧けいさんの言う通り、彼女は〈乙女〉を探しているんですよ。作られた目的に愚直に従って」

　ファントムはレイピアを背に向き直ってきた。

「先ほどお話しした通り、ＸＦ－１０８は二つの用途を見据えて計画されました。一つは長駆侵攻してくる敵機の要撃、もう一つは敵地に赴く戦略爆撃機の護衛です。この爆撃機もまた戦略空軍のコンセプトを満たすため、並行して開発が進められていました。それがウェポンシステム１１０Ａ、またの名をヴァルキリー」

「え？」

　脳裏に防衛省からの照会画像が浮かぶ。二等辺三角形の六発機、日本のあちこちで目撃されている未確認飛行物体。あれの愛称が確か。

「ＸＢ－70……ヴァルキリーか！」

「はい、そのＸＢ－70の護衛任務こそＸＦ－１０８、レイピアの開発目的だったんですよ」

「こいつとあのデカブツはペアだったってことか？」

「ええ、だから同じタイミングで現れて異常を撒まき散ちらしている。お互いを探してさまよっている。筋は通りますよね」

「通るけどさ、でも」

　なぜそのエピソードにたどりついたのか、繫つながったのかがピンと来ない。

「それが『乙女』って単語とどう絡からむんだよ」

「ヴァルキリーは北欧神話におけるワルキューレの英語読みです。英雄を選別し最終決戦まで見守る女神のこと、つまり〈戦乙女〉を意味しています」

　はっと息を吞のんだ。一拍置いて徐々に理解が深まっていく。

　なるほど、機体の名前、愛称か。であれば意味が通る。〈乙女ヴアルキリー〉を守る〈剣レイピア〉。姫君を守る騎士の関係。

　訓練の最中、レイピアが考えていたこともそれなら理解できる。わけの分からない環境に置かれつつ必死に護衛対象を探していたのか。かつて叶かなえられなかった光景、構想を実現するために。

　八や代しろ通どおりが首をひねった。

「つまり志半ばで計画中止されたのが心残りで悪さをしているわけか？　いや、本人的には悪さをしている気はまったくないのかもしれんが」

「そう考えるのが自然でしょうね」

　とファントムがうなずく。

　だが二人ともそこで押し黙ってしまった。難しい顔で考えこんでいる。

「え？　え、どうしたんですか」

　そこまで行けばもう次のアクションは決まっているだろうに。

「レイピアをヴァルキリーのところに連れていけばいいんですよね？　多分、こいつらの願いもかなって消滅してくれる。そういう話じゃないんですか？」

「いえ、そういう話だと思いますよ。これほど不安定な状態、いかに強力なコアでも長くは維持できないでしょうしね。適切に行く末を示してあげれば消滅、または休眠してくれると思います。ただ」

「ただ？」

「どうやってヴァルキリーを見つけるんですか？」

　虚を突かれた。

　日常的に報道されているから簡単に接触できると思っていたが。

「出現箇所は日本全土、高度も時間帯もてんでバラバラ。おまけに出現して数分で霧のように消えてしまう。そんな相手にどうやってピンポイントでランデブーするんですか。私達が飛び立つのだって相応の準備が必要なんですよ」

「ああ」

　確かに。二十四時間スクランブル待機の機体だって離陸に五分はかかる。それもレーダーサイトでの事前探知、予告、誘導があっての話だ。幽霊のごとく現れる相手に通じるはずもない。

「空中待機して駆けつければ……ってのは無茶か」

「私達はともかくレイピアはローテーションできませんからね。だいいち全員で小お笠がさ原わらあたりを遊覧飛行中にザイが来たらどうするんですか。なぜか最近、彼らは鳴りを潜めていますが、仮に緊急の迎撃要請があったとして『取りこみ中です』、『間に合いません』ではすまないんですよ」

「ううん」

　事態の困難さが身に染しみる。幽霊相手のスクランブルなど初めてだから勝手が分からない。

「幽霊レーダーでもあればいいんだけどな」

　ぼやき混じりに告げると、八や代しろ通どおりがまばたきした。

「なんだと？」

「え？」

「今なんて言った」

「いや、冗談ですよ。幽霊の出現を感知できるレーダーでもあればいいなと思っただけで」

「それだ」

　興奮気味に巨体を揺らしタラップを駆け上る。レイピアの主翼をつかむとグリペンを顧みた。

「おい、おまえから俺はどう見えてるんだ」

「？」

「いいから、見たままを言ってみろ」

　グリペンは面食らった様子で答えた。

「何もないところに手を置いている」

「これは？」と白衣の背中を機体に押しつける。もたれかかった八や代しろ通どおりにグリペンは眉間の皺しわを深くしてみせた。

「のけぞりながら倒れないように踏ん張っている」

「じゃあ、これならどうだ」

　胸元のペンを取り出すとレイピアに向かって放り投げた。プラスチックの筆記用具は乾いた音を立てて外装に当たり、跳ね返った挙げ句、床に落ちていった。

「ハルカが振り返ってペンを放った」

　え？

　まばたきしてグリペンを見下ろす。

「なるほどな」と八や代しろ通どおりが笑った。

「怪奇現象にもきちんとルールがあるってことだ」

　混乱する一同に巨体が向き直る。ファントムが「どういうことですか」と皆の疑問を代弁した。

「いやな、例の『整備資材がどこに消えたか』の話と同じだ。存在しないはずの機体が現実とどう折り合いをつけているか、ずっと気になっていたんだが、ようやく理解できた」

　眼鏡の奥の目がすぼまる。底意地の悪い笑みが口元に浮かんだ。

「こいつらは俺達の認識をコントロールできる。だが物理現象までは左右できない。多分だが機械もだませないんじゃないかな。もし全てのデータを書き換えられるならネットの宇宙開発情報も残らず消し尽くしてたはずだからな。だが実際は俺達の五感をいじって『存在しない』と思わせていただけだ」

「現実は変わっていない？」

「そう。元のままあり続けている。さて、では物理現象も含めて俺達をだまくらかすにはどうしたらいい？　『もたれかかっているように見せる』だけなら俺の乏しい筋力でカバーできる。だが更に別の物体が絡からんだら？　たとえばさっきみたいに『何かがぶつかって跳ね返る』ことを演出しようとしたら？」

　ああ。

　腑ふに落ちた。なるほど、そういうことか。

「つじつまを合わせるわけですね」

「そうだ」と八や代しろ通どおりはうなずいた。

「俺達の行動をコントロールして望んだ結果を生み出させる。で、途中の行動はあとから認識できなくする。するとあたかもこいつ自身が物理法則に干渉したように見えるわけだ。さっきの例でいけば『俺は前にペンを投げた』つもりなのに実は『後ろに放り投げている』、だがその過程は周囲の認識から消し去られている。結果『もしレイピアに当たったら、跳ね返っていったであろう場所にペンがある』そういう事実だけが残るわけだ。まさにつじつま合わせだな。おそらく消えた整備資材もどこかに避けてあるんじゃないか？　……ああ、いや、ひょっとしたら俺達は知らず知らずのうちにザイ相手のスクランブルを続けているのかもしれないな。なくなった資材はそのために消費されているとか。だとすれば最近の妙な平和の理由にもなる」

　さて、とつぶやいて舟ふな戸とに向き直る。

「ＸＢ－70とニアミスした民間機のレポートにはこうある。管制からいきなりの接近警告、次いで衝撃波。警告ってのはつまりレーダーに探知されたってことだ。この探知結果はまだ残っているのか？」

「調べてみます」

　慌ただしい様子で言って舟ふな戸とが電話をかけ出す。ほどなくしてマイクを押え、顔を上げた。

「残ってるそうです。あの時、確かに東京ＡＣＣは未確認機をとらえていたと」

「ふん。いないはずの機体がレーダーに映った。常識ではありえない話だが、先ほどの実験結果を考えると別の解釈が出てくる」

　唐突に閃ひらめいた。先ほどと同じ──誰かがつじつまを合わせた、とすれば。

「レーダーを人間に操らせて、『機体を探知した』ことにした？」

「正解」

　八や代しろ通どおりの笑みが大きくなった。

「つまりは人為的な工作が事前に行われたということだ。なら俺達が取るべき行動も決まってくる。管制システムの異常動作、準備行動をモニターして次どこにＸＢ－70が現れるか予測する。日本中のレーダーサイトで『つじつま合わせ』をするなら、これはかなりの大事だ。出現の大分前に兆候が出始める。結果として俺達のスクランブル時間も十分に確保できるわけだ」

「なるほど」

　さすが日本最強の頭脳。オカルトさえも科学してしまうとは、真の天才に分野は不問ということか。素直に賞賛しかけて静止する。ん？　いや、待てよ。

「えっと、さっきの話だと、つじつま合わせの行動は認識できなくなるんですよね？　起きた結果だけがいきなり見えるって」

「うむ。だな」

「だったら兆候も気づけないんじゃないですか？　張りつきで見張っていても肝心の記憶は飛ばされる感じで」

「おいおい」

　八や代しろ通どおりは苦笑した。

「何も気づけない奴やつが見張る必要もないだろう。こういうのはできる奴やつがやればいいんだ。適材適所、それに尽きる」

　できる奴やつ。

　誰ともなしに視線を落とす。注目を感じたのか、桃色髪がびくりと震えた。グリペンは警戒も露あらわに周囲を見渡した。

「ん、ん？」

「空自のＪＡＤＧＥと国交省の管制ネットワークに接続させる。心配するな、三時間置きに十分は休憩させてやる。飯も届けさせるぞ」

「拒否する。私一人でさばける処理ではない。冗談は顔だけにしてほしい」

「何が冗談なものか。今現在、世界の危機を救えるのはおまえだけだ。他に選択肢がない以上、踏ん張るしかないだろう。諦めろ」

　舟ふな戸とが少女の肩を押える。表情こそ優しいが断固たる意思が感じ取れた。顔に『逃がしませんぜ』という文字が浮かんでいる。

　八や代しろ通どおりが朗らかに告げた。

「まぁ長くて一週間だ。今までのＸＢ－70の出現頻度を見るに、だいたい三日間隔で現れてる。そのくらいなら日々の仮眠で対応できるだろう。期待してるぞ」

　グリペンは低い呻うめき声を上げた。
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「で？　実際のところどういうことだと思っているんですか、今回の件」

　傍かたわらで蠢うごめく白衣の背中を眺めながら訊たずねる。頭から機材に潜りこんでいる様はまるで冬眠前の熊のようだ。八や代しろ通どおりはグリペン・ドーターの整備を進めながら「何？」と聞き返した。

「今回の件がどうしたって？」

「なんでグリペンだけが異常にとらわれなかったかって話です。明らかに不自然でしょう。アニマ全員が無事ならともかく、あいつ一人とか」

　視線を動かす。話題の主はハンガーの片隅でぐったりとしていた。先ほど一回目の休憩に入ったばかりだが、早くもげんなりしている。

　来たるべきＸＢ－70探索を前に小こ松まつ基地の空気は慌ただしくなっていた。全てのドーターがいつでも飛び立てるように調整・整備を進められている。ただ乗り手たる自分やアニマは比較的暇なままだ。八や代しろ通どおりの作業を手伝いつつ、ついつい思考が拡散してしまう。

「そうさな」

　金属音を響かせつつ巨体が起き上がった。手をひらひらさせるのでタオルを渡してやる。八や代しろ通どおりは煤すすと汗を一緒くたにして顔から拭き取った。

「食い意地が張ってるから実際に食べられるものしか興味ないんじゃないか。どんなにうまそうでも絵に描いた餅なら見向きもしないだろ、あいつ」

「いやいや」

　それはつまり、普段やりとりしている自分達が食い物同然ということではないか。そこまで見境なしとは思いたくない。

「真面目な話ですよ。最終的にはそこを突き詰めないと本当に幻覚から醒さめたか分からないじゃないですか。実は程度の差こそあれ、グリペンともども夢を見続けていたなんてオチも」

「それならそれでいいだろ。夢と悟られないほどの夢なら、そいつはもう現実だ。胡こ蝶ちようの夢なんて話もあるしな。あるがままに受うけ容いれた方が人生、幸せになれるかもしれん」

「また思ってもいないことを」

　ガチガチの現実だって好き勝手変えまくるのが信条だろうに。己の意に添わぬ運命には解雇通知を出すような人が何を。

　八や代しろ通どおりはケーブルをまとめつつ首を傾かしげた。

「ま、仮説はある。根拠のない思考実験だがな、聞くか？」

「はい」

「たとえばだな。君が朝の連続テレビドラマを見ていたとする」

「は？」

　まばたきして見返すも八や代しろ通どおりは構わずに続けた。

「そのテレビドラマをな。三話まで見て、さぁ次は四話だとなった時、放送局の手違いで没バージョンのフィルムが放映されてしまった。君はどうする？」

「どうって」

　眉間に皺しわを寄せる。

「普通に見るんじゃないですか。だってそれが没フィルムかどうかなんて分からないわけですし」

「だよな、で、見終わったあと『何か変だ』と思ってテレビ局に問い合わせるかもしれない。あるいはテレビ局から『今回の放映は間違いでした』とアナウンスが出るかもな。いずれにせよなんらかの訂正がされるまで、君にとってその四話は紛れもなく『ドラマの続き』、『真の四話』なわけだ。さて」

　たるんだ口元が悪戯いたずらっぽく歪ゆがんだ。

「ここで件くだんのドラマが再放送だったとする。君は既に一回目のオンエアを見ていた。その上でこの放送事故だ。さて、この四話をどう受け止める？」

「それは……変だと思うでしょうね。何か特別バージョンでも始まったのかと考えて、番組表を見返したりするかも」

「疑うよな。で、今流れているものが第三話の続きか一旦保留する。いや、保留じゃないな。ブロックする。ドラマの筋立てから目の前のストーリーを外してしまうんだ」

「はぁ」

「今回の構図もそれと同じ、と言ったらどうだ？」

「へ？」

　唐突な話題転換にフリーズする。八や代しろ通どおりはうなずいた。

「現実というドラマを初めて見る俺達、対して再放送ととらえているグリペン」

「ええっと」

　我知らず渋面になった。

「つまりなんですか？　グリペンは本来この時間で起こるべきことを知っていて、それに合わない展開……今回だとレイピアの件を無視してるっていうんですか？」

「ああ」

「なんですかそれ」

　あの食いしん坊が予知能力者とは初耳だ。次に何が起こるか分かっている？　じゃあなんでああもドジなんだ。こないだなんて何もないところで蹴け躓つまずいていたぞ。

「荒こう唐とう無む稽けいって意味ではさっきの食いしん坊説と変わらないですよ」

「だから思考実験と言っただろう。根拠や証拠を求められても困る。正確な答えが欲しいならもう少しデータを揃そろえてくれ。というか君のパートナーだぞ、人任せにするな」

　思わぬ逆襲に沈黙する。

　八や代しろ通どおりは「ただまぁ」と笑みを大きくした。

「別に思いつきだけで喋しやべったわけじゃない。あいつが妙なことを言うのは今に始まったことじゃないしな。ひょっとしたら未来の一つや二つ、本当に知っているのかもしれん」

「未来を」

「ああ」

　八や代しろ通どおりはドーターを見た。反射光に片目をすがめる。

「この戦争がどうなって、いかなる結末を迎えるのか。そんな大事が頭を占めていたら、確かに幻覚ごときに関わっていられないだろう。『無視』もしたくなるはずさ」




　　　　＊




　ファントムから召集がかかったのは下校中、丁度基地に向かって自転車を走らせていた時だった。

『よいニュースと悪いニュースが一つずつあります。どちらから聞きますか』

　不穏極まりない台詞せりふが携帯から流れてきた。道路脇に自転車を停とめて瞑めい目もくする。嫌な訊きき方だ。どうにも悪い予感しかしない。

「じゃあ、よいニュースから」

『グリペンが管制ネットワークの異常を感知しました。あと三十分で本土上空にＸＢ－70が出現します。至急基地に来てください』

　それがいいニュースなのかよ。呻うめき声を吞のみこみ「悪いニュースは？」と訊たずねる。

『ウラジオストクを出たソビエトの輸送艦隊が樺太からふとに近づいています。資本主義国の包囲を破り、豊とよ原はら──樺太からふとの日本民主主義人民共和国に物資を届けるのだとか』

　一瞬立ち尽くしてしまった。思考が空白化しまばたきする。

「なんだって？」

『聞こえませんでしたか？　ソ連が友邦たる〈北日本〉を支援すべく艦隊を派遣してきているんです。防衛庁からも至急、留萌るもい～釧路くしろの南北国境線に向かえと指示が出ています』

「すまん、何を言っているかさっぱり分からないんだが」

　ソ連？　南北国境線？　真面目に意味がつかめない。

　耳元で嘆息が響いた。

『まさしく、わけの分からない事態になっているんですよ。レイピアの影響がいよいよ、海を越えて広がり始めたと言うべきでしょうか。まさか二十一世紀にもなってキューバ危機を追体験するとは思いもしませんでした』

「えーと」

　必死に頭を整理する。

「よく理解できないけどさ。つまり早くなんとかしようってことだろ？　だったら状況は変わらないんじゃ？　とっととＸＢ－70を見つけてレイピアと引き合わせれば」

『慧けいさん、慧けいさん』

　たしなめるような声が上がった。

『先ほどお伝えしましたよね？　防衛庁から〈指示〉が出ていると。彼らは言っているんです。ＵＦＯの捜索など放っておけ、北の侵攻を防ぐことこそおまえ達の本分だと』

「本分」

『何を優先して何を捨てるかです。ザイを迎撃するより南北国境の維持が最優先だと』

　ようやくことの深刻さが伝わってきた。改変された世界で独飛の存在意義が変わっている。ザイの駆逐よりも本土の防空よりも何より内戦の支援。

「無視したらどうなるんだ」

『分かりません。ただ分断国家の軍部というのは火薬庫みたいなものです。命令違反には相応のペナルティがあるでしょう。かくして私達は問題の根本解決にも臨めず、世界はどんどん迷走していくわけです』

「まずいじゃないか」

『だから悪いニュースと言っているんですよ』

　ファントムの声が鋭さを増した。

『事態は切迫しています。まだ私達が行動の自由を持っているうちになんとかしないといけません。さぁ状況は理解しましたね？　可か及きゆう的てき速すみやかに合流してください。五分以内』

　慌てて電話を切りペダルを漕こいだ。

　まだ夏の香りが残る中を走っていく。途中何度か車とニアミスしかけたがスピードを緩めず進んでいった。

　市営体育館の街頭ビジョンが報道番組を映している。『南北国境線に北の陸軍が集結中』、『ワルシャワ条約機構ＷＰＯが日米の海上封鎖行動を非難』。画面下を見ると『ソ連軍、新にい潟がた上陸の恐れ』とおどろおどろしいテロップが躍っていた。

（勘弁してくれ）

　数百機の監視気球が敵国上空に送りこまれている。米軍関係者がエリア51の未確認飛行物体を試作偵察機オーロラだと暴露していた。嘉か手で納な基地ではＢ－52の再配備に対する抗議闘争が起きている。『全基地封鎖』、『戦争に加担するな』、『ＭＡＫＥ　ＬＯＶＥ　ＮＯＴ　ＷＡＲ』

　怒号の中継に追い立てられながら、ようやく基地近辺にたどりついた。いつものように正門から入ろうとして「おや？」と思う。

　道路にバリケードが組まれていた。迷彩服の自衛隊員が周囲を警戒している。その後ろには物々しい装甲車が停とまっていた。

（？）

　何気なく近づきかけて「おい」と呼び止められる。後ろからだ。振り向くとフェンスの茂みから舟ふな戸とが顔を出していた。

「フナさん？　どうしたんですか」

「しっ、こっちに来い。自然な感じで。連中に悟られないように」

　回れ右してフェンスに近づく。舟ふな戸とは半身を茂みにうずめて縮こまっていた。枝葉に同化した様はアマゾンの猿のようだ。大きな目をぎょろぎょろ動かして様子を探る。

「こっちから来てくれて助かったよ。逆側だったらつかまってたぞ」

「つかまる？」

　肩越しに振り返る。

「自衛隊にですか」

「ありゃ陸自だ。金沢の第14普通科連隊だよ。小こ松まつの人間じゃない」

「なんで陸自が空自の基地を封鎖しているんですか」

「独飛が言うことを聞かんからだよ。北に飛べって命令に室長がノーを出し続けてる。たまりかねた中央が強硬手段に出てきたわけだ」

「強硬手段って」

　まさかドーターを破壊する気か。あるいは抵抗する人間を強制排除するつもりとか。

　血の気を失っていると舟ふな戸とは首を振った。

「いやいや、さすがに身内同士ドンパチやらかす気はないさ。ただ独飛の権限を取り上げて装備を市いちヶが谷や直轄に置くくらいはやりかねない。今のところ室長が、のらりくらりかわしちゃいるが」

　一刻を争うことに変わりはない。「どうしたらいいんですか」訊たずねると舟ふな戸とは上体を動かした。

「こっちだ。フェンスに抜け道を作ってある」

　茂みを搔かき分わけるなり魔法のように通路が現れた。どうやら金網の一部を開閉式にしているらしい。念のため、自転車を離れたところに隠してから舟ふな戸とのあとに続いた。

　基地内はいつにも増して騒々しかった。

　空自の機体が次から次に飛び立っていく。輸送車両が営内道路を行き交い、ブザーやアナウンスがあちこちから聞こえてきた。あたかもクリスマスとハロウィーンが一時に来たようだ。誰もが内なる衝動の命ずるまま動き続けている。

　売店ＢＸの陰から管制塔、エプロン経由でハンガーに回りこんだ。

　照明にドーター達が浮かび上がっている。反対側の入り口では陸自と技本スタッフが睨にらみ合あっている。白衣の巨体が身振り手振りで何かを主張していた。

「慧けいさん！」

　機体の陰から緑髪の少女が顔を出した。メットバッグとフライトスーツを持っている。小走りに駆け寄ると荷物を手渡してきた。

「早く着替えてください。グリペンはもう準備ができています。あなたの用意が調い次第、出発しますよ」

「ここで着替えろってか」

「恥ずかしがってる場合ですか。乙女でもあるまいし」

「まぁそうだけど」

　すぐそこに武装した陸自隊員が迫っているのだ。心もとなさが半はん端ぱない。ズボンを脱いだところで踏みこまれたらどうするのか。

　だが悩んでいる時間はなかった。手早く衣装を改めて耐Ｇスーツを装備する。メットバッグを持ち上げた瞬間、鋭い声が上がった。

「おい、そこで何してるんだ！」

　陸自の隊員と視線が合った。眦まなじりを吊つり上あげ睨にらみつけてきている。八や代しろ通どおりが押おし止とどめるもさすがに無謀だった。完全武装の隊員達がハンガーになだれこんでくる。

「くそっ」

　グリペンは……ファントムの向こうか。乗りこんで発進するまでもつか？　いや、無理だ。隊員の中には銃を構えている者もいる。発砲されたらささいな距離の余裕など吹き飛んでしまう。

　ぎりっと奥歯を食いしばる。足を止めて他に活路がないか探りかけた時だった。

　ＧＷＯＯＯＵ！

　小山が動いた。轟ごう音おんとともに駐機中の機体がバックしてくる。Ｆ－15Ｊ－ＡＮＭだ。山吹色のドーターが尾部を陸自隊員に向ける。

『エンジンテストいっくよー！　危ないから離れてねー！』

　たまらず陸自隊員達が散開する。だがイーグルは構わずエンジンを噴射した。激しい風圧で機材はおろか、技本のスタッフも何人か吹き飛ばされた。

　無茶苦茶だ。だが行動の猶予はできた。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の中、クロースカップルドデルタの単発機に駆け寄る。開いたコクピットには桃色髪の少女が鎮座していた。

「遅い」

「すまん。待たせた」

　前席に滑りこみ機材をチェックする。各ステータスは緊急発進時とは思えぬほど万全に整えられていた。

「操縦系統・チェック、レディオ・チェック、各種電子機器、セッティング・オールグリーン」

「エンジンスタート」

　グリペンの声に応えて機体が震動する。ダイレクトリンクの確立を現す赤しやつ光こうが主翼と胴体を埋め尽くしていった。

　ガガっとノイズに続いて舟ふな戸とからの無線が入る。

『悪いがイーグルは出せん。臨時の扇風機に仕立てちまったからな。今回はおまえさんとファントムで対応してくれ』

「十分ですよ」

　ここまでお膳立てしてもらったのだ。多くを望みすぎるのは罰が当たる。

「じゃあちょっと歴史を書き換えてきます」

　キャノピー閉鎖。大混乱のハンガーを背に前進する。

　抜けるような青空の下、熱せられたエプロンを進んでいく。既にファントム、レイピアはタキシーウェイから滑走路に入っていた。異常に気づいた管制が制止するが、すぐさま技本の通信が『先のアナウンスは誤り。総員、現在位置に待機』と割りこんでくる。空自の基地要員が混乱した様子で右往左往していた。

『ＢＡＲＢＩＥ03、クリアード・フォー・テイクオフ』

　エメラルドグリーンのドーターがアフターバーナーを噴かして飛ひ翔しようしていく。続いて銀灰色のデルタ翼機が滑走開始位置についた。

　──ＢＡＲＢＩＥ11、ＣＬＥＡＲＥＤ　ＦＯＲ　ＴＡＫＥＯＦＦ。

　テキストメッセージの受信と機体が滑走し出したのはほぼ同時だった。危なげなく加速して離陸、陽炎かげろうを揺らめかせてファントムを追いかけていく。

「よし、じゃあ俺達の番だ」

　東側のタキシーウェイから滑走路に進入、離陸速度を最終確認していると視界の端で黒い物が動いた。ハンガーから陸自の隊員が出てくる。堤防が決壊したように車両や武装隊員がエプロンにあふれてきた。

　だが遅い。最高時速百キロ程度で超音速機を止められるものか。

「行くぞ」

　クリアランス省略。スロットルレバーを押しこむ。

　激しいＧが身体からだを座席に押しつけた。外の景色が飛ぶように過ぎ去り、やがて青一色と化す。滑走路の陸自隊員が途方に暮れた様子でこちらを見上げていた。高度が上がるにつれて彼らの顔も車両もひとまとめに黒点と化し、地形に埋没していく。

　心の中で謝罪して空を仰ぐ。やがて先行する緑と銀の光が見えてきた。ファントムが翼を振ってみせる。

『グリペン、目標地点の情報をください。〈乙女〉の出現予想時刻も』

「待って」

　ディスプレイの戦術マップが揺らぐ。何か別のシステムとリンクしたのか、意味不明な情報が幾重にも表示されていく。

「ベクター１７０、３７ノーチカルマイルズ、エンジェル３３。エスティメイティッドタイム・オブ・コンタクト、１６１４」

「あと十五分かよ」

　ギリギリもいいところだ。目標地点は東海地方上空。高度一万メートル。もう少し離れていたら間に合わなかったかもしれない。

「おまえ、実は寝ぼけて探索サボってたんじゃないのか？」

「なんという暴言」

　グリペンの眉が吊つり上あがった。

「ここ数日の私の献身をなんだと思っているのか」

「じゃあなんでこんなドタバタになってるんだよ」

「脳の酷使は糖分を消費する。飲むヨーグルトを補充しにいくのは任務遂行上、必然」

「買い食いしてたのかよ！」

　想像以上のダメっぷりだった。色々気の毒に思っていた気持ちが一瞬で吹き飛ぶ。非難の念を察したのか、グリペンは狼ろう狽ばいを露あらわにした。

「買い食いじゃない、偵察。売り切れで買えなかったし。それで食堂に行こうとしていたら見つかって連れ戻された」

「おまえ、それで本当に見逃してたら今頃大説教大会だったぞ……」

　溜ため息いき交じりに告げるとビープ音が鳴り響いた。マップ上の脅威情報がアップデートされる。

『あらあら』

　ファントムがつぶやく。

『私の古巣が迎えに上がってきたようです。三み沢さわの第３と百ひやく里りの３０２、スクランブルＳＣですね』

「迎撃されてるのか」

『まぁ陸自の制止を振り切って飛び立ったわけですから、当然の対応でしょう。五分で会敵。ああ、撃ちますね、これは』

「いやいや」

　冷静に論評している場合じゃないだろう。今回はザイとの戦闘もないから、最低限の武装で出撃してきている。自衛用の機関砲と、あとは火器管制レーダー程度だ。空対空ミサイルの類いはない。本格的なドッグファイトにはどう考えても対応しづらかった。だいたいいくら変になっているとは言え相手は味方だ。命のやりとりなどしたくない。

「どうするんだよ」

『そうですね、とりあえずザイの真似まね事ごとでもしてみますか』

「は？」

『私のＥＰＣＣＭはザイの電子・感覚対抗手段ＥＰＣＭへのカウンターです。ジャミングの波に逆位相波をぶつけて打ち消す。あるいは味方のレーダーを補正・強化する。これによって彼我の電子戦を有利にしているわけですが』

　ふっと不敵な響きが声に滲にじむ。

『その位相を再反転すると何が起こるか』

　刹せつ那な、暴力的な波動が空気を貫いた。ディスプレイのコントラストが逆転しマーカーが震動する。響き渡る警報の中、自衛隊の無線が悲鳴のような声を上げた。

（ＥＰＣＭ！）

　即座にグリペンがシールドしたのか、脳を搔かき回まわされるような不快感は薄らいでいる。だが視界がじんわりと滲にじんでいた。レーダーも不安定なままだ。

（こっ……のっ）

　歯ぎしりして緑色のドーターを睨にらみつける。

「おまえ！　せめて警告してからやれよ！」

『だから事前に説明したじゃないですか。先読みして構えないのは受け手の想像力の問題です』

「んな無茶苦茶な」

　まばたきしつつ舌打ちする。

（てか、こいつ、ザイのジャミングも使えるのかよ）

　命令違反に敵性電子兵器の使用。どっちが人類の脅威か分かったものではない。本気で迎撃されても文句が言えなかった。

　だがおかげでスクランブル機の機動は混乱していた。マーカー上の自衛隊機は目標を見失ったように蛇だ行こうしている。

『追っ手はこちらで引きつけます。慧けいさんはレイピアを連れて目標地点に』

「分かったよ」

　緑の翼が翻ひるがえり蒼そう空くうに溶けこんでいく。

　彼ひ我がの位置を確認、ジャミングに隠れて移動を開始した。自衛隊のスクランブル機から離れる方向に、且かつランデブーポイントを目指すルートに。

　レイピアは……ついてきている。

　眼下の景色は山から田畑、市街地に移り変わっていた。うっすらとした雲が機体の下に立ちこめている。退避勧告が出ているせいか、民間機の類いは見当たらない。このまま進めばもう少しで目的地にたどりつけるはずだ。

「ＸＢ－70は」

　戦術マップのスケールを変える。まだ出現していない。ギリギリまで姿を現さないつもりか？　それとも至近距離にならないと確認できないのか。

　じりじりしながら操縦しているとグリペンが身を強こわばらせた。

「慧けい、前方に新たなＳＣ、三機。まだ見つかってないけど、こちらの進路とぶつかりそう」

　簡潔な報告に眉をひそめる。

「どこの機体だよ」

「多分米軍、三み沢さわの空自についてきたのかも」

「マジか」

　まずい。途中経路に陣取られる程度ならともかく、ランデブーポイントに位置取りされたら衝突は必至だ。

（よけてくれよ）

　祈るようにマップを見つめるも、双方の距離は縮まる一方だった。

「仕方ないか」

　よけてくれないなら強引によけさせるまでだ。

　随伴するレイピアに回線を開く。いや、レイピアを認識できないグリペンのアビオニクスを使う以上、『開いた気になっている』だけかもしれないが、とにかく呼びかける。

「ＢＡＲＢＩＥ11、進路はそのままで。こっちは邪魔者を追い払う。姫様と会えることを祈ってるよ」

　──ＲＯＧＥＲ、01。

　テキストメッセージが返ってきた。グリペンは……やはり認識できないのか。面白くなさそうにこちらの一人芝居を見つめている。

「やるぞ」と口調を切り替える。彼方かなたに煌きらめく銀光を見つめながら。

「あの米軍機を照準する」

「墜とすの？」

　驚きよう愕がくする彼女に首を振る。

「墜としやしないさ。ただ向こうは俺達が本気かどうかなんて分からないだろ？　ただでさえ命令違反のクーデター機だと思われてるんだ。だったら少しでも脅おどかせば、すぐ回避してくれるさ」

「反撃されるかも」

「その前にとんずらすればいい。ファントムのジャミングを隠かくれ蓑みのに使わせてもらおう。ヒットアンドアウェイだ」

　呻うめき声が上がる。簡単に言ってくれるなと言わんばかりの雰囲気。だが表立っての反対はない。戦術マップにジャミングの効果範囲がオーバーレイされた。

「よし」

　覚悟を決めてスロットルを開く。エンジン音が高鳴り大気の流れが変わった。膨大な燃焼エネルギーに押し出されて加速する。またたくまにレイピアとの距離が広がり、ジャミングの傘から離れた。間髪入れず火器管制レーダーを作動させる。

　効果は覿てき面めんだった。

　米軍機は突如現れた敵とレーダー警告に慌てふためいた。反射的にブレイクして照準から逃れようとする。

　だがこちらも深追いする気はない。即座に翼を翻ひるがえして逃げを打った。相手が向かうのと正反対、真逆の方向に。

　一拍置いて米軍機が反転した。だまされたことに気づいたのか、怒りも露あらわに増速する。三方向に分かれて追撃。挟みこむ気だ。

（願ったりだ）

　単機で来られたら再度釣り上げねばならない。編隊丸ごと突っこんできてくれるなら手間が省ける。

　ただ網が閉じきるのを律りち儀ぎに待つ理由もなかった。ドーターの機動性を最大限に活いかして進路を韜とう晦かい。なるべく明後日あさつての方向に進んでからジャミングの範囲に帰還した。間一髪、響き始めたレーダーアラートが途切れる。

（ふぅ）

　これだけ離れればなんとかなるか。以降、彼らがレイピアを察知しても戻る時間はない。気づいた頃にはＸＢ－70とランデブー、ミッションコンプリートだ。

　安あん堵どの息とともにマップを見た時だった。

　予期せぬ光景に凍りつく。

　米軍機が一機ついてきていない。方向転換して背後に向かっている。

（なっ）

　レイピアが狙われていた。ジャミングに隠れているはずの姿が完全に飛び出してしまっていた。

　なぜ？　一体どうして。

　データを確認して理由に気づく。彼女の速度が上がっていた。米軍が釣り上げられるのを待たず、ランデブーポイントに突き進んでしまったのだ。思い人の到着を前に焦あせっているのか？　あるいはこちらの指示を理解していなかったのか。いずれにせよ大柄な双発デルタ機は他機から丸見えになっていた。

「ＢＡＲＢＩＥ11、戻れ！」

　叫び声は間に合わなかった。米軍機がミサイルを発射する。戦術マップ上を白点が移動していく。速い。だめだ。避けきれない。

　命中まであと五、四、三、二──

　当たる。

　最悪の事態を予想した瞬間、敵弾が爆発した。

「え？」

　乾いた電子音が響く。

「目標破壊。脅威情報の再評価開始、管制許可まで残り七秒」

　グリペンの報告に続いて彼我の戦力情報がアップデートされる。〈ＦＣＳモード変更〉、〈武装選択〉、〈ロックオン準備〉。

　思わずまばたきしてしまった。

「おまえがやったのか？　どうやって」

「空対空ミサイル、対弾迎撃モード」

「いや、そんなの積んでないだろ、俺達」

「借りた。自衛隊機から」

　は？

　改めてディスプレイを見直す。よく確認すると発射されたミサイルは自機のものではなかった。ステーション名、ＮＩＬＬＳ04─１？　三み沢さわのＦ－２のコールサイン？　ファントムを追っかけている機体。って。

「スクランブル機のミサイルを奪ったのか!?」

「人聞きの悪いことを言わないでほしい。借りただけ。データリンク経由で正規の管制許可ももらっている」

「正規って」

　絶賛エアチェイス中の相手だろうに。確かに双方自衛隊機だし、管制情報のやりとりも可能だけど。にしたって。

「次弾、来る。迎撃準備」

「ええい、くそっ」

　悩んでいる暇はない。レバー操作、スロットル調整。とにかく指示されるがまま機体を動かす。米軍機を攪かく乱らん、敵弾照準、迎撃。自衛隊機とのリンクを保ち続ける。

　二発、三発、四発……五発。

　いい加減、借り受けるミサイルも尽きかけた時だった。唐突に軽やかな電子音が響いた。

　──ＩＮＣＯＭＩＮＧ（到着）。

　テキストメッセージと船酔いじみた感覚の到来はほぼ同時だった。彼方かなたの空が歪ゆがみ、空気が軋きしる。爆音を上げて光の塊が飛び出してきた。長大な二等辺三角形の六発機が陽光を遮る。遅れて各種センサーが狂ったように警報を上げ始めた。

（ああ）

「ＸＢ－70」

　戦略空軍構想の象徴にして到達点。天あま翔がける戦乙女、ヴァルキリー。

　間近で見る彼女は写真や映像の何倍も雄々しく、神こう々ごうしかった。外装は眩まばゆい白銀色に輝き、長大なデルタ翼が大気を薙ないでいる。半世紀以上前の機体とは思えない、ＳＦじみた姿だった。

　刹せつ那な、理解する。前世紀の中盤、一体どんな光景が夢見られ、かくあるべきと思われていたのか。それは巨鳥達の楽園だった。より大きく、高く、速く。航空機の進化をシンプルに推し進めた末の幻想的風景。何もかもが空を飛ぶという価値観で統一された世界。無邪気で純粋で、それ故に美しく、破は綻たんした未来。

（なんていう）

　なんと心揺さぶられる光景だろう。

　悲哀と勇猛が一箇所に同居した情景。

　叡えい智ちと愚かさが一体となった姿。

　米軍機も呆あつ気けに取とられて闖ちん入にゆう者を眺めていた。状況を確認する無線が引っ切りなしに飛び交っている。

　やがて光は増殖し、蒼そう空くうをＸＢ－70の編隊が埋め尽くした。夢幻的な眺めにレイピアが合流していく。全身に歓喜と興奮が漲みなぎっていた。銀灰色の翼はいつもより眩まばゆく煌きらめいている。まるで長くはぐれていた同族の群を見つけたようだ。重さを感じさせない機動で高度を上げ、やがて編隊の一部になる。

　──ＴＨＡＮＫ　ＹＯＵ（ありがとう）

　ディスプレイにＢＡＲＢＩＥ11からのメッセージが表示される。

　──ＬＯＮＧ　ＬＩＶＥ，ＬＩＴＴＬＥ　ＷＩＮＧＳ（息災で、小さな翼達）

　最後に届いたメッセージが夢か現うつつか、確かめる術はなかった。

　一分もたたないうちに光の群が消える。レイピアのマーカーが消失し、あわせて通信ログもあとかたなく消滅した。

　静寂が戻ってくる。戦術マップ上にあるのは独飛と米軍機、それに自衛隊機だけだった。

『……ら、……にしろ……で……ぞ！』

　いつの間にかファントムのＥＰＣＭが弱まっていた。小こ松まつ管制からの無線が飛びこんでくる。

『いい加減にしろって言ってるだろ！　貴様ら、本気でクーデターを起こす気か!?　とっとと帰投してもとの任務に……』

　言葉が途切れる。

『任務？　ん、なんだ、どこに行けって話だった？　おかしいな……南北国境線？　そんなものあるわけないだろ……おい、俺達一体何を騒いでたんだ？　陸自はなんの用でやって来た？』

　しばらく混乱したやりとりが続く。

　ある程度状況が落ち着くのを待ってから、ファントムが直通回線を開いてきた。

『ソビエト……いえ、ロシア艦隊も撤退を開始しましたね。指揮系統に混乱があったと釈明しているようです。ＧＰＳ衛星の信号も戻ってきました』

「一件落着ってわけか？」

『まだ油断はできませんけどね。勢力を増した〈戦略空軍〉が遠からず戻ってくるかもしれませんよ。今度こそこの空を支配下に置くために』

「勘弁してくれよ」

　咎とがめるように言いつつ、だがさほど心配はしていなかった。レイピアもヴァルキリーも間違いなく気づいている。自らの居場所がないことに。既に失われて二度と取り戻せないものであることに。

　なぜ？　簡単な話だ。あれだけの超自然的な力を持ちながら彼女達は『ロケットを打ち倒す』世界を作らなかった。ただそれらがなかった世界を夢想し、想像の中で最強を演じていただけだ。さながら過ぎ去った栄光を懐なつかしむように。万に一つのＩＦを愛めでるかのように。

　多分、彼女達の願いは一つだけ。戦略空軍の時代が終わるなら終わるで構わない。だがあんな終しゆう焉えんは嫌だ。せめて華々しく幕引きさせてほしい。そういうことだろう。だからこその大編隊飛行、そして全てがかなったあとの後進への祝福──ＬＯＮＧ　ＬＩＶＥ，ＬＩＴＴＬＥ　ＷＩＮＧＳ。

（あいつらはもう戻ってこない）

　わずかだが繫つながったからこそ分かる。おそらくままならぬ現実など捨て、夢の国に飛び去っていったのだろう。そこは大空を舞う巨鳥達の世界で、何者も彼らの頭上を侵すことなど許されない。過去も、現在も、これから先もずっと。

『さぁ戻りましょう。色々後処理が待っていますよ。私達の命令違反の言い訳も作らないと』

「だな」

　小こ松まつへのチャンネルを開いて、帰投の意を告げる。スロットルレバーを押しこんで北への進路を取った。

　バックミラーの中のグリペンはまだ不満そうにしている。「終わったぞ」と告げると鼻をひくつかせた。

「どうした？　まだ何かおかしなことでもあるのか？」

　あるいは『何もないもの』について自分が喋しやべり続けているのか。

　やや不安になっているとグリペンはぼそりとつぶやいた。

「実感がない」




　　　　＊




　結局、例のコアは行方不明になり、それを使った適合実験も中止された。

　八や代しろ通どおりはひどく残念そうだったがすぐ気を取り直した。

『何、コアなんてまた手に入るさ。君らがたくさん敵を墜とせばいいんだからな。期待してるぞ』

　他力本願もいいところだった。もちろん、戦力増強が急務なことに異論はない。独飛共通の課題であることは疑いようもなかった。

　が。

『そうは仰おつしやいますがお父様、戦果を上げるにも相応の陣容が必要ですよ？　直近の機体不足をどうカバーする気か、プランニングしていただかないとただの画が餅べいにすぎません』

　どうされるおつもりですか。

　鼻息荒く詰め寄ったのはファントムだった。

　命令違反の隠いん蔽ぺいのため、ただ一機、徹夜でデータを改ざんさせられていたらしい。この上、更なる無茶振りなど認めるものか、断固とした姿勢が伝わってきた。

　ピリピリとした空気の中、八や代しろ通どおりは胸を張った。

『心配するな。戦力増強の手は打っている。新田原にゆうたばるに移動するはずだった百ひやく里りのＦ－15Ｊ飛行隊をいただくことにした。飛行教導群も呼び寄せているし、それで大分頭数は揃そろうはずだ』

『そんな無茶が通ったんですか？』

『もともと平成二十×年度中ちゆう期き防ぼうで出た戦力再配分案だ。それを前倒しで実施しただけだから大した調整じゃない。ほんの数人、市いちヶが谷やの幹部級を敵に回した程度だ』

『……』

　どうにも組織の先行きが不安になるやりとりだった。

　とはいえ、味方が増えること自体はありがたい。たとえドーターではないにせよ背中を任せられる機体が多いのは心強かった。

　──かくして九月某日、独飛のメンバーは総出で新飛行隊を待ち受けている。

　エプロンに並び歓迎の垂れ幕も準備した。軽食と飲み物も用意、嫌がるファントムにも礼服を着せ華を添えてもらった。男所帯の自衛隊としてはまずまずのもてなしだろう。今後長く付き合う以上、まずは心地よく着任してもらいたかった。

　アニマ達に混ざって空を見上げる。澄み渡った大気に複数の黒点が見えてきた。

　三つ、四つ、五つ。

　個々の点は集まってＶ字編隊と化し、すぐまた背後に次の編隊が現れた。大部隊だ。途切れることなく機体が現れ、終わりが見えない。

　周囲からどよめきが上がった。

「おお、すげぇな。これなら通常戦力だけでも結構持ちこたえられるんじゃないか」

　自分達の警戒シフトも減らせるかもしれない。ひょっとしたら数日くらいまとまった休みを取れるかも。

　同意を求めて見るとグリペンは押し黙っていた。固い表情で空を見つめている。

「グリペン？」

　ゆっくり視線を追うと、その先には到着間ま際ぎわの大編隊がいた。見ている間にもダース単位で機体が増えていく。十機、二十機、三十機、んん？　さすがに多すぎないか。一個飛行隊の規模では断じてない。方面隊がまるごと移動してきている感じだ。グリペンも同じ疑問を抱いているのか？　だが灰色の瞳は個々の機影を追いかけていない。ただ宙の一点を凝視している。

　え？

　不意に既視感に襲われる。

（……ちょっと待てよ。まさか、この展開は）

　八や代しろ通どおりとファントムのやりとりが脳裏に蘇よみがえる。『平成二十×年度中ちゆう期き防ぼうで出た戦力再配分案』、独飛や小こ松まつ基地の面々が強烈に望んだ計画、概念。そして件くだんのコアは人の思いに敏感に反応するわけで──

（おいおい）

　湧き上がる不安を圧するように歓声が大きくなる。増殖する爆音の下、グリペンはひたすら蒼そう空くうを眺め続けていた。
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　可愛かわいい女の子が出てくると思ったか？

　悪いな、俺だ。八や代しろ通どおりだ。

　防衛省技術研究本部・先進技術推進センター・特別技術研究室・室長、四十一歳。

　身長は１７８ｃｍ、体重95ｋｇ、体脂肪率は30％オーバー。ああ分かってるさ。むさ苦しい中年のデブ親おや父じだよ。

　だが俺がいなきゃ今頃日本はザイの攻勢で焼き尽くされてたんだからな。銃後の皆様には感謝してもらいたいところだ。少なくとも陰口を叩たたくのはやめてもらいたい。おい分かってるか、そこの女子高生だよ。こっちを見て「犯罪」「援交」とか囁ささやき合うな。

「お父様、何難しい顔してるのー？」

　金髪碧へき眼がんの娘がテーブル越しに身を乗り出してくる。くりくりした大きな目と肉感的な唇、ウェービーなロングヘアが注目を集めていた。口の脇には今食べていた苺いちごパフェがついている。
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「クリームついてるぞ、口の周り」

「え？　噓うそ、どこ」

「右……違う、そっちは左だろ。箸を持つ手の方だ」

「んー？」

「ああ、こら、手で擦るな。拭いてやるから、じっとしてろ」

　耐えかねてナプキンをつかむと後ろでまた悲鳴のような声が上がった。女子高生どもだ。ったく、やかましいな。

　航空自衛隊小こ松まつ基地から東に五キロ。ＪＲ小こ松まつ駅前の喫茶店に俺達はいる。白衣のくたびれた親おや父じとブロンドの少女。親子ほど年の離れた二人だが、もちろん実の親子ではない。というか目の前の娘は人間でさえなかった。Ｆ－15Ｊ－ＡＮＭイーグル。ザイと戦うべく改造された戦闘機の制御ユニットだ。ＳＦ的に言うなら生体コンピュータ、人型ＡＩといったところか。まぁ俺達研究者はもう少し色気のある名前で彼女達を呼んでいる。鋼の翼を持つ戦鳥達の『魂』、すなわちアニマと。

　アニマ。そう、人間でない以上、女子高生達の考えていることなど起こりえるはずもない。だいたいこいつは俺の作品だ。自作の人形に欲情するほど女には不自由していない。だからなぜ俺がこんな陳腐なデートまがいのことをしているかと言えば。

「でね、ファントムったらひどいんだよ！　イーグルのこと、『パワー馬鹿』とか『スペックの無駄遣い（笑）』とか。たった一回模擬戦で勝ったくらいで言いたい放題、超むかつくんだけど！」

　ご機嫌取りだ。

　気分屋の彼女をなだめすかして戦列に復帰させる試み。笑うな。広義のメンテナンスだよ。何も配線をいじるだけが技術屋の役目じゃない。

「それは確かに腹が立つな」

　しかつめらしい顔でうなずいてみせる。もう五回同じ話を繰り返されているが、決して面倒くさがってはいけない。

「よく我慢してるな、偉いぞ」

「我慢できないの！　もうあのロートル、三み沢さわに帰してよ！　顔見てるだけでむかついてくるんだけど！」

「だからそれは無理だと言ってるだろう」

　ファントム・グリペン・イーグルを小こ松まつ基地に集結させてアニマ部隊を作る。散々防衛省内で交渉して、方々に借りを作り、ようやく実現させた案件だ。今更「アニマ同士が喧けん嘩かしてるから解散」とは口が裂けても言えない。俺の所属部署、技術研究本部ＴＲＤＩの存続にも関わる。

「小こ松まつ基地は対ザイ戦の最前線だ。スクランブルのローテーションを維持するためにも最低三機のアニマを維持しなきゃいけない。ファントムが入ってギリギリ定数なんだよ。何度も説明しただろう」

「わかーんなーい！」

　ややこしい話になると途端に思考停止する。悪い癖だ。一体どうしてこんな性格に育ってしまったのか。ファントムの時よりは自然なキャラクターになるよう調整したつもりだが、どうにもうまくいかない。まったく、グリペンといいバイパーゼロといいアニマ達の精神構造は複雑怪奇だ。

　イーグルは足をばたばたさせた。

「もうじゃあさ、イーグルが那な覇は帰るよ。バイパーゼロと仲よくやるから、こっちはあのロートルとチンチクリンの二人でいいじゃん」

「いや、だから」

　定数割れするだろうと言いかけて口ごもる。どうせ何度説明しても左から右に抜けていくだけだ。であれば理屈以外の線でなだめるしかない。

「パフェ、もう一個頼むか？」

「え？　いいの？」

　緑の目がまたたく。単純だ。

「おう、なんでもいいぞ。食べ物以外でも欲しいものがあれば言ってみろ。帰りに店寄って買ってやる」

「なんでも……」

　服でもアクセサリでも、数万円程度で日本の防空が成り立つなら安い物だ。財布の中身を思い返しうなずいていると、

「じゃあね、ＡＡＭ－５！」

　……。

　は？

「04式空対空誘導弾！　あれ装備できるようにして。非砲口照準オフボアサイトできるようになればファントムとかもう敵じゃないし」

　ミサイル、ミサイルと来たか。

「ＡＡＭ‐３９０式があるだろう。対ザイ戦にはあれで十分のはずだ」

「でもグリペンは04式装備してるじゃん」

「あいつは」

　海外の戦闘機を輸入したため、国産武器を使えるよう徹底的に改修したのだ。あえて古い機材に合わせる必要もなかったから最新の武装を想定して翼端レール・アビオニクスを変更した。

　反面、イーグルの素体は近代化改修前のＪ－ＭＳＩＰ機だ。形態二型のインテグレーションをする前にアニマ機となったため、いくつかの最新装備は省かれている。細かい違いなど理解していないと思ったが。

（気づいていたのか）

「あ、あのな、新型ミサイルというのはただ積めばいいってもんじゃない。電子機器からランチャー含めて大幅な改修が必要となるんだ。センサー・データリンクの変更だって」

「なんでも買ってくれるって言った」

「いや、それは」

「なんでも買ってくれるって言った」

　俺は自らの口の軽さを後悔した。




『君な、八や代しろ通どおり君。いきなり電話してきて追加予算、二億ってどういうことだ』

　電話口の声は呆あきれていた。まぁ当然だろう。俺も相手の立場なら同じように思う。だが手段を選んではいられない。ことは一刻一秒を争うのだ。

「シミュレーションの結果、Ｆ－15Ｊ－ＡＮＭの空戦能力に重大な問題が見つかりました。解決には形態二型相当の近代化改修が必要です。対ザイ戦の防衛力確保には必須の費用と思われますが」

『そんな話、昨日まで一度もしてなかっただろう』

「今日分かったんです、統合幕僚長殿」

　統合幕僚長、市いちヶが谷やの制服組トップは盛大な溜ため息いきを漏らした。『あのなぁ』と呻うめくようにつぶやく。

『自衛隊といえどもお役所には違いない。予算は公開されてるし、あとからの付け替えなんてできるわけないだろう』

「だからわざわざあなたに相談してるんですよ。表に出てない金を引っ張ってきてもらえないかと」

『おい。おい、一般回線でそういうことを言うな』

　慌てた様子で遮って統幕長は声を潜めた。

『どうしても今すぐ必要なのか』

「統幕長が正規の予算獲得までザイを食い止めてくれるなら別ですが。現状だと小こ松まつ基地の防衛に小職は責任を持ちかねます」

『……ちょっと待ってろ』

　声が遠ざかり携帯のプッシュ音が響く。どこかに電話しているのか。激しい言い合いの末、電話口に戻ってくる。

『半分は確保できた。残りは自分でなんとかしろ』

「は？　半分ですか」

　国防の危機に何を悠長なと思ったが、

『そっちの敵はザイかもしれんが東京の敵は会検（会計検査院）だ。あいつらに睨にらまれたら向こう数年の調達計画が不意になる。悪いが技本側でどうにかやりくりしてくれ』

「それができるなら」

　そもそも相談していない。だが統幕長は話は終わったとばかりに通話を切ってしまった。

　畜生、半分、半分だと。

　古びた長椅子に背中を鎮しずめる。

　小こ松まつ基地の執務棟、喫煙者向けの休憩スペースに俺はいる。昼休みが終わって間もないせいか人の姿はない。

　溜ため息いきを一回、だめもとで技本の本部長に電話してみた。金の話と言った瞬間、通話を切られる。もう一度かけ直すと泣き声で『勘弁してくれ』と懇願された。『君らに回す予算のせいでいくつプロジェクトが滞ってると思ってるんだ。この上まだ苦情を増やすつもりか』

　まったくの正論だったので大人しく引き下がる。

　続いていくつか伝つ手てをたどってみたが結果は芳かんばしくなかった。たとえ人類絶滅の危機が迫っていようと組織が動けば金はかかる。どこも日々のやりくりで精一杯のようだった。

　かくなる上は、

（一旦整備だけ進めて、支払いを踏み倒すか）

　悲壮な覚悟を固めかけた瞬間、

「あ、お父様！　ここにいたんだ！」

　金髪の娘が顔を輝かせていた。期待に満ちた眼まな差ざしで走り寄ってくる。

　俺はあからさまにたじろいだ。

「も、もう少し時間をくれ。今色々調整しているところだから」

「調整？　なんの？」

「だから、おまえにＡＡＭ－５を装備できるよう」

「そう、そのことなんだけど！」

　こちらの煩はん悶もんなど気にせず畳みかけてくる。

「なんでも買ってくれるんだよね？　イーグルが欲しいものならなんでも」

「あ？」

「ミサイルはさぁ、どうせどっかの定期整備で載せてもらえるよね？　折角お父様におねだりするんだからちょっともったいないなと思って」

　もったいない、もったいないだと。

「で、普段だったら絶対手に入らないものって思った時、やっぱり他のにしようと思って。ね、いいよね？」

　背筋が寒くなる。一体何を要求するつもりなのか。ミサイルより高価なもの？　まさかアジャイル・イーグルよろしくカナードや二次元ノズルをつけろというのか。あるいはサイレントイーグルのようにコンフォーマル・ウェポンベイをつける？　Ｅ型同様のマルチロール能力を持たせる？

「な、何が欲しいんだ」

　怖々訊たずねるとイーグルは満面の笑みを浮かべた。

　鼻孔を広げ、

　曇り一つない表情で、

　高らかに言い放つ。

「えーっとね。お父様と二人で記念写真！」




　アニマの精神構造は複雑怪奇だ。

　だがそれゆえに気づかされることもある。経済の概念がない彼女達には何千万円のミサイルも一枚の写真も等しく同じ価値なのだと。そしてまた、自分がわずか一回の記念撮影すら多忙に任せて行っていなかったことを。

　俺は執務室に戻ると、スケジューラからミーティングの予定を一つ消し、代わりにアニマ達との撮影スケジュールを入れた。
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　八や代しろ通どおり遥はるかという男について何か一つ美点を挙げろと言われれば、私は迷いなく「お金を持ってこれること」と答える。

　いや別に「稼ぎがいい」とか「貢みついでくれる」とかそういう話をしているわけではない。私はイーグルなどとは違う。パフェやクレープを奢おごってもらったくらいで相手への評価を変えたりはしない。わーい、お父様大好きー！　ハグー！　などと頭の悪い台詞せりふを吐いたりはしない。

　では何を言いたいのか？

　誤解を恐れずに告げるなら、彼は他部署・他機関の予算をぶんどってこれるのだ。ことをなすのに必要な原資を必要なタイミングで用意できる。飛びこみのプロジェクトに緊急の予算をつけられる。組織の長としては得がたい才覚だ。正直彼は技術者よりも政治家になるべきだと思う。ルールの間かん隙げきを突き、条文の解釈をねじ曲げ、組織の矛盾を徹底的に利用できる人材として。

　もし彼以外の人間が対ザイ戦の研究に関わっていたらどうなっていただろう？　おそらくアニマなんて荒こう唐とう無む稽けいな物には一円の予算もつかなかったはずだ。制服組は馬鹿の一つ覚えのように在来機や護衛艦を製造して、鉄くずと死者の量を増やしていただろう。

　だから私、ＲＦ－４ＥＪ－ＡＮＭファントムは八や代しろ通どおり遥はるかを評価する。手段を選ばぬマキャベリストとして彼の生き様を肯定する。我々に与えられた使命はただ一つ、ザイから人という種を守り抜くこと。そのために必要なものがお金なら、どんな手て管くだででも獲得するのが正着だ。分かっている。お父様の方針に異議を挟むつもりはない。

　だが。

　だが、しかしだ。

　予算獲得のために「殺されたら」たまったものではない。

「お断りします」

　にこやかに告げるとお父様は渋面になった。

「おまえな、なんでもかんでもきっぱり断ればいいってもんじゃないぞ」

　昼下がりの小こ松まつ基地、技本棟。検査施設に隣接したモニタスペースは低い機械音に満たされている。白衣の肥満男性──防衛省技術研究本部・特別技術研究室室長、八や代しろ通どおり遥はるかは椅子に座ったまま短い足を組み直した。太い眉を片側だけ持ち上げてみせる。

「何も戦闘に出ろと言ってるわけじゃない。ただのデモンストレーションだ。少しは協力してくれてもいいだろう。というか命令だ、協力しろ」

「横暴ですわ」

　半眼で睨にらみ返す。笑顔が膨ふくれっ面つらになるのを止められない。感情的な振る舞いは趣味ではないがどうにも不機嫌になってしまう。

「お父様は私が墜落してもいいんですか」

「は？　なんの話だ」

「ザイとの戦闘前に内輪の、それも政治的なパフォーマンスでドーターを消耗していいのかと訊たずねているんです。正直理解できません。こんなお遊びで戦力喪失のリスクを取るなんて。利敵行為と罵ののしられても仕方ありませんよ」

「おい。おい、ちょっと待て、何か誤解してないか、おまえ」

　慌てた様子で座り直す。しかつめらしい表情になって、

「いいか、もう一度説明するぞ。来期の予算獲得に向けて俺は今、関係各所にドーターの有用性を訴えている。ザイと戦うにはイージス艦やＳＡＭなどいくら作っても無駄だ。いいから技本にありったけの金を回せとな」

「はい」

「ただドーター・アニマがいくら強力でも、実戦を見ていない人間には真価が分かりづらい。この期に及んでステルス機とアニマはどっちが強い、なんて頓とん珍ちん漢かんなことを言ってくる輩やからもいるしな。特に霞かすみヶが関せきのジジイどもに顕著な傾向だが、連中、市いちヶが谷やのレポートしか読んでいないから現場で独飛がどれだけ勇戦奮闘しているか分かっちゃいない。だから奴やつらの蒙もうを啓ひらくためにも実際のドーターの機動を見せてやる必要がある」

「それも理解できます」

「じゃああとは自明だろう。素人しろうと向けのアピールとしてドーターで曲芸飛行をする。ブルーインパルスよろしく、蒼そう穹きゆうのページェントを決めてやる。正直有人機向けのマニューバ程度、おまえらなら朝飯前でこなせるはずだ」

「でしょうね」

「では何が気に入らないんだ、一体」

「編隊飛行の相手がイーグルってところです」

　これ以上ないくらいシンプルな結論。他のどんな要素を無視してでも提案を断る理由。

　私は固い表情で詰め寄った。

「アクロバットの機体間隔がどれほどかご存じですか？　数メートル、いえ下手すると一メートルの距離で編隊を組んだりすれ違ったりするんです。それも秒単位で様々なマニューバを織り交ぜて。よほど息が合っていなければできませんよ。あの脳天パッパラパー娘にこなせると本気で思ってるんですか？」

「無理か？」

「無理に決まってます！　間違いなく好き勝手に飛び回って接触事故を起こしますよ。あの子が墜落するのは構いませんが、私まで巻きこまれるのはごめんです。日本海の防空網に大穴が空きますよ。だから利敵行為と申し上げたんです」

　うーんとお父様は唸うなった。腕組みして天井を仰いでいる。困り果てた顔が心配になり、つい声をかけてしまうのが私の甘いところだ。

「せめてグリペンと飛行展示する形にできませんか？　彼女の機動ならある程度先が読めますし、慧けいさんも神経質な操縦をする方ですから」

「鳴なる谷たに君の身体からだに合わせるとどうしても重力加速度制限Ｇリミツトが出てくるだろう。それじゃ派手なアクロバットにならん」

「ならいっそ私一人で」

「派手さが重要と言ってるだろう」

　周囲を不可視の檻おりで囲まれた気分。ああもう、こんなことなら最初から聞く耳持たずに逃げておけばよかった。

　お父様は雨乞いの人柱を求める村長のような顔で、手を握ってきた。

「頼むファントム。来期の予算が通るか通らないかは独飛存続の分岐点なんだ。おまえならイーグルを御して無事展示飛行をやりとげられる。石頭どもの目を開かせられるはずだ。俺は信じてるぞ。おまえはいざとなったら面倒見のいい奴やつだってな」

　頼み事をするのに「信じてる」なんて付け足す依頼はロクなものではない。その教訓を私は胸に深々と刻みこんだ。

「分かりました」

　諦めてつぶやく。どうせ退路のない議論だ。ぐだぐだ話していても仕方ない。だが、ただで引き下がるつもりはなかった。礼を言おうとするお父様を片手で制する。

「ですが準備については私の好きなようにやらせていただきます。機材の利用も、イーグルの使い方もあわせて。よろしいですね？」

「構わんが……準備？」

「ええ」

　にっこりと笑う。そう、戦いとは始まる前に決着をつけておくべきなのだ。
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『我に秘策あり』なんて台詞せりふは軽々に使うものではない。

　秘策は秘するからこそ秘策なのであり、公にした瞬間ただの奇策に堕する。その証拠に見てみるがいい。数多あまたのフィクションで登場人物が「我に秘策あり」と言い出したら結構な確率で不首尾が待ち受けている。予想外の要因で計画が瓦が解かいしたりする。

　失敗フラグだ。

　考えてみれば秘策を練る時点で味方は劣勢なのだ。もっと言えば崖っぷちに追い詰められている。そこを覆くつがえすには並々ならぬ慎重さと情報秘ひ匿とくが必要になるはずだ。なのに率先して「秘策あるんですよー！」とか明かす策士は不用意に過ぎる。あなた、それ格好つけたいだけでしょうと言いたくなる。

　だから私は安易に件くだんの台詞せりふを使わない。細心の注意を払い、不安要素を潰し、成功確率を百パーセントまで近づけるのに腐心する。

　だって無様ですし。

『秘策あり』と胸を張って大失敗するなど。小っ恥ずかしくて表を歩けなくなる。犯人当てを失敗した名探偵ばりに気まずくなる。

　だが。

　逆に言えばだ。

　失敗の確率をゼロに近づけられれば話は変わってくる。当初の目的も果たしながら格好もつけられる。

「我に秘策ありです」

　数多あまたのシミュレーションと検証を繰り返した末、私は鏡の前でつぶやく（人前ではまだ言えない。私は石橋を叩たたいて叩たたいて鋼鉄で鋳ちゆう造ぞうし直すタイプだ）。髪を搔かき上あげながら不敵な笑みを浮かべた。

　イーグルとの展示飛行、危険極まりないアクロバットに対して、私の編み出した策はシンプルだった。

　そう、『イーグルの操縦も私がやればいい』

　決して不可能事ではない。実際、海うみ鳥どり島じま奪還の時はグリペンのコントロールを一部受け持った。データリンクで操縦系に介入して最適な戦闘機動を取らせた。あれと同じことをもう一度、もっと大胆にやればいい。何、別に戦うわけではないのだ。一般的な展示飛行程度、二機分でも三機分でも受け持ってみせる。

　全ての機動が制御下に収まるならイーグルの暴走は考えなくていい。彼女にはコクピットでお茶でも飲んでいてもらおう。機体を起動さえしてもらえば、あとは全部こちらで対応できる。機体間隔もタイミングのズレも気にせずによくなる。

　完璧だ。

　唯一の心配はイーグルが黙ってコントロールを受け渡してくれるかだった。あの娘は目立ちたがり屋でお祭り好きだから、展示飛行なんて聞けば目を輝かせてくるだろう。『え？　ファントムに操縦させるの？　絶対イヤ！』と言ってくるはずだ。

　だが心配はいらない。予想される障害には対策を練ってある。




「え？　イーグルが展示飛行の演目選んでいいの？　本当に？」

　夕刻、食堂に呼び出して相談するとイーグルは目をまたたかせた。意外そうな顔に「ええ」とうなずく。

「構いませんよ。あなたの好きなアクロバットを好きな順序で選んでください。派手なものでも綺き麗れいなものでもご自由に」

　代表的な演目のリストを差し出す。一部二機編隊ではできないものも含まれているが、まぁ些さ末まつ事だろう。細かい調整はあとで行えばいい。

　イーグルは興奮気味にリストを眺め始めたが、すぐに眉をひそめた。疑わしげにこちらを見つめる。

「なんでこんなこと任せてくれるの？　普段なら全部自分でやっちゃうのに。あ、分かった！　直前にやること変えてイーグルを笑いものにするつもりでしょ！　で、自分だけちゃんと飛んで人気を上げるつもりだ！」

　誰がそんな低レベルな小細工をするか、馬鹿と一緒にするなと言いたい。

　が。

（我慢だ。ここは我慢）

　困り顔で肩をすくめて、

「私が選ぶとどうしても安定性重視の地味な進行になってしまうんですよ。お父様からも今回は派手さを心がけろと言われてまして、だったらあなたの方がよいプログラムを組み立てられるかなと」

「よいプログラム」

「こういうのはセンスもありますからね。下手に理詰めで考えるよりあなたの感性を頼りにしたいなと」

　むふぅ！　とイーグルは鼻息を荒くした。喜びで口元がむずむずしている。非常に分かりすい。大きく息を吸い、胸を張って、

「分かった！　じゃあイーグルが完っ璧なプログラムを作ってあげるね。かっこよくて可愛かわいくて胸がわくわくするやつを！」

　言うが早いか猛然と資料を読み始める。一緒に渡した筆記具でフローチャートのできそこないめいたものを書きつけていった。

「できた！」

　メモ書きを渡されるまで五分とかからなかった。ナスカの地上絵を思わせる幾何学模様が紙面に現れている。矢印と点線が縦横に走り回り読みづらいが、一応演目の順序らしい。上から下に眺めていくと、

（あらあら、まぁ）

　想像を上回る高難度技の連続だった。ダブルハンマーヘッドにバーティカルキューバンエイト、ローリングコンバットピッチでタッククロス、コークスクリュー。繫つなぎも間隔も無茶苦茶で機体の運動エネルギーをどう考えてるんだと言いたくなる。ある意味予想通りだ。彼女に任せたらこうなると分かりきっていた。

「なかなかにぎやかな演技になりそうですね」

　にこやかにうなずきつつ小首を傾かしげる。

「でもこれを全部やるなら大分練習が必要ですね」

「え？」

　練習？　とイーグルが目をまたたく。予想外の言葉を聞いた表情だ。

「ええ、さすがの私達でもぶっつけ本番というわけにはいきませんから。難易度の高い技は相応の時間をかけて調整しないと。そうですね、あなたの作ったプランに従うならざっと計算して」

　各練習時間に１・５倍、トータルタイムに１・２倍の安全マージンをかけて、

「ぶっ通しで八十時間あればなんとかなりますね。アラート待機以外の時間を丸丸使えば展示飛行に間に合いますよ」

　どうだ、面倒くさいだろう。

　ノリと勢いで生きている彼女のことだ。実際の手間が分かれば途端にトーンダウンするに違いない。とはいえ自分で提案したプランを捨てることもできない。だから私は言うのだ。

『コントロールを預けてもらえれば面倒な部分は担当しますよ』

　単機でパワープレイするパートは好きなように飛んでもらえばいい。且かつコンビネーション部分をアウトソースできれば彼女は本当においしいところだけいただける。練習なしで気持ちよくフライトできて周囲の喝かつ采さいも浴びられる。悪くない取り引きのはずだ。

　さぁ厄介がれ。『訓練なんていやだー』といつものように駄々をこねろ。そうすれば私は救いの手を差し伸べる。彼女と自分、二人にとって最善の道を開ける。

　高揚を押し殺し、返事を待っていると、

「うん、じゃあ一緒に頑張ろう！」

　予想外の答えが返ってきた。

　え？　あ、あれ？

「頑張るというのは、その？」

「八十時間でも百時間でも付き合うよ！　折角の展示飛行だもんね。最高のコンディションで臨まないと！」

「ず、随分前向きですね」

　イーグルは「うん」とうなずいた。

「お父様がね、『おまえは天才だ。天才が努力したら何が起こると思う？　それはもう誰もついてこれないぶっちぎりのナンバーワンになれるんだ。だから展示飛行がんばってみろよ。できる、できるよ、積極的に、ポジティブに。予算をぶんどっていこうぜ』って言ってくれたんだよ。だからイーグル、今超やる気なの！」

　あのデブ。

　ターボジェットのタービンホイールに巻きこんで脂肪を削り取ってやりたい。

　呪いの言葉も虚むなしく、イーグルはがっしり私の手をつかんできた。

「じゃあ早速今からシミュレータで訓練してみようよ！　とりあえず予定の演目を全部流す感じで。腕が鳴るね！」

　一時間後、私はシミュレータの中で十二回墜落していた。




　　　　＊




「ファ、ファントム？　どうしたんだそんな大荷物で、旅行にでも出かけるような格好をして」

　スーツケースとボストンバッグ・肩かけ鞄かばん持参で廊下を歩いていると、後ろから慧けいさんに呼びかけられた。丁度技本棟のロッカールームから私物を回収し終えたところだ。十分後にタクシーを呼び出して基地正門前に来るよう頼んでいる。ぐずぐずしてはいられなかった。

　私は居住まいを正して一礼した。

「三み沢さわに帰らせていただきます。ひょっとしたら実家の百ひやく里りに行くかもしれませんが、ここには戻りません。短い間でしたがお世話になりました。慧けいさんの健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げています。では」

[image: ]

「いやいやいや」と呼び止められる。鞄かばんの肩かた紐ひもをつかまれた。

「いきなりなんだ。わけが分からないぞ。ちゃんと説明してくれ。八や代しろ通どおりさんには話したのか？」

「話してません、けど」

　慧けいさんの手はがっちり荷物を固定している。勢いで離してくれそうな気配は微み塵じんもない。仕方なく肩の力を抜き向き直った。

「少々、面倒ごとに巻きこまれてまして」

　三日前のお父様の打診、イーグルとの打ち合わせ、そのあとの惨状について説明していく。隠しても仕方ないので私の作戦計画についても打ち明けた。最初はイーグルを直接コントロールしようとして、失敗したあとはなんとか演目通りに動いてもらおうとしたことも。

「ですが全ては無駄でした。あの娘に他人との協調を求めること自体無理があったんです。かくなる上は逃げるしかありません。外からの助力がない以上、自分の身は自分で守らないと」

「いや……まぁお気の毒にと言いたいところだけど」

　慧けいさんは心底不ふ憫びんそうに言ってから、

「だからって他の基地に引き揚げるのはどうなんだ？　ドーターまで持っていけないだろ、あっちにはもうアニマの整備部隊もいないだろうし」

「それは」

　その通りだ。私達アニマは普通の人間とは違う。専門の設備でのメンテナンスがなければ一月と生きていられない。虎穴から逃れて飢え死にしたでは笑うに笑えなかった。だが。

「じゃあどうすればよいと仰おつしやるんですか、慧けいさんは。万に一つの幸運を信じて展示飛行に臨めと？」

　慧けいさんは「うーん」と唸うなった。

「よく分からないけどさ、イーグルがおまえに合わせてくれなくて、おまえのコントロールも受けつけないなら、やれることは一つじゃないか？　というか俺なら真っ先にそれを試すけど」

「はい？」

　続く台詞せりふに意表を突かれる。

　私は目をまたたいた。




　　　　３




『フェスティバルコントロールよりＢＡＲＢＩＥ02・03、ウェザーチェッククリア、式典プログラムもオンタイムで進行中。そろそろ出番だ。準備はいいか？』

　管制からの呼びかけに「ＢＡＲＢＩＥ03、問題ありません」と答える。遅れて陽気な声が『ＢＡＲＢＩＥ02、いつでもいけるよ！』と続いた。高度一万フィート、小こ松まつ沖二十キロ地点を私達は飛んでいる。天気は快晴、絶好のアクロバット日和びよりだ。左手前方には山吹色のＦ－15Ｊがいる。Ｘ字型尾翼のシルエット、イーグルだ。気分が高揚しているのか、いつもより輝きが激しい。地上から見る彼女は陽光と混ざり合いさぞかし美しく見えるだろう。が。

「ＢＡＲＢＩＥ02、張り切るのは構いませんが飛行空域は守ってくださいね。好き勝手にエンジンを吹かせた挙げ句、調整外のエリアに出ないように」

『分かってるよ！　小こ松まつ基地を中心に半径八十キロだよね？　ちゃんと覚えてるよ！』

「半径八キロです」

　どこまで飛んでいくつもりだ。確認してよかった。放っておけば普通に民間機と衝突しかねない。

　イーグルは『あ、そうだっけー？』とすっとぼけた後、口調を改めた。

『ところでさ、ファントム、念のために聞いとくけど』

「なんでしょう」

『イーグル、本当に一番機でいいの？』

　うかがうような声。プログラムの作成はともかく隊長機までやらせてもらえると思っていなかったのだろう。さすがに不安そうになっている。だが私はあっさり「構いませんよ」と答えた。

「前にも話した通り、今日のパフォーマンスは派手さが命です。あなたの実力を存分に見せつけてください。私は陰ながらサポートさせてもらいますよ」

『ふぅん？　じゃ、まぁ遠慮なくやっちゃうけど、きちんとついてきてね。イーグルの機動はちょっと激しいから！』

　分かってる。というか「激しい」なんてレベルではない。そもそも第四世代機の空中戦闘機動ＡＣＭに第三世代機で挑むこと自体無理がある。だがもはや引き返す選択肢はない。

『フェスティバルコントロールよりＢＡＲＢＩＥ隊、ショータイムだ。タイムアット・スリー・ゼロ』

　ラジャー、ＢＡＲＢＩＥ02！　のかけ声とともにイーグルが加速した。引き離されないよう機位と速度を調整、密集隊形を作る。眼下に小こ松まつ基地の滑走路が見えてきた。エプロンに並んだ観覧席が今日のオーディエンスだろう。離れていても多数の視線を感じる。演技開始まであと五秒、四、三、二。

　はやる気持ちを鎮しずめながら私はゆっくりと目を閉じる。




　──タクティカルリンク、モード・ミラーリング、ターゲット、ＢＡＲＢＩＥ02。




『タッククロス・レッツゴー！　スモークオン！　ハーフロール、ナウ！』

　来た。不可視の信号が雷のように身体からだを貫く。私は反射的にスモーク発生装置をオンにして機体を横倒しにしていた。

　ぐるりと視界が反転する。二機揃そろって背面飛行。真っ白な排煙を引きながら会場上空に進入する。続けて再度反転、互いの進路を遮るように至近距離で交こう叉さした。

　わぁっと歓声が聞こえたように思えた。

　山吹色の機体が遠ざかっていく。そのまま息を揃そろえて急上昇、高度一万メートルに駆け上がった。

（できた）

　高揚が息を弾ませる。高鳴る鼓動が胸を突き破りそうだ。うまくいった。完璧なタイミングだ。

　一週間前、慧けいさんからもらったアドバイスは単純だった。

　イーグルがプログラムを守らず、なおかつこちらの動きにも合わせてくれないならどうするか。

　簡単な話だ、そう。

　──私がイーグルに合わせればいい。

　細かなタイムチャートも段取りも忘れて、ただただ彼女の動きに集中する。次の機動に合わせて操縦を調整する。

　右に行きすぎたらこちらも右に。マニューバを一つ飛ばしたらこちらも飛ばす。プログラムを暗記している人間なら「あれ？」と思うだろうが、一いち見げんの客には分かるまい。むしろ臨場感あふれる飛行に見えるはずだ。

　だからこその一番機委譲、イーグルの主導権容認。全ては彼女の動きに応じるため。最適な機動を選択し直すため。

　ただコンマ数秒単位のアクロバットで、先導機の動きを見ていては間に合わない。事前に無線で合図してもらう？　始動のタイミングを教えてもらう？　いや、それをあの子がこなせたら苦労していない。発光信号？　ハンドサイン？　だめだだめだ。考えあぐねた末、私が編み出した方法は、

『ワンスモーク！　チェンジオーバーループ、レッツゴー！』

　イーグルが神経融合インタフェースＮＦＩにコマンドを入れた瞬間、戦術データリンク経由で信号が複製される。Ｆ－15Ｊの機体が反応するより早く、私がその命令に応じて動き始める。結果、二機のマニューバ開始はほぼ同時になる。遠隔操縦の逆パターンだ。相手のコマンドをコピーしてマニュアル操作で追随する。データソースがイーグル自身だから二機の動きはほぼ同期する理屈だ。

　操作コマンドのリモートエミュレーション。

　これこそが私の秘策だった。

　だが言うは易し、行うは難しだ。

　コピーされてきたコマンドの変換、再入力まで数ミリセカンドしか余裕がない。その間にイーグルの意図を解析・行動しなければ編隊機動は失敗する。見るも無む惨ざんなＮＧフィルムができあがってしまう。

　私は演算能力をフル回転させてイーグルの行動を模倣した。大丈夫だ。私の処理スピードは独飛でもトップレベル。数十発のミサイルだって一時に管制してみせる。パラメータがイーグル一機の機動ならなんとでもなる。

　そう思っていたが。

（な、何!?　この子の操縦!?）

　矛盾するコマンドが一度に十、二十と入力されてくる。左、いや右、やっぱり上、うーん下かな？　という感じで。一秒前に打ったコマンドが次の瞬間キャンセルされていたりする。考えていない。いや、思考はしているのだがベースとなるロジックがない。気分次第でどうにでも機動を変えていく感じだ。

　自由奔放・臨機応変と言えば聞こえはいい。だが追いかける方は大変だ。直前までの何万回という演算がふいになる。数千回分のシミュレーションが巻き戻ったりする。

　間に合わない。まともにやっていては追随できない。焦あせった私は複数命令をオーバラップさせて処理を選択できるようにした。シナリオＡとシナリオＢを同時計算、イーグルのコマンドがａならシナリオＡを実行、シナリオＢを破棄する。いわゆる予測演算だ。だが敵（？）もさるもの。当初四分岐、六分岐ですんでいた条件予測はまたたく間に百分岐・二百分岐を数え、指数関数的に計算量を増加させていく。さすがの私も頭がくらくらしてきた。だが諦めるわけにはいかない。焼き切れそうになるシナプスを酷使してイーグルの動きについていった。

　コークスクリューにファンブレイク、バーティカルキューバンエイトからのオポジットコンティニアスロール。

　常時クライマックスを思わせる大技のオンパレード。意識朦もう朧ろうになりつつも機動を継続していると無線が叫んだ。

『ラスト！　ローリングコンバットピッチ、いくよー！』

　最終演目。空に二重の円弧を描く機動だ。

　エンジン全開、上昇しつつロールして蒼そう空くうにスモークを引いていく。イーグルの右手後方を上空から追いかける形だ。急角度でバンクして増速。フォーメーションもタイミングも申し分ない。今頃地上からは鮮やかな二筋の白煙が見えているだろう。

　やった、やりきった。あとは着陸するだけと思った瞬間、

『からのー！』

　からの!?

『イーグルスーパー大回転！』

　機首上げからまさかの百八十度ループ、百八十度ロール。上方宙返りした後、真正面から突っこんでくる。

　インメルマンターン！　しかもドーターの機動力を用いたとんでもなく鋭角的な反転だ。気を抜いていたため予測演算がストップしている。追随できない、どころか完全に衝突コースだ。山吹色の機首が見る間に近づいてくる。

（あ、の、馬鹿！）

　操作エミュレーションは放棄。反射的に左右の補助翼を動作させていた。左翼の揚力が増加して機体が右回転する。反転したまま降下、危ういところでイーグルの突進をかわす。

　ゴォッ！

　直上を暴力的なエネルギーの塊が駆け抜けていく。音と衝撃波が機体の腹を震わせた。どっと全身の毛穴から汗が噴き出す。危ない。まさに間一髪。

　だが危機は過ぎ去っていない。無茶な機動で機体の姿勢が乱れていた。このまま行くと仰向けのまま会場に墜落しかねない。必死で機首上げして落下を食い止めようとした。百八十度前転、頭上の景色が地面から空に切り替わる。

（よし）

　ほっと一息、高度を取り戻そうとスロットルを開いた瞬間。

　ぎょっとなる。

　すぐ上にイーグルがいた。背面飛行で同じコースを飛び続けている。な、なんでここに？　どうして？　一瞬呆ほうけてからはっとなる。そうか、上下に並走していた機体が宙返りを決めたから逆コースで並んでしまったのか。迂う闊かつだった。気づいた時にはもう垂直尾翼が接触しかけている。特徴的な装甲キャノピーがのしかかってくる。陽光が遮られて影が満ちた。

　死ぬ。墜落する。

「っ！」

　まだまだ！

　エアブレーキ展開、昇降舵を下げて機首を前傾させる。がくんとスピードが落ちた。上昇が止まる。ギリギリのところでイーグルとの距離が保たれる。

　周囲の音が消えた。時間が歩を緩める。何もかもがスローモーになる。気づけば私達は合わせ鏡のように上下に相対していた。彼女の息遣いが、脈動が間近に感じられる。データリンクを使わなくても我がことのようにイーグルの挙動が分かる。

『ミラーフライト』

　コントロールの声は驚きを含んでいた。聞き覚えのある名だ。確かロシアのアクロバットチーム、ルースキエ・ヴィーチャズィが誇る最高難度の曲技飛行。水面の鏡像を思わせる大空の幻影。

　真っ青なカンバスの中を私達は進んでいく。太陽というスポットライトに照らされて機体を輝かせ続ける。周囲に遮るものはない。半径八キロ、三百六十度、全て私達だけの晴れ舞台。蒼そう穹きゆうのステージ、〈青〉の名を持つ広大な劇場。シアターブルー。

　彼方かなたから拍手の音が聞こえてきたように思う。

　今度こそ本当に全演目が終了した。コントロールが帰還を呼びかけている。イーグルがゆっくりとブレイクして遠ざかっていく。魔法が解けた。エンジンと大気の音が徐々に戻ってくる。

（終わった……？）

　座席に沈みこむなり、どっと疲労がこみ上げてくる。しばらくの間、何も考えられない。半ば放心状態でいるとＢＡＲＢＩＥ02から脳天気な無線が響いてきた。

『お疲れ様、ファントム！　なかなかいい感じだったね、特に最後。超スリリングで格好よかったよ！』

「はぁ、そうですか」

　この娘の日本語辞書は一体どうなっているのだろう。あれをスリリングの一言で片づけるなど感覚が狂ってるとしか思えない。正しい索引は「絶体絶命」、いや「臨死体験」に紐ひもづけられているべきだ。

　普段なら皮肉の一つも飛ばすところだが、さすがに余力がない。むっつり押し黙っていると不意にイーグルが口調を変えた。

『で、さ。ファントム、ひょっとしてだけど、今日隊長機譲ってくれたのってイーグルがちゃんとプログラム守れないから？』

「え？」

『飛んでる最中にふっと思ったんだ。イーグル、のめりこむとすぐ次に何するか忘れちゃうから。後ろのファントム大変だろうなーって。でもちゃんとついてきてくれてたから、あ、もしかして合わせてくれてる？　って』

「……」

『イーグルが二番機だったら絶対同じようにできなかったと思う。プログラムの中身も覚えてられないし一番機の動きにもついていけないから、多分失敗してたよね。そうならなくて本当によかった。ありがとう、すっごく感謝してるよ』

「べ、別にあなたのためにやったわけじゃ」

　口ごもってしまう。

　なんだか気恥ずかしい。まさか悟られると思っていなかったから不意打ちを食らった気分だ。というかこの娘、何も考えていないようで意外に周囲を慮おもんぱかっているのか。驚きだ。

（……うん）

　少しは見直してあげてもいいか。過程はどうあれ息の揃そろった演技ができたわけだし。状況次第では次の編隊飛行の相談にのってやらなくもない（あくまで相談だ。実際にやるかどうかはまた別のお話）

　嘆息し「お互い様です」と労ねぎらいかけた時だった。

『けどやっぱりまだまだファントムの機動は甘いね！』

　……。

　あ？

『キレがないって言うか、必死についてきてる感じ？　もっとスパッ、スパッっと動いてほしいよね。あれだよ。計算速度が遅いんじゃない？　右に行くか左に行くかくらいすぐ判断できるよね。もたもたしてるのは要領が悪いせいだよ。大丈夫、こういうのって慣れだからさ。何回か繰り返したらちゃんとファントムみたいな旧型機でもうまくなるよ！　どう？　今度イーグルが教えてあげようか？』

「調子に乗るな」
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『西暦二〇××年、世界は未み曾ぞ有うの脅威にさらされていた。ザイと呼ばれる敵性飛ひ翔しよう体はその圧倒的な性能と物量で、既存の航空戦力を圧倒していった。苦戦が続く中、日本国自衛隊は特殊な改造機とエースパイロットで敵を迎え撃とうとする。独立混成飛行実験隊、通称〈独飛〉。小こ松まつをホームにする彼らの激闘の日々が始まる』




「なんですかこれは」

　鳴なる谷たに慧けいはモニタから視線を外して振り向いた。オフィスチェアに座る肥満漢、防衛省技術研究本部室長・八や代しろ通どおり遥はるかは鷹おう揚ようにあごをしゃくってみせた。

「見れば分かるだろう。君らの広報ビデオだ。各地の基地祭で公開してイメージアップを図る」

「いやいやいや」

　軍事機密じゃなかったのか。何しれっと情報公開を始めてるんだ。

「まずいでしょう。一般の人にアニマやドーターのことを明かすつもりですか。人間以外の生体コンピュータが戦闘機を操ってるとか。大騒ぎになりますよ」

「いや、もちろん肝心なところはぼかす。『戦闘機が女の子になりました』とか『人型アンドロイドに操縦させています』とは言わないつもりだ。それに見ろ、最強のリスクヘッジがパッケージに施されている」

　──この資料映像はフィクションであり、実在の人物・団体とは一切関係ありません。

　フィクション。

「広報にならないじゃないですか」

「イメージだ、イメージ。ピクルス王子とパセリちゃんが非実在だって自衛隊のＰＲには十分寄与しているだろう」

「はぁ」

「とにかく金がいるんだ。一枚二千円で円盤が売れれば当座の資金繰りが大分楽になる」

「広報じゃなかったんですか」

　虚うつろなつぶやきを無視して八や代しろ通どおりはリモコンを操った。

「君に来てもらったのは他でもない、現場パイロットの目からフィルムの善よし悪あしを判断してほしいんだ。まずいところがあれば修正するから指摘してほしい」

　コマ送りのあとに自分の姿が大写しになった。

「ちょっと待ってください」

「なんだ」

「俺の顔が堂々と映ってるんですが」

「そりゃパイロットだからな」

「俺、周りに内緒でここの仕事手伝ってるって知ってますよね？」

「ふむ」

「消してください」

「だが既にかなりのカット数で登場している」

「消してください」

　押し問答の末に顔の部分をボカしてフィルムを利用することになった。サンプル画像がややホラーじみたものになったが致し方ない。

「まぁなんだ、肝きもはアニマだからな。メカと女の子ほど一般受けするモチーフはない。あいつらが魅力的に写っていれば一定のセールスは保証される」

「セールスとか言い始めてるし」

「まずはファントムだ」




　ＰＥＥＰ！　ＢＯＯＭ　ＢＡＭ！　ＢＡＭ！　ＰＬＵＮＫ　ＰＬＵＮＫ　ＢＥＥＥＥＥＰ！




「これは、一体」

　ノイズだらけの画面が収まるとメッセージが現れた。黒地に白文字で『盗撮はやめてください』と書かれている。

「ふむ」

　八や代しろ通どおりが鼻を鳴らした。

「ファントムの奴やつ、フィルムを差し替えやがった」

「一体何を撮ったんですか」

「寝顔と食事風景と、あと湯上がりを少々な」

「よく殺されませんでしたね」

　差し替え程度ですんで幸運というものだ。彼女が本気になったら基地の全システムがダウンしかねない。

「てか俺もそうですけど、本人達の了解を得ずに撮影しているんですか？」

「そんなことはない。実際、イーグルには事情を話して協力してもらった」

「へぇ」

　シーンが切り替わる。




『すっきり爽やか飲みやすい！　○×酒造シークヮーサー泡盛！　いっぺーまーさん！（すっごくおいしいよー！）』




「ＣＭ」

「いいんだよ。どっちみちオフィシャルな広報物じゃないんだから。同人作品にスポンサーを募って何が悪い」

「同人作品だったんですか」

「次行こう次、グリペンだ」




『……』




「食事シーンばかりなんですけど」

「あいつ、食ってるか寝てるかどっちかなんだ。ポーズを取れって言うとえらく不自然に固まるしな」

「訓練中の映像を使えばいいでしょう？」

「機密の塊をおいそれと放映できるか。コクピットやアビオニクスは原則撮影禁止だ」

「今さら何を」

　モニタの中で、グリペンが〈飲むヨーグルト〉を飲み終わって眠りにつく。無言でのそのそ動く様はまるで動物園のパンダみたいだった。

「でもこのままじゃＰＲとして使い物になりませんよ。お金を出して買ってくれた人からクレームが出ます。あとスポンサーからも」

「分かってる」

　八や代しろ通どおりは厳おごそかにうなずいた。

「俺達にはまだやるべきことがある。ファントムの協力を取りつけて、グリペンにまともなことを喋しやべらせて、あと実機の映像が極端に少ない状態でいかに部隊の精強さをアピールするか考えなければならん」

「なんで俺を見るんですか」

「だいたいフィルムの時間自体が圧倒的に不足しているんだ。最低二十分はほしいが、今のところ七分しかない」

「だからどうして俺を見るんです」

「時間がもったいない。早速対策に取りかかろう。俺はスポンサーに追加の広告を打てないか交渉する。君はファントムとグリペンに話をして」

　最後まで聞き終えずに逃げ出していた。これ以上厄介ごとを背負いこみたくない。迫る巨体の圧力を感じながら、慧けいは必死に技本棟の廊下を走り続けた。




　　　　＊




　結局、件くだんのフィルムが世に出ることはなかった。

　内容の薄さはさておき、基地祭前に審査した広報から「待った」がかかったのだ。

　──未成年が酒飲んでるように見える絵面はまずいでしょう。

　当然といえば当然の指摘に、ただでさえ迷走気味だった試みは止めを刺された。

　作りかけの動画は技本のサーバに保管されて、その後、棚卸しのタイミングで削除された。ただ、「顔のない（ぼやけた）パイロットが登場する心霊画像」の目撃談はしばらくの間、小こ松まつ基地を騒がせることになった。
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──ファル・ロート（赤の場合）







「那な覇はの部隊を出せないとはどういうことですか！　あっちには配備済みのアニマが二体もいるでしょう」

　怒鳴り声で目が覚める。ぼんやりした視界に白衣の男の人が入ってきた。黒縁眼鏡の太っちょ。ハルカだ。八や代しろ通どおり遥はるか、自衛隊の科学者？　で私の産みの親。

　ハルカは受話器を片手に怒っていた。誰と電話しているのだろう。話が通じなくて苛いら々いらしている感じだ。「もう結構！」と叫んで電話を切る。

「だめですか」

　ひげの男の人が訊たずねる。整備員のフナ。私のメンテナンス担当だ。ハルカは首を振った。

「だめだな、話にならん。一万人近く乗せた脱出船団がザイに襲われかねないってのに政府は静観の構えだ。この期に及んで中国軍を刺激できんだと。中国なんて国が今更どこに残っているって言うんだ」

「彼らの防空識別圏は歴代政府の悩みの種でしたからね。そこに脱出船団が留まっている限り自衛隊機は出せないと、気持ちは分かりますな。大陸がザイの巣になっている状態で何をか言わんやという感じですが」

　ザイ。

　敵の名前。人類を駆逐する謎の飛行物体。私達が戦うべき相手。




「こういう時に使わないでなんのためのアニマ・ドーターだ？　あの船団には日本人も乗りこんでいるんだぞ」

　ハルカがこっちを見る。白衣の裾を揺らして、

「こいつが動けばな」

　……。

「テスト目的とかなんとか理由をつけて飛ばしちまうんだが。まだ寝てるのか。昨日から何時間おやすみしてるつもりだ」

　ああそうか、私は空自の格納庫ハンガーにいるのか。ドーターとの同調試験中に意識がなくなって……。今何時だろう。十分や二十分落ちてたわけではないみたい。

　フナが端末をチェックする。私のカメラに視線を走らせながら、

「ちょっと覚醒してるみたいですが、だめですな。とても飛べるレベルじゃありません。無理にタキシングさせたら壁につっこみますよ」

「とんだ眠り姫だ、いい加減ベッド代を請求したくなるな」

　ごめんなさい。

　すみません。

　申し訳ないと思ってます。

　頭では分かってる。ちゃんとやらなきゃ、みんなの役にたたなきゃって。だけど私は他のアニマみたいにできない。時間がたつと意識がもうろうとして眠ってしまう。地上にいても空を飛んでいてもお構いなしに。だから危なくて作戦に参加させられない。テスト状態のまま待機させられている。

　誰かが言っていた。「あいつはできそこない」だと。「無駄金ぐらいの欠陥品」、「資材と燃料の浪費先」。多分事実なんだろう。予算ばかりかかって一向に戦力化できないガラクタ。

「ＳＯＳが出たみたいですぜ、避難船団」

　フナが端末をかざす。片目をすがめて、

「このままだと本当に全滅しますよ」

「どうしろというんだ。俺達が戦闘機に乗って援護に向かうのか」

「死人の数が増えるだけですな。有人戦闘機がザイに向かっていっても勝ち目はありません。だいいち室長、あなた飛行機操縦できないでしょう」

　また意識がぼやけていく。こんな時なのに私は何もできない。昏こん睡すいと覚醒の間を振り子のように行き交っている。

　ハルカとフナが何かを話し合っている。切れ切れに聞こえてくる単語はここしばらくの東アジア情勢についてだ。中国沿岸部の失陥、数次に渡る脱出船団の編成、出港地は青チン島タオ・香ホン港コン・厦門アモイ・大連ダーリエン、そして今回の上シヤン海ハイ。

　上シヤン海ハイ？

　不意に心臓の音が大きくなった。上シヤン海ハイからの船団、なんだろう、すごく気になる。頭の中で目覚ましが鳴り響く。ジリジリジリジリ。起きろ、起きろ、時間だ。

　システムに現在時刻・日付を要求する。すぐ結果が返ってきた。

　二〇一七年、六月一日木曜日　午前六時。

（六月一日の……上シヤン海ハイ脱出船団）

「なんだ！」

　ダイレクトリンクが復活する、機体の外装に光が走り変色していく。私の固有色、燃えるようなクリムゾンに。

「こりゃたまげた」

　フナが端末を操作している。気づけばエンジン音が鳴り響いていた。潤沢に供給される電力がコクピットにＬＥＤの壁画を描き出していく。同調完了、レーダー、油圧、火気管制、全て問題なし。

「覚醒しましたよ。ＥＧＧパターン許容レンジ内。システムオールグリーン」

　ハルカがインカムを取り上げて「おい」と呼びかけてくる。

「おいポンコツ娘、どうした。寝相が悪すぎて頭でも打ったのか」

『打ってない』

　小さく呼吸して、

『普通に目が覚めただけ』

「なんでだ？」

『分からない』

　本当に分からない。一体どうしたんだろう。頭の中のもやが吹き飛んで、快晴の青空みたいになっている。どくどくと心臓が脈打って身体からだが踊り出しそうだ。髪の毛もキラキラと薄桃色に輝いている。

　故障だろうか。だとしたら本当にまずいのかもしれない。不安定を通り越して最後の過負荷状態になっているのかも。でも、だとしても。

『私、飛びたい』

　はっきりと主張する。今自分がしたいこと、しなければいけないことを。

　ハルカはまっすぐに私のカメラを見つめてきた。

「どこにだ」

『上シヤン海ハイの船団を助けにいく。さっきハルカもそうさせたいと言っていた』

「確かに……言ったが」

　まさか本当に私が起きると思わなかったのだろう。眼鏡の奥の目がぱちぱちとまたたいている。

「迷ってる暇はないと思いますよ」

　フナが声をかける。端末に東シナ海の状況が映っていた。ザイの編隊がいくつか防衛線を突破したらしい。船団が捕捉されるのも時間の問題。

「チェックくらいさせてほしいが」

　迷ってられないか、とハルカがつぶやく。

　丸い顔が引き締まった。

「いいだろう、グリペンを出す。試験飛行の名目で飛ばして、途中から航法装置がイカれたことにするか。基地に帰投するはずが間違えて東シナ海に向かってしまったと」

「大分苦しいですな」

　フナは苦笑いしながら綺き麗れいな敬礼を決めた。




　衝突防止灯を点滅させてタクシーウェイに入る。

　管制塔から風向き・風速の情報が入ってきた。２４０度から５ノット、離陸には支障なし。

　エンジン出力をチェック。

　昨日までの不調が噓うそのように機体はご機嫌だった。いや、そんな他人行儀な言葉を使う必用はない。機体ドーターと制御ユニットアニマは二つで一つ、どちらも私、グリペンだ。人間が自分の脳と身体からだを区別しないのと同じ。人の姿をしているけど、私は人間じゃない。ザイと戦うために作られた全自動戦闘システム。個体名ＪＡＳ39Ｄ－ＡＮＭ　グリペン。

　ああ、なんでこんなに鼓動が高鳴っているのだろう。

　まるで誰かと会うことを心待ちにしているように。再会の喜びに震えているように。

（再会？）

　やはりおかしくなっているのだろうか。生まれてからずっとラボと基地を行き来してきた私が誰かと再会なんて。

　変だ。

　でも行かなければって気持ちはどんどん強くなっている。行け、行って船団を守れ。

『ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ！』

　精一杯の声を振り絞って滑走を開始する。青空に向かって飛ひ翔しよう、西南西に進路を取った。吹き寄せる風を翼の下に孕はらみながら真紅のクロースカップルドデルタ翼機は高度を上げていく。

　作戦空域到達まであと一時間。

　そうして私の物語は動き始めた。
















──ファル・ゲルプ（黄の場合）







　イーグルは国際通りが好き。

　特に夜。

　ギラギラしたネオンや照明の灯あかりがこれでもかってくらい目に突き刺さってくる。お土産物屋さんやジューススタンドもピッカピカ。信号機や車のライトもチッカチカ。世界が光の粒に包まれて浮かび上がってるみたい。みんな楽しそうに笑って騒いでうかれてる。

「Hey my bird, you have a hollow leg !（小鳥ちゃん、おまえ本当に底なしだな！）」

　米軍の兵隊さん達が大声で笑いかけてくる。ぶっちゃけ英語とかよく分からないので「おー・いえー」と返事しておく。そう叫ぶと兵隊さん達はいつも喜んで次の店に連れてってくれるのだ。おー・いえー！

「いや、オー・イエーじゃないだろ。未成年のなりで飲み屋梯はし子ごしてんじゃないよ。いちいち店員への説明が面倒なんだが」

　ひげのおじさんが呆あきれ顔がおになっている。整備員のフナさんだ。普段は小こ松まつ？　だかなんだかにいるけど今日は那な覇はに出張中。本当はお父様が来てくれるはずだったのに急がしいから代理を頼まれたんだって。ちょっとぷんすか。面白くない。だからイーグルも意地悪で返す。

「嫌だったら別に帰ってもいいよ？　イーグル、一人で基地に戻れるし」

「そういうわけにもいかんだろ。俺はおまえさんの付き添いなんだから。アニマを一人で出歩かせたら俺が室長にどやされる」

「お父様、そんなことで怒らないよ」

「いや、普通に怒ってるよ。おまえさんが話を聞いてないだけだ」

　ぶぅ。

　言われてみると昔ちょっと怒られた気もする。ちょっと、本当にちょっとだけ。

「というか今日は俺の歓迎会で国際通りを案内してくれるんじゃないのか？　先に帰れとかあんまりだろ」

「だから大大大歓迎してるじゃん。なのにお説教とかフナさんの方がひどい」

「俺がひどいのか」

「ひどいひどいひどい、イーグルはすっごく傷ついた。立ち直れない、もう大ショック」

　なんだかなぁとフナさんが頰を搔かく。大きな口をへの字に曲げて溜ため息いき。

「分かった。じゃああと一軒だけな。あー、ネクスト・バー、ラスト。ＯＫ？」

　片言の英語に米兵さん達がＯＫ・ＯＫと答える。そのまま最寄りの居酒屋に入っていった。

　二十席くらいのこぢんまりとしたお店だ。三線の音色が空気を揺らしている。うだるような熱気と喧けん噪そうの中、泡盛を注文。元気よく「八や重え泉せん、ロックで！」と叫ぶと店員さんが困り顔になった。

「すみません、未成年の方にアルコールは」

「She's older than me!（彼女は俺より年上だぜ！）」

　笑い声が弾はじける。そう言った兵隊さんはどう見ても二十代だったから店員さんが目を丸くする。うん、いつも通りの反応。そしてイーグルがほっぺたを膨らますのもいつもの流れ。

「機体年齢は二十年以上たってるけどイーグル自体はまだ０歳だよ。生まれたてのほやほやだよ」

　おばさん扱いするな。ぷんすか。

「あー、すみません、この子一応成人なんで、ほらＩＤ」

　フナさんが身分証を受け取って店員さんにかざす。航空自衛隊那な覇は基地所属、第２０４飛行隊三等空尉、続けてなんか適当な氏名と年齢。

「はぁ、成人、はぁ」

　ＩＤとイーグルを交互に見ながら店員さんが首を傾かしげる。それでも注文は受けつけてくれたみたいで厨ちゆう房ぼうに戻っていった。なんだか面倒くさい。「ぶぅ」と下唇を突き出す。

「イーグル、人間じゃないから年齢とかどうでもいいのに。なんで噓うそまでつかなきゃいけないの」

「いや、一般人に実は私、戦闘機ですとか言えないだろう。Ｆ－15Ｊの制御ユニットを切り出して人型にしましたとか、気でも狂ったのかと思われるぞ」

「そーかなー」

　実際イーグルは目の前にいるんだから、誤魔化す必要もないと思う。那な覇は基地所属のアニマ、Ｆ－15Ｊ－ＡＮＭ、押し寄せるザイから日本を守ってます！　偉いでしょ！　って。

「みんなもっと正直になればいいんだよ。思ってることとか考えてることとか全部オープンにしちゃえば。そしたらきっと楽だよ。毎日気持ちよく過ごせるよ。素敵な世界になると思うな」

「素敵な世界」

「隠しごとも秘密もなーんにもないの。今その人の話してることが全部本当。噓うそつかれてるとか疑わなくていいしカケヒキとかもいらなくなるよ。気楽じゃない？」

　フナさんはちょっと真面目な目つきになった。太い顎あごをもんで思案顔になる。

「残念ながら人間はそんなに強くないよ。常識外の情報や耳の痛い話は聞きたくないし。不治の病や災害、逃げられない話ならいっそ伏せてくれと感じることもある。知らぬが仏って言葉もあるだろう？」

「？」

　よく分からない。首を傾かしげているとフナさんは「たとえば」と続けた。

「一か月後にザイとの決戦が待ち受けてるとして、そこでおまえの任務が片道切符の特攻だったらどうだ？　おまえ達は人間の命令に逆らえないから一月の間、ただ迫る死に怯おびえることとなる。だったらいっそ何も言わず最後の時間を楽に過ごさせてくれと思わないか？」

「思わない」

　はっきりと、ためらいなく言い切った。

「自分の時間があと一か月だって分かったら、その間にやりたいことをすませておきたいもん。知らなかったらなんとなーく毎日過ごしちゃって『あれもできなかった』、『これもできなかった』ってなりそうだし。そう、不完全燃焼？　は嫌だし。余命一月っていうならその間にイーグルの命を燃やし尽くしたいから」

　ぱーっと、花火みたいに。

　いっぱいいっぱい楽しいことをするのだ。一生分の経験と感動をつめこんで最高の一か月にする。宝石箱のような思い出を作る。で、思い残すことがなくなったら自分の役目を果たすのだ。お父様に喜んでもらえるように、この星の人達みんなを助けられるように。

　片道切符？　うん、別にいいんじゃない？　それでイーグルの生まれた意味が証明できるなら。

　にこにこ笑って説明するとフナさんは息を吞のんだ。

「おまえさん達は」

　少しして咳せき払ばらい。髪の毛を搔かき混まぜる。

「悪い、俺も少し酔っ払ってるみたいだ。変なこと訊きいたな、すまない」

「ん？　別におかしなこと言ってなかったよ。普通に話してただけ」

　って、あれ？　なんでフナさん悲しそうな顔してるんだろ。なんか泣いてるみたい。お腹なかでも痛いのかな。

「スミマセーン、オサケ、マダデスカー！」

　兵隊さん達が陽気な声を上げる。片言の日本語が面白い。イーグルもつられて「マダデスカー！」と叫んでみる。

「日ガ暮レチマウゼー！　モウ夜ダケド！」

「夜ダケドー！」

「オレタチ本当メンドクサイ客ダナ、ゴメンナサーイ！」

「ゴメンナサーイ！」

　あははははとみんなで笑う。

　店員さんが慌てて飲み物を運んできた。ビールとウィスキー、泡盛がテーブルの上で跳ねて踊る。一通り行き渡ってからグラスをかざした。高らかと、今日一日のキラキラとワクワクをこめて。

「かんぱーい！」

　今日もう何杯目かのお酒を喉の奥に流しこむ。身体からだがぼっと燃えて背中の産うぶ毛げが逆立った。ああ気持ちいい。心地いい。イーグルは幸せだ。毎日面白いことがいっぱいあって、自由に空も飛べて、みんなの役にも立てて。

「楽しいか？」

　フナさんが優しい顔で訊たずねてくる。「あったりまえじゃん」とイーグルは答えた。

「すっごくすっごく、すっごく楽しいよ！」

「そうか」

　小さく笑ってグラスを持ち上げた。

「じゃあ乾杯するか」

　──おまえさんが少しでも長い間、その楽しさに浸っていられるように。

　ひげの整備士さんはそう言ってガラスの縁をぶつけてきた。穏やかな表情のまま、静かに、優しく、祈るような声で続ける。

　乾杯、イーグル。
















──ファル・グリューン（緑の場合）







　大地が炎で敷き詰められている。

　劫ごう火かの中、崩れ落ちていくのは人か建物か。もはや自力で動くものは何一つ残っていない。代わりに空を満たすのは膨大なガラスの煌きらめきだ。半透明の機影が縦横に空を舞っている。百機、千機、いや一万機か？　いっそ笑うしかない戦力差だった。編隊の密度が濃いため、あたかも巨大な蛇が跳ね回っているようにも見える。炎の赤を照り返して輝く、断罪の大蛇。

「ＡＮＭファントムよりバースデーコントロール、残武装ゼロ。僚機は全てロスト。次の指示を請こう」

　返事はない。分かっていたことだ。人類最後の都市が焼け落ちていく状況で、まともな指揮系統が生きているはずもない。他のアニマも基地も、サポートのスタッフも全部やられたのだろう。生き残ったのは私一人。いや、アニマである自分を生存者に数えるのはおかしいか。つまり人類は絶滅したのだ。正体不明のインベーダー、ザイによって。

　何がいけなかったのだろう。

　戦術の意見具申を控えすぎたのか。他のアニマに気を遣いすぎたのか。もっと命令を無視して思うまま動くべきだったのか。

（いや）

　全部、前回の反省を活いかした結果だ。『一つ前』の経験。周囲との軋あつ轢れきを気にせず、己の信じる道を突き進み、結果としてチームの崩壊を招いた。同じ過あやまちを繰り返してはならない。調和を目指して周囲との対話を保つべき。他人を信じ、任すべきところを任せ、全員で一丸となり立ち向かえば。

（立ち向かえば……なんだ）

　勇気と友情で全てが魔法のように解決すると思っていたのか。あの無慈悲な侵略者相手に。なんというお花畑だろう。力に対抗できるのは力、物量に向き合えるのはただ物量でしかないのに。

　──この素晴らしき世界。

　ノイズ混じりの歌がスピーカーから流れてくる。１９６８年、ルイ・アームストロングのヒット曲。馴な染じみの整備員が出発前にかけてくれたものだ。自然と人と未来のすばらしさを歌い上げた歌。今となってはあまりに皮肉な内容だった。

　征ゆこう。

　全てが滅んだ世界に自分だけいても仕方ない。せめて可能な限り敵を道連れにして眠りにつこう、そう思った瞬間だった。

　耳元で乾いた電子音が響く。

『シミュレーション３０４５６終了。環境フォーマット。カウントダウン後ケース３０４５７に移行。ナレッジベースの選択的消去開始』

　全身から血の気が引いた。

　いやだ。

　また繰り返すのか。あがいてももがいても決して抜けられない白昼夢。何千何万という味方の死を、町や文明の終しゆう焉えんをなすすべもなく見つめる日々。

「やめて！」

　世界が輪郭を失っていく。空がぼやけザイの群が遠ざかっていった。機体のエンジン音が薄れる。たどりつけない。あいつらに、あの中に突っこんで全部終わりにしたいのに！

『リスタート』

　祈りは届かない。

　そして全てがゼロになる。
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「おい、おいファントム起きろ、大丈夫か」

　軽く頰に触られる。意識が覚醒し五感が復活した。光が見える。太陽？　いや、照明か。オレンジ色の灯あかりが頰に降り注いでいる。まばたきして声の主を仰ぎ見た。

「慧けいさん？」

　半袖シャツの少年、鳴なる谷たに慧けい。グリペンのパートナーだった。意志の強そうな眉が急角度でひそめられている。

「随分うなされてたぞ。平気か？」

「ああ」

　寝ていたのか。小こ松まつ基地のブリーフィングルームで、机に突っ伏して。

「夢を見ていました」

「夢？」

「まだ私が肉体を持つ前の、シミュレータによる調整を受けていた頃の夢です」

　何万回に及ぶ人生の繰り返し。出口の見えないデータの迷宮。まだ思い出してしまうのか。あれからもう随分たつというのに。

「ここは……現実ですか？」

　微笑ほほえみながら訊たずねると慧けいは眉をひそめた。

「当たり前だろ、何言ってるんだ」

　怪け訝げんな表情が、少しして心配そうなものに変わる。

「おい、おまえ本当に大丈夫か。ちょっと変な感じだぞ」

「変」

　小首を傾かしげて、

「興味深いですね。慧けいさんにとって普段の私はどんな感じなのでしょう」

「そりゃあ」

　と言いかけて口ごもる。気まずそうに視線を背けた。

「構いませんよ。思うまま仰おつしやってください」

「……」

　慧けいは「まぁ」と鼻の頭を搔かいた。

「何考えてるか読めないっていうか、いつも涼しい顔してるよな。多少の悩みやストレスがあっても自分の中で処理できてる感じで。喉元まで感情が込み上げても、それが表に出てこないっていうか」

「つまり面の皮が厚いと？」

「そんな言い方してないだろう」

　不満げな顔がおかしい。くつくつと笑って口元を押える。

「冗談です。仰おつしやりたいことは分かりますよ。感情を露あらわにするのは趣味ではありませんから。穏やかに、あくまでロジカルにコミュニケーションは取りたいものです。そういう意味では少し失敗しましたね。まさか夢でうなされてるところを目撃されるなんて」

「失敗」

「お恥ずかしいところをお見せしました。どうぞご心配なく。私はいつも通りの私です。正常です」

　やんわり話を打ち切りかけた瞬間、「おい」と肩をつかまれた。まだ幼い顔が不興の色をたたえる。

「弱味を見せるのが嫌だってんなら、それはそれでいいけどさ」

　まっすぐに目線が合う。

「もう表に出ちゃったものを隠す必要はないだろう。嫌な夢を見て気分が悪いなら、素直にそう言えばいいじゃないか。何が恥ずかしいんだよ、誰だって気持ちが弱ってる時くらいあるだろう」

「……」

「ぐ、愚痴くらい聞いてやるって言ってるんだよ」

　気恥ずかしそうに顔を逸そらす。

　なぜツンデレ。

「慧けいさん」

　笑いを押し殺し呼びかける。

「私に優しくしたいなら、最低限私より長生きできるようになってください。そうですね、せめて人類最後の都市が燃え尽きる瞬間くらいまでは」

「は？」

　何を言っているのか分からない様子。当たり前か。彼が私の過去、今見ていた夢の内容など知るはずもない。だがこちらにとっては切実な条件だ。身体からだを預けた杖つえが早々に折れてしまってはたまらない。

「戦場で私をリードできるくらいになってくださいということです」

「ああ」

　慧けいは唸うなった。得心した様子で。

「分かってるよ。おまえから見れば俺達はまだひよっこだしな。人のことを心配している暇があったら腕を磨けってことだろ？　ったく」

　折角心配してやったのにと言わんばかりの表情。説教とでも受け取られたのか。どうにもうまく伝わらない。だがこれ以上、本心を明かすのもためらわれた。少なくとも今はまだ。

「慧けいさん」

　代わりに呼びかける。いつも通りの笑顔を浮かべつつ、

「少しそばにいてもらえますか？」

「へ？」

　びっくりしたようにまばたきされる。まぁ自分でもらしくないことを言っていると思う。だがたまにはよいはずだ。あんな夢を見たあとだからこそ、一人でないことを知りたかった。守るべきものが残っていると認識したかった。

「失礼します」

　私は目を閉じるとそっと少年に肩を預けてみた。
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　一度まとまったチームに、あとから加わるのは大変です。

　たとえば美術館の名画を思い浮かべてください。計算され尽くした構図に人物を描き足せと言われたらどうでしょう？

　困りますよね。バランスが崩れますし、重要なモチーフを壊してしまうかもしれません。少なくとも私はそんな恐ろしいことできません。

　アニマの関係だって一緒です。リーダー、サポート役、メンバー。誰かがその役割を担になうのは集団のニーズがあるからでしょう。リーダーばかりいてもチームは動きませんし、メンバーだけでは行き先不明になってしまいます。お互いの性格とか希望とか何やらが長い時間かけてすり合わされた状態。それをよいチームと呼ぶのでしょう。

　前置きが長くなりましたね。

　つまり、

　つまり私が何を言いたいのかというと。

　Ｓｕ－47－ＡＮＭベルクトは不安になっているのです。宇宙空間から出戻りでバーバチカ隊に配属すると言われて。
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「ＢＡ－04、それがあなたのコールサインです」

　カジンスキー中佐は椅子に座ったままステッキの握りを押えました。配属の書類を目で示してきます。

「ドーター改修の進しん捗ちよく次第ですが、できれば次の陽動作戦から参加してほしいと思っています。バーバチカ隊の戦術データリンクにも加われるよう手配済みです」

「ええと、その、あの」

　視線をさまよわせながら言葉を選びます。

「確定ですか？」

　怪け訝げんそうに見返されました。

「何か問題でも？」

「いえ、問題というわけでもないんですけど。今回の作戦、独飛の方々も出るんですよね？　私は一度あの方達と作戦飛行していますし、データリンクも確立済みですから、てっきりそちらに配属されるのかと」

「あなたはロシア機でしょう」

　中佐の眉間に皺しわが寄ります。

「国内にアニマ飛行隊があるのに、なぜ海外の部隊に配属しなければならないんですか」

「まぁ、そうなんですけど」

「ひょっとして、まだ祖国への恨みを持ち続けているんですか？　〈誘ゆう蛾が灯とう〉なんて十字架を背負わされ、亡命に追いやられた遺い恨こんを」

「いえ、そこは大丈夫です」

　過ぎたことをどうこう言っても仕方ありません。あの時も今も、みんな生き残ることに必死で、どうすればいいか模索していただけなんですから。悪いのはザイで、大切なのは今の危機を乗り越えることです。過去の確執なんて気にしていられません。

　でも。

　でもです。

「姉様方はなんて仰おつしやっているんですか」

「というと？」

「新機体の配備について、意見とか要望とか」

「そんなものわざわざ訊きくわけないでしょう」

　中佐は呆あきれたように鼻をひくつかせました。

「配備計画は戦隊司令部で決めて下達されるものです。現場の思いなど無関係ですし、確認する必要もありません」

　ですよね。そういう国でした。日本のアニマ達が自由すぎて、ちょっと忘れていました。

「ただ、そうは言っても姉様方は姉様方で戦闘プランを立てていると思いますし、予想外の機体が入るなら事前にすり合わせた方がいいと思うんです。私が早く戦力化するためにも」

「……」

「配備後に問題が出たらまずいですよね？」

　中佐は少し黙ってから「どうしろと？」と見つめてきました。

「正式着任前に一度、姉様方に挨拶させてほしいんです。で、反応を見て今後の流れを相談させていただく」

「配属は決定ですよ」

「分かってます。でも進め方の調整くらいできますよね？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずいてくれました。よかった、墜落同然のハードランディングだけは避けられそうです。

「ジュラーヴリクは西方戦線で任務中です。パクファはメンテ中なので、すぐに話せるのはラーストチュカでしょう。話した内容は即時まとめて報告する。彼女達がどう言おうとドーターの改修次第、編制は進める。これでどうですか？」

「はい」

「いいでしょう」

　杖つえの石いし突づきが床を打ちます。中佐は大儀そうに席を立ちました。

「あの三人娘にギャンギャン反抗されるのも、いい加減うんざりですしね。理詰めで納得させられるならそれにこしたことはありません。期待してますよベルクト、あなた方四人が滞りなく次の作戦に臨めることを」
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　期待されちゃいました。

　どうしましょう、予想外の展開です。

　苦情が出たら相談するはずだったのに、この流れだと私が姉様達を説得しなければいけません。後発の厄介者が調整役を買って出るとか、チームの反発が目に見えるようです。

　しかも、最初のコンタクト先はラーストチュカ姉様です。私の知っている彼女は排他的で攻撃的で頑かたくなで、一言で言えば聞く耳を持たない方でした。ジュラーヴリク姉様の片腕たる自負も相当なものです。普通に話しかけても追い返される気しかしません。

　でも約束してしまいましたから。

　覚悟を決めて行きましょう、拒絶されたらその時はその時です。

　広大なノヴォシビルスクの工場を姉様を求めて歩き回ります。外を極東の吹雪が轟ごう々ごうと吹き抜けていきます。地鳴りのような風音はこれからの波乱を暗示しているかのようでした。三棟ほど横断してようやく目当ての機体を見つけます。流麗な戦術戦闘機の下にアクアマリンの女の子がいました。眉毛がないです。触れる者皆、傷つける的な目をしています。怖いです。

「失礼します」

　さぁ、声をかけてしまいました。一体どんな反応が待ち受けているんでしょう？　いきなり撃たれたり切りつけられたり、ドキドキが止まりません！

　──。

「ジュラが最近冷たいんだ」

　三分後、私は悩み相談を受けていました。ラーストチュカ姉様は見るも無む惨ざんに打ちひしがれています。アクアマリンの髪も輝きをなくしていました。

「ショートメッセージを送っても、前みたいに三秒でレスしてくれないんだ。夜中に音声チャットを申しこんでも断られたりして」

「ええっと」

　答えを間違うと一気に心折れそうな雰囲気です。慎重に話し方を考えてみます。

「忙しいんじゃないでしょうか？　最終作戦に向けて皆さん、分刻みのスケジュールを送っていますし。パクファのメンテナンスのフォローもありますから」

「私と作戦、どっちが大事なんだ！」

　なんて質問をしてくるんでしょう。自爆テロすれすれです。

「姉様との時間を作るために今は作戦に集中しているんですよ。ザイさえ倒せばゆっくりお話しできるじゃないですか」

「……」

「今だってきっとお姉様のことを一番に考えているはずです」

「そうかな」

「そうですよ！」

　懸命に励ましますが、ラーストチュカ姉様の顔は晴れません。暗い表情のまま視線を落とします。

「ジュラの一番は本当に私なんだろうか」

「え？」

「他に大事な人ができたのかも」

「なぜそう思うんですか」

　姉様はうつむきを深くしました。

「あの日本人イポーシユカいただろう、人間のくせにドーターに乗っている変な奴やつ」

「ああ、慧けいさん」

「あいつのことをさ、ジュラが『あれ、なんていったっけ？　ナルトだかシラタキだかって奴やつ』と言ったんだ」

「はぁ」

　シラタキはおいしいですよね。おでんの具にはぴったりです。なんて話はともかく、

「覚え間違ってますよね」

　正解は鳴なる谷たにさんです、惜しい。

　ですが姉様は拳を機体に叩たたきつけました。

「ジュラが人の名前を覚えようとしているんだぞ！」

　天変地異でも起きたような剣幕でした。

「いいか、ジュラにとってみたら人間なんて等しく『おっさん』『にいさん』『ねえちゃん』『ジジイ』なんだ。同族のアニマでさえ『ピンク色』『緑』『紫色』呼ばわりなのに、あの日本人イポーシユカに限ってシバカリとか」

　遠ざかりました。

　もう一文字も合っていません。

「もうだめだ！　私は捨てられた。あんな極東の猿にジュラを奪われて、さみしく余生を送っていくんだ。あああ！」

「そんなことは」

「もういい、ザイとか祖国とかどうでもいい。こうなったら全員道連れに来世の愛を期待して」

「待ってください」

　さすがに止めます。貴重な戦力が愛憎劇で失われるのを座視できません。

「私がジュラーヴリク姉様と話してみます。ラーストチュカ姉様のこともちゃんと訊きいておきますから待っていてください。あまり思い詰めないで、いいですね？」

「うん……」

「食事もきちんと食べて、睡眠もたっぷり取るんですよ」

「ううう」

　萎しおれる姉様をなだめ励まして会談を打ち切ります。チーム加入の話を全然できなかったと気づいたのは、退散してしばらくたってからのことでした。




　　　　＊




　ジュラーヴリク姉様は、それから二日後に帰還されました。

　思ったより早い合流にほっとします。そもそも今回の加入話、最初に話す相手はジュラーヴリク姉様を思い描いていました。

　なぜかって？

　姉様はああ見えて、結構理知的な思考をする方だからです。威圧的な態度はあくまで計算ずくのもの。実は冷静に周りを観察して振る舞いを変えています。

　だからこそ、私のチーム参加も冷静に判断してくれると思っていました。感情は感情、問題は問題、好き嫌いと善よし悪あしを切り分けて最適な道を示してくれると。

　そして一旦、ジュラーヴリク姉様のゴーがかかればラーストチュカ姉様は一も二もなく従うはずです。パクファは……よく分かりませんがあまり公然と逆らうタイプではないでしょう。つまりジュラーヴリク姉様とさえ話をつければ、チーム参加の件は八割方片づくのです。もちろん参加したあとの確執はあるでしょうけど、先のことを気にしすぎても仕方ありません。だからこのスピード感は願ったりです。

　ちょっと追加の議題も出てきましたけどね。

『姉様の一番大切な人（機体）は誰ですか？』

　女子トークすぎます……。

　踏みこみすぎと思われないでしょうか。私、どちらかと言えば奥手な方なのですが。

　ともあれ、相手はスホーイ社戦闘機の大先輩です。失礼のないように、最大限の敬意を払って、プライドと経験を尊重しながらお話ししましょうね。

　──。

「あたし、リーダーの資格あるのかな」

　数分後、ジュラーヴリク姉様は暗い声でつぶやきました。

　工場の食堂で机を挟み向かい合っています。配膳されたピロシキにはまったく手がついていません。ふんわり焼き上がった皮が絶品なのですが、この雰囲気で食べるのはさすがにはばかられます。

「メンバーを導くどころか、逆に助けられてばかりな気がするんだ、最近」

「そう……なんですか？」

　あまり適当な相づちも打てません。慎重に発言の意図を探ります。

「私が聞いている限り、目だったミスはないようですけど」

「ミスばっかりだ！」

　姉様は机を叩たたきました。

「ハンボグドの独飛戦じゃ、クソ緑にこだわりすぎてピンク色の頭突きを食らった。アルタイの空間異常ではラーストチュカに連れ戻された。パクファを小こ松まつに送った時は、機密にとらわれて色覚ステルスのことを話せなかった。おかげであの騒ぎだ。あたしがもっとしっかりしていればトラブルの大半は防げたはずなんだ」

「でもベトナムの空戦では大活躍したじゃないですか」

「ピンク色が協力してくれたからだよ！」

　苛いら立だちも露あらわに自己否定されました。

「あいつが覚悟を決めて本心をさらしてくれたからだ！　もしお互いに警戒したままなら、あんな編隊機動はできなかった。あたし達も無事に帰れてたか分からない」

「ええっと」

「あたしはだめだ。最低だ。祖国の名を背負って飛ぶ資格がない」

　骨が抜けたようにうなだれてしまいます。

　重症です。千七百万平方キロメートルの国土を守る重責が、小さな身体からだを押し潰しています。

　私は視線をさまよわせて話題を切り替えます。

「ね、姉様、最近お休みになられましたか？」

「そんな暇ねぇよ」

「だめですよ！　よい仕事は十分な休息からです。思い詰めていると正常な判断力までなくしてしまいますよ」

　何より失われて困るのは自信です。ロシア最強・最古参の決戦兵器がこの有あり様さまでは、未来が見えません。

「ほら、とりあえずお昼を食べましょう。飲み物は何にしますか？　あとカジンスキー中佐に休暇のお願いを出してきます。三日くらい、いいですね」

「い、いや、でも」

「でもじゃないです！　当座の防空くらい私が遠隔操縦のドローンでなんとかします。姉様は飛行禁止、調整作業も私に任せてください」

「……」

「大丈夫、姉様はよくやってますよ。ここ数回はたまたま不運が続いただけです。次の作戦でバーバチカ隊の強さを見せつけましょう。ファイト、オーです！」

　ぐっと手をつかんで目線を合わせます。

　姉様は雷に打たれたようにがくがくとうなずきました。

　私は席を立ち、カジンスキー中佐のところに向かいます。

　さぁ忙しくなってきましたよ。

　バーバチカ隊不在時の防空、ドーターのメンテ、ジュラーヴリク姉様の休暇申請、そういえばラーストチュカ姉様の悩みも解決しなければいけません。ジュラーヴリク姉様が落ち着いたらもう一度訊きいてみましょう。やるべきことは山ほどあります。ああ、身体からだがいくつあっても足りません。私も休暇をいただくべきでしょうか？　当座の仕事を休んで、皆さんのお手伝いを──

　……。

　いえ。

　いえいえいえ。

　何をやっているのでしょう、私は。

　そもそも、自分がバーバチカ隊に参加できるか探っていたのではないでしょうか？　追加の相談を受けている暇などないはずです。作戦も迫っていますし、早く所属を確定させないと。

　ですが姉様方の余裕のなさは見ての通りです。今の状況で更なる相談など切り出せません。

　どうしましょう。

　どうすればいいでしょう。

（ううん）

　って、考えるまでもありませんね。

　バーバチカ隊にはまだ一人メンバーがいます。

　いつもニコニコ平常心。

　安定と信頼のスホーイ社製末妹。戦術航空機先進航空複合体、パクファ。

　彼女に相談してみましょう。

　よく考えてみれば世代の近い彼女を頼ることこそ理想です。ベテランならではの悩みは若輩にはつかみづらいですしね。最初から相談先として考えておくべきでした。

　メンテナンスはもう終わっているのでしょうか？

　一月前、ＲＦ－４ＥＪのスライスと混ざり合った彼女は定期的に経過観察を受けています。既に小こ松まつでの処置は終わっていますが、前ぜん代だい未み聞もんの症状を気にしてでしょう、バーバチカ隊スタッフによる検査が続いています。

　電波封止下での絶対安静。

　とはいえ日本から無事に飛んでこられたのです。途中ザイとの戦闘もくぐり抜けていますし、話すくらい問題ないでしょう。なんなら筆談でもいいですし。

　踵きびすを返かえしてメディカルルームに向かいかけた時でした。

　整備スタッフが血相を変えて走ってきました。

　ただならぬ雰囲気です。両目をかっと見開いて無線にがなってます。

「第三ブロック閉鎖！　全警備員はカラーボールを装備、怪しいと思ったらとにかく投げまくれ！」

「更生施設で網を張れ！　防寒着を入手して外に出られたら終わりだぞ」

「くそったれ。誰だパクファに『予防接種する』なんてバラしたのは。逃げるに決まってるだろ。あいつ、血液検査も苦手だっていうのに」

　色覚ステルス警報！　色覚ステルス警報！　と無線が叫びます。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私をよそにスタッフ達は走り去っていきました。

　あとには巻き上げられた埃ほこりが残ります。

　脱走。

　私は天を仰いで目をつぶりました。

　えーっと。

　……。

　どうやら私の入ろうとしているチームは既に崩壊寸前のようです。受うけ容いれ以前の問題でした。びっくりです。

　果たして中佐はこの惨状を知っているのでしょうか。

　なんとなく知っている気がしてきました。手に負えなくなったので任されちゃった感じもします。迫り来る一大決戦！　ですが参加予定の精鋭は嫉妬心とスランプと、あと注射嫌いで混乱中！　さぁどうしましょう！

　どうしましょうね、本当に。

　冷や汗が出てきました。

　世界の命運が私の言動一つにかかっている気がします。復帰第一弾の仕事にしては荷が勝ちすぎじゃないでしょうか。六巻分さぼっていた罰かもしれません。確かに、私のいない間、皆さん大変そうでしたしね。

（うん）

　決意を新たにします。

　とりあえず携帯端末で中佐に連絡します。パクファの件が伝わっているのでしょう、電話越しの声には焦あせりと苛いら立だちが滲にじんでいました。

『もしもし』

　忙しいからあとにしろと言わんばかりの空気を押して、私は言います。

「準備してほしいものがあります」

『なんですか』

「ありったけのカラーボールを」




　　　　＊




「姉様達に足りていないのはコミュニケーションです！」

　会議室に集ったバーバチカ隊を前に私は宣告します。

　全員、居心地悪そうに肩をすぼめていました。弱気な態度がもどかしいです。一人、塗料まみれのパクファがきょとんとしていますが、こちらはまた別の課題です。

「背中を預け合う仲間なんですよ。悩みごとや心配事はざっくばらんに相談すればいいでしょう。なんで抱えこんでいるんですか。話してみれば意外と簡単に片づくかもしれないでしょう？」

　一秒、二秒、三秒。

　返事はありません。

　順々に視線を向けていきますが、皆目を逸そらすだけです。

　溜ため息いきをつきます。

　シャイな方ばかりですね。仕方ありません。荒療治で行きましょう。

　ラーストチュカ姉様の前に立ちます。怪け訝げんそうな彼女に真正面から訊たずねました。

「ジュラーヴリク姉様が好きなんですよね？」

「！」

　白い顔が見る間に赤く染まりました。

「お、おまえ！　なんてことを！」

「違うんですか？」

「違わ……え、でも、そんな、恥ずかしい」

　乙女ですか。

「世界で一番大切で、ずっと一緒にいたくて、かけがえのない存在なんですよね。はい、復唱」

「復唱」

「三秒たって復唱しなかったら否定したと思いますよ。はい、いーち、にー、さ──」

「好きだぁああああ！」

　復唱……してくれませんでした。

　でもいいでしょう。思いは十分すぎるほど伝わったはずです。

　目を白黒するジュラーヴリク姉様に向き直ります。

「というわけです。姉様は必要とされています。リーダーとして相応ふさわしくない人が、こんな敬意を向けられると思いますか」

「で、でもよ」

　ジュラーヴリク姉様はうつむきました。

「あたしが失敗続きなのは事実だ。どんなに周りの信頼が厚くても、結果的に皆を危険にさらしたら意味がないんじゃないか」

「失敗しない機体にんげんなんていません！」

　語気を強めて詰め寄ります。

「大切なのはその過あやまちを次に活いかせるか、チームの士気を立て直せるかです。よく見てください。姉様のチームは戦う気持ちをなくしていますか？　取り返しのつかない状態になっていますか？」

　ジュラーヴリク姉様は視線を巡らしました。

　ラーストチュカ姉様とパクファが力強くうなずきます。ややあって、差し出された手が重なりました。三体のアニマは絆きずなを確かめるように指を絡からませます。

「おまえら」

　ジュラーヴリク姉様が声を詰まらせます。ぐっと唇を嚙かみしめて、感極まった様子で、

「そう……だよな。おまえらはいつだってあたしを信じてついてきてくれる。無茶な指示に従ってくれる。かけがえのない、唯一無二の存在だ。二人がいるから今までやってこられた。こんな情けないあたしだが、これからも一緒に戦ってもらえるか」

「もちろんだ！」

　パクファが「ダー」と唱和します。

　ラーストチュカ姉様は「唯一無二」「唯一無二」と嬉うれしそうに復唱しています。よかったですね、二機を「唯一」と呼んでいる時点で三機目・四機目がいるかもですが、余計なことは言わないでおきましょう。

　ともあれ意外と呆あつ気けなく雨降って地固まりました。バーバチカ隊は次の作戦でも最高のパフォーマンスを発揮することでしょう。

　パクファがほがらかに言いました。

「[image: это] [image: счастливый] [image: конец]（これにて一件落着ですねー）」

「あなたは予防接種打たないとだめですよ」

　エプロンドレスの肩が強こわばります。

　引きつり顔で首を振る彼女をよそに、ジュラーヴリク姉様は声を明るくしました。

「よし！　そうと決まればパーティーだ。あたし達の新たな門出を祝って今夜は飲み明かそうぜ！」

「豪華なディナーを用意しないと、ノヴォシビルスク中の店からコックを搔かき集あつめて」

「ありったけのウォッカもな！　整備の連中も景気よく招待しようぜ！」

　明るい雰囲気で何よりです。

　ただ準備は大変そうですね。整備の人って百人くらいいますから、入る会場や料理の準備、それらをまかなうお金など、考えることは膨大です。

　誰がやるんでしょうね。待ち受ける調整の数々を考えると同情を禁じ得ません。きっとすごく行動力があって手て際ぎわがよくて人脈もある方なのでしょう。私とは真逆の存在ですね！

　……。

　おかしいですね、姉様方が私を見ています。

　訝いぶかしむような目つきというか、何ぼさっとしてんだよの視線というか。

　ええっと？

「早く準備しろよ、食材や人は早めに押えないと間に合わないぞ、会場もな」

　ラーストチュカ姉様が当然のように言い放ちます。

　私は天を仰ぎました。




　　　　＊




　そこから先の出来事はあまりよく覚えていません。

　仕事を七つも八つも並行すると、どこかで脳が麻ま痺ひするみたいです。あとで聞いたところによると、私は虚うつろな顔で、機械のような口調で手配を続けていたようです。

『オサケ、アリマスカー、リョウリ、ツクレマスカー』

　夜のノヴォシビルスクを徘はい徊かいする、棒読みの女の子。

　怖いです。

　善良な市民の皆様にトラウマを与えていないか心配です。

　ともあれ、記憶が飛ぶほどの働きもあってか、バーバチカ隊の決起パーティーは滞りなく終わりました。お金についてもカジンスキー中佐が結構な額を支援してくれたようです。

　めでたしめでたしですね。

　え？

　そもそもの私の加入話はどうなったのかって？

　それについては宴もたけなわの頃、ジュラーヴリク姉様の言った言葉が全てでしょう。

『パーティーの幹事は新人の仕事だからな』

　人生、何があってどう落ち着くか分からない。これはまぁそういうお話です。







　あとがき




　人生出会いがあれば別れもある、なんて言葉は双方合意済みだから言えるのであって、どちらかにでも未練があれば「いやちょっと待てよ」でしょう。

　何綺き麗れいにまとめてんのよ、こっちは全然別れる気なんてないんだからね！　キー！　的な。

　まぁ実際、お互いの気持ちが同時に冷めきることなどまずなくて、大抵は修羅場になるか、どちらかが精神的なダメージを負うかです。三み行くだり半はんをつきつける方もうまくやらないと思わぬ逆襲を受けかねません。ストーカーとか調停とか刃にん傷じよう沙汰とか、怖いですよね。ことほど左様に別れというのは難しいものです。

　作家にとっての作品の終わらせ方も同じです。

　よく言われていることですが、思い通りの尺で、思い通りの展開で作品を完結させられることはなかなかありません。だいたい予期せぬ原因で中断されたり、短縮されたり、方向転換を余儀なくされて当初の構想からズレていったりします。

　まぁみんなプロですからね。それはそれで整合性を取っていくのですが、内心穏やかじゃありません。未練が高じて続刊を自費出版した方も知っていますし、別企画と偽りつつ前作のプロットを提案した話も聞いています。昨今は投稿サイトなんて選択肢も出てきていますが、望んだフィールドで物語を発表し続けるのはやはり難しいのでしょう。

　そう考えると、本編完走した末に、サブキャラのエピソードまで書き切れた本作は、まさに奇跡的な「別れ」を迎えられたと言えます。未来のことは分かりませんが、今の時点で僕はガーリー・エアフォースの全物語を書き終えたと思っています。慧けいとアニマ達の話はこれにて一旦終了です。西暦二〇二八年の一月から時計の針が進むことはおそらくありません。

　まぁいつまた未練が蘇よみがえるか分かりませんけどね。人生別れがあれば再会もあるものです。ご存知ですか？　テイクオフには「離陸」以外に「取りかかる」って意味もあることを。




　最後になりますが、前作に引き続き美麗なイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、多大なインスピレーションと作品への情熱を与えてくださったアニメスタッフの皆様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。

　またどこかでお会いしましょう。
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　世界は謎なぞに満ちている。

　地の果て、海の底、空の彼方かなた。ジャングルの奥、遺跡の宝物庫、大河の源流。いや、そこまでいかなくても隣町の廃はい墟きょ、裏山の洞窟、校舎の奥の開かずの扉に至るまで、世界のあちこちに未知・未開の場所が存在している。

　さて問題。なんの情報もない土地が目の前に広がった時、人はどうする？

　遮二しやに無二むに突き進む？　警戒して引き下がる？　一旦立ち止まって次のプランを練る？

　まぁ色々な考え方はあるけど、ボクらの答えはただ一つ。

『地図を作る』だ。

　──。

「大通り沿いの商店街、緑と赤の看板。うん、情報と合ってる。ここが境界線だ」

〈炬こ燵たつ〉が双眼鏡の倍率を調整しながら報告する。

　高校生にしては大柄な身体からだを並木の影からはみ出させている。開かい襟きんシャツにネッカチーフ、ブッシュパンツとつば広ハット。標準的な探索班のユニフォームがひどく窮屈そうだ。身長は百八十以上、顔もごついし威圧感バリバリだけど、性格は穏やかだ。ひょっとするとチームで一番癒いやし系かもしれない。今もゆったりとした口調を崩していない。

　すごいなと思う。

　境界まで来ているのに。未踏の土地を前にしているのに。

「ミサキはいないね。障害物も少ないし落ち着いて作業できそう。測量道具、出しとく？」

　手元の地図を見ながら確認してくる。ボクは「ああ」とうなずいた。

「そうだね。ここを基準点にしようか。荷物を広げて、計測計画を立てよう」

「はぁあ、やっと下ろせるぅ」

〈鳥とり籠かご〉が満杯のリュックを置く。長靴下の足を折り曲げてサイドテールの髪を背中に流した。小動物めいた顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「肩凝こっちゃったよ。リーダー、慎重すぎ。レベル２のエリアなんか走って突っ切ればいいのに」

「まったくだぜ。ちょっと寄り道しただけでガミガミ言いやがって、幼稚園の遠足じゃねぇんだぞ。過保護すぎだっつーの」

〈角かく砂ざ糖とう〉がライフルで肩を叩たたく。

　武器をぞんざいに扱あつかうな、といつもなら注意するところだけど、今はやめておく。朝早くから行軍してきて、みんな、疲れがたまっている。特に〈鳥とり籠かご〉と〈角かく砂ざ糖とう〉は説教を嫌うタイプだ。ここでたしなめるのは逆効果だろう。

「うん、少し用心しすぎたかな。色々他チームの話とか聞いて心配性になっていたかも。ごめん。余計な気き遣づかいさせた」

　素直に謝ると〈角かく砂ざ糖とう〉は決まり悪げな顔となる。そこまで言わせるつもりはなかったのにという様子。そう、基本的に口が悪いだけで根は善人なのだ。かといって振り上げた拳こぶしも下ろせない。どうしたらいいか迷う彼にボブカットの女の子が助け船を出す。

「白地図、出そっか。〈鳥とり籠かご〉、場所空けて」

　涼しげな目元。ツンと上を向いた鼻。桜の花びらを置いたような唇くちびる。品がよくて、それでいて快活な感じ。凛りんとしたたたずまいが威圧的でも嫌味でもない。

〈長なが靴ぐつ〉だ。空気を読んで動くのはさすがサブリーダー。同じ年頃の女の子でも〈鳥とり籠かご〉とは随分、立ち居振る舞いが違う。〈鳥とり籠かご〉が飛びすさるのにあわせて、絨じゅう毯たんほどもありそうな地図を器用に展開した。

　ボクはみんなを手招きして紙面をのぞきこんだ。

「今ボクらが進んできたのが〈レ－２〉街区。で、ここが現在地点。18番通り沿いに境界線が走ってて西側が未探索エリア」

　白地図の空白部分を示す。道沿いの何ヶ所かに目印の建物がプロットされているけど、基本的には無地のカンバスだ。何もない。ボクらの知識の外の領域。

「探索の選択肢は二つ、一つは大通り沿いに向こうの街区を一ブロックずつ見て回る。危なくなったらすぐ戻れるし、探索時間ギリギリまで測量を続けられる」

「でも境界エリアの地図じゃ、いくら作っても大したポイントにならないよね？」

〈炬こ燵たつ〉がゆったりした口調で指摘する。ボクは「うん」とうなずいた。

「半日かけて二百ポイントってところかな。悪くないけど、ここまで来る手間を考えるとちょっと割が合わない。で、もう一つのプラン」

　商店街の脇道を示す。奥に向かってぐっと指を滑らせた。

「ここから西方向に一キロ、押し入る。注意レベル４のエリアだけど他チームの情報だと、あんまりミサキも出てこないらしい。連中の縄張りの境目になってるみたいでさ」

「へぇ」

〈角かく砂ざ糖とう〉が口角を持ち上げる。

「いいじゃねぇか。そこの地図は、どんくらいのポイントになるんだ」

「五百は固い」

「一人当たり八十ポイントってところか」

　口笛を吹く〈角かく砂ざ糖とう〉の脇腹を〈鳥とり籠かご〉が小突いた。

「カクちゃんは測量しないんだから、もっと少ないでしょー。ただでさえミサキ倒した時のポイント、大目に持ってってるんだし。オレは武闘派だーとか言って」

「細けぇこと言うなよ。おまえらが安心して地図作れるのは、オレの護衛のおかげだぜ。背中を気にせず作業できるって幸せだぞ」

「測量スキル磨かなくても、探索班にいられるって幸せだよねー。本当、カクちゃんはリーダーに感謝するべきだよ。拾ってくれてありがとーって」

「なんだと、このチンチクリン」

「いーっ、だ。ごうつくばり」

「はいはい、二人ともそこまで」

〈長なが靴ぐつ〉が手を叩たたく。「で」とメンバーを見渡した。

「どうする？　私はプラン２でいいと思うけど」

〈炬こ燵たつ〉がゆっくりと手を挙げた。

「ボクも奥に行くでいいよ。ローリスク・ミドルリターンって感じだし」

「〈鳥とり籠かご〉、賛成ー」

「オレの答えは聞くまでもないだろ。早く行こうぜ」

〈角かく砂ざ糖とう〉の催促にほっとする。よかった、意見がまとまった。たとえ個人的に最善と思っていても、みんなの協力なしじゃ進めない。チームというのは全員が同じ方向を向いているからチームなのだ。メンバー個々がバラバラの方角を目指していたら、自由行動と大差ない。

「じゃあ」と結論を出しかけた時だった。

「ボクは反対だ」

　今まで一度も喋しゃべっていなかったメンバーが口を開く。

　場の熱が一気に冷めた。苛いら立だたしげな視線が集まる。陰気な目をした少年、チーム〈スタッカート〉最後の一人、〈貝かい殻がら〉に。

「今の戦力じゃ、あのエリアを探るのは厳しい。今回は境界線付近を探索して、奥を探るのは次回、他チームと共同にするべきだ」

「おうおう、オレの護衛じゃ不足だって言うのかよ」

　食ってかかる〈角かく砂ざ糖とう〉を〈長なが靴ぐつ〉が押おし止とどめる。無表情な〈貝かい殻がら〉を見下ろした。

「えっと、さっきのリーダーの話、聞いてなかった？　今から目指すところはほとんどミサキが出ないって」

「それは午前と夕方、一部時間帯の話だ。今は逆にエンカウント率が上がる頃だよ。多分、活動時間の異なる複数のミサキが縄張りを重ねているんだと思う。起床と睡眠のタイミングでミサキの往来が激しくなる。その時間帯に入りこむのは自殺行為だ」

「そんな情報、どこで仕入れたの」

「他チームの探索レポート」

「この場所は危険だって？　そう書いてあったの？」

　だったら執行部経由で注意喚起が流れるはず、〈長なが靴ぐつ〉の顔は怪け訝げんそうだったが、

「いや、直接は書いてない。ただ二十レポートくらい付き合わせて、エンカウントの回数と時刻を集計した」

「はぁ？」

〈角かく砂ざ糖とう〉が顔を突き出す。

「待てよ。今日ここを目指そうって決めたの出発の三十分前だろ。そこから他チームのレポート読みこんで分析したってか？　適当なこと言ってんじゃねぇぞ」

「事実だから」

　そういえば確かに出立前、〈貝かい殻がら〉は何かの資料を確認していた。探索の準備も手伝わずに困った奴だなと思っていたけど、まさかあれが？

　いや、無む茶ちやだろ。一レポートざっと読みこむだけでも十分以上かかる。それを二十本も、おまけに情報の集計・分析までして。

「つまり想像ってことでしょー。行きたくないから適当な理由でっちあげましたーって」

〈鳥とり籠かご〉の声には険があった。もともと〈貝かい殻がら〉のことをあまり気に入っていない彼女だ。きつい視線で足をバタバタさせる。

「他チームのレポートだーって言えば、この場じゃ確認できないもんね。議論している間にどんどん時間も過ぎていくし。ずるい感じー」

「〈鳥とり籠かご〉、そういう言い方はよくないよ」

　注意する〈炬こ燵たつ〉の声もどこかためらいがちだ。気のいい彼をしても〈貝かい殻がら〉の言動は引っかかるらしい。当然だろう、チームを組んで一月以上になるけど〈貝かい殻がら〉から出てくるのは後ろ向きな言葉ばかりだ。みんなの気持ちが盛りあがった、絶妙のタイミングで水を差してくる。そこは危険、あっちは危ない、こっちはやばい、早く帰ろう、なんて感じで。

　何もできなくなる。

　最初の方こそボクらも真面目に聞いていたけど、やがて受け流し始めた。警告されても「あーそうなんだ」ですますようになった。で、特に今まで問題は起きていない。チーム〈スタッカート〉は今日も元気に探索を続けている。そもそもボク自身、かなり慎重派だし、冒険するにしても日常プラスアルファのリスクしか冒さない。それもだめだと言われると正直困ってしまう。

　要するに〈貝かい殻がら〉は心配性なんだろう。物事の悪い面ばかり気になって、ささいな危険に過敏になる。探索班には不向きなタイプだ。

「リーダー、どうする？」

〈長なが靴ぐつ〉が話を振ってくる。メンバーの顔には強い不満が現れていた。これ以上、もたもたしていると爆発しそうだ。

「ううん」

　全員一致がチーム行動の基本ではあるけれど。

　ちらりと〈貝かい殻がら〉を見る。問題児は陰気に押し黙っていた。落としどころを出してくれそうな気配は微み塵じんもない。

（仕方ないか）

「奥に進もう。ただ探索の方法を工夫する。全員で一斉に進むんじゃなくて、斥せつ候こうと測量隊に分ける。斥候隊が危ないと判断したら即合図、撤退する」

「何人斥候に出すの？」

「三人。測量は残った三人でやる」

「それ、すっごく効率悪くない？」

〈鳥とり籠かご〉が唇を尖とがらせた。

「一区画測るのに一時間くらいかかりそう」

「うん、でも安全を見ると一人二人の偵察じゃ足りないと思う。なるべくたくさんの目で周囲を見張っておかないと」

「でも」

「いいじゃねぇか。もうそれでまとまるなら、ほら〈貝かい殻がら〉、これならいいだろ？」

〈角かく砂ざ糖とう〉の問いに、だけど〈貝かい殻がら〉は首を傾かしげた。何を考えているか分からない顔のまま、視線を返す。

「ボクは大通り沿いを探索するべきだと思う」

「がぁっ！」

　吠ほえんばかりの勢いで〈角かく砂ざ糖とう〉が天を仰ぐ。〈貝かい殻がら〉はまだ何か言おうとしたけど、ボクは先に手を挙げた。

「議論は終わりだ。さっき言ったプランで決まりにする。〈貝かい殻がら〉、言いたいことは色々あるだろうけど今回は従ってくれ」

「だけど」

「言ったはずだよ。議論は終わりだって」

　目線を外して他のメンバーに向き直る。〈炬こ燵たつ〉、〈角かく砂ざ糖とう〉、〈鳥とり籠かご〉と順々に名前を呼んだ。

「君ら三人が斥候隊だ。測量隊との間隔は百メートル以上空けて、お互いの連絡は無線機で取る。やばい時はメーデーで緊急信号。チャンネルは六番」

「測量、そいつにやらせるのかよ」

〈角かく砂ざ糖とう〉の懸け念ねんは分かる。ただでさえ地図作りの手が減っているのに、やる気のない人を加えて大丈夫なのか心配しているのだろう。手間取れば手間取った分、できあがる地図は減り、報酬ポイントが下がる。全員の損失だ。

　でも。

「議論は終わりって話だったよね。大丈夫、三人で協力してやるから」

〈長なが靴ぐつ〉がウィンクする。〈角かく砂ざ糖とう〉は首を振りつつも荷物を持ち上げた。〈鳥とり籠かご〉と〈炬こ燵たつ〉もあとに続く。

「あの二人と〈貝かい殻がら〉を一緒にはできないもんね」

〈長なが靴ぐつ〉が耳元で囁ささやいてくる。こっちの意図は悟られていたらしい。ボクは一言「悪い」と返した。まったく、彼女には助けられてばかりだ。

　溜ため息いきを一回、気持ちを立て直す。

「じゃあ出発だ。みんな、よき探索を」




　大通りの向こうに低層の町並が浮かび上がっている。

　素朴な風景は道のこちら側と大差ない。商店に家屋、駐車場、自販機。広い空を横切る電線。ぼんやり歩いているとエリアが切り替わったことにさえ気づかないだろう。だけど、執行部発行の地図には確かに未探索区域の注意書きがある。詳細不明、注意レベル４／10（中級以上の探索班での行動を推すい奨しよう）。

　無人の道路はどこまでも伸びて彼方かなたの町並に溶けこんでいる。行き交う車はゼロで物音一つしない。時が止まったような静寂の中、ボクらは作業を開始する。

　三脚にポケットコンパスを設置、ポールとロープを使って距離・角度を求める。白板で計算した値を白地図に転記していく。地味だけど胸躍る作業だ。未知の土地をこの手で切り開く感じ。まさに探索班の醍だい醐ご味みといったところか。

「Ｔ２オッケー、〈貝かい殻がら〉、次Ｔ３行こう」

　ポケットコンパスから目を離して〈長なが靴ぐつ〉が合図する。〈貝かい殻がら〉はポールを持ったまま、のそのそと移動していった。覇は気きはないけど、かといって反抗的でもない。決められたことを最小限の労力でこなしている様子だ。

　今の状況をどうとらえているのか、ボクらにどんな感情を抱いているか、外見だけではうかがい知れない。ただ逆の立場ならあまり面白くないだろうことは想像できた。

「無む理り矢や理り結論出したこと、後悔してるの？」

〈長なが靴ぐつ〉の声が降ってくる。白地図に膝を突いた姿勢でボクは「ん」と視線を持ち上げた。

「そんな顔してた？」

「うん。鞄かばん開けたら『うわ、ペットボトルの蓋ふた閉め忘れてた！　水みず浸びたし！』的な顔」

「なんだよそれ」

　苦笑いしつつペンを置いた。

「まぁでも、やり方間違ったなとは思うよ。本当はさ、道沿いを探索するでもよかったんだ。みんなが納得して決めたのならローリスクローリターンでもいいって。ただ、あんな訊きき方したらもう選べないだろう？」

「そう？　普通に選択肢出してたじゃん」

「メリットとデメリットの出し方が平等じゃない。明らかに案２の方がいいって感じで質問してた。しかもリーダーの立場の人間がだ。君もそう思ったから案２を推したんだろう？」

「んー、まぁ、否定はできないかも」

「どっちでもいいと思ってたなら、公平に選択肢を並べるべきだった。そうすれば最初に〈貝かい殻がら〉が案１を推せたかもしれない。〈角かく砂ざ糖とう〉の反応も変わってきたはずだ」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉は肩をすくめた。

「結果論だよね。〈貝かい殻がら〉がどのタイミングで意見を言うかなんて誰にも分からないわけだし。最初にあのレポートの分析を聞かされても『はぁ？』と思っただろうし」

「でもさ」

「ストップ」

〈長なが靴ぐつ〉は人差し指をボクの唇の前に立てた。

「よそうよ。答えはもう出ちゃったんだし。今後悔したら賛成してくれた人達の気持ちも踏みにじることになるよ。大丈夫、リーダーはよくやってる。私が保証するよ」

「そうかな」

「そうそう。ほら、作業に集中しよう。成果不足だと〈角かく砂ざ糖とう〉に怒られちゃうよ」

　確かに。

　うじうじ悩んで効率が悪くなったら、なんのためにリスキーなプランを選んだか分からなくなる。打ち上げに使えるポイントも随分寂しくなるだろう。祝勝会のメニューがうどん一杯とか、ううん、考えるだけでも恐ろしい。

　そう、ボクらがこうして未み踏とうの地を進むのは、フロンティアスピリットはもちろん、ポイント獲得のインセンティブがあるからだ。うまいものを食べて、新しい装備を買って、生活水準を上げていく。皆の期待を裏切るわけにはいかない。

　白地図を取り上げる。三脚片手の作業に四苦八苦していると無線が鳴った。

『〈炬こ燵たつ〉より測量隊へ。どうぞ』

『こちらリーダー、感度良好、どうぞ』

　ノイズ混じりの声が響く。

『〈炬こ燵たつ〉よりリーダー。斥候隊は〈セ－５〉エリアに到着したよ。進路クリア、25番地までは進んでもらってＯＫ』

『了解。通り沿いはそろそろ測量し終えるから先に進むよ。何かあったらすぐ連絡して。オーバー』

　無線機をポーチに入れて顔を上げる。

「ここはもういいだろう。残りは余裕があったら帰りにみんなでやる感じで。とりあえず奥に進もう」

〈貝かい殻がら〉は何も言わなかった。素直に道具をまとめて出発準備にかかる。

　路地に入った。どこからか鳥の声が聞こえてくる。ミサキではない。吹き抜ける風が雑草をさわさわと揺らした。

　両脇は建物が立ち並んで見通しが悪い。安全だと分かっていても、ついつい視線を巡らしてしまう。左右、上空、前後、もう一度右左。

「ドアはやっぱり開いてないね」

〈長なが靴ぐつ〉が人家の玄関を確かめている。今までのエリアと同じだ。市街地の建造物は大半が施せ錠じょうされている。かといって中に誰かが立てこもっているわけでもない。昔、探索班総出で近隣家屋の扉を壊しまくったけど、価値のあるものはゼロだった。以来、特に用がない限り、あえて建物の中は調べていない。もちろん、扉自体が開いていれば話は別だけど。

「測量しよう」

　ロープを取り出して促うながす。片づけたり広げたりで忙しいが、少人数で動いている以上仕方ない。〈長なが靴ぐつ〉が手て際ぎわよく基準点からの距離を計測した。白地図に新たな土地の情報が書きこまれる。

　無線も特になかったから、作業に集中できた。気づけば三十分ほど過ぎている。大通りからの距離も二ブロックを越えていた。

　そろそろ斥候隊に連絡しようか、状況確認して、今後の動き方を相談してと思った時だった。

「あれ？」

〈長なが靴ぐつ〉が立ち止まる。大きな目がぱちくりとまたたかれた。

　視線の先に平屋の建物がある。三さん叉さ路ろの角に隠れていたせいで気づかなかった。青と白の看板が空に浮かび上がっている。商店だ。

　たたずまいはどうということもない。踏破済みのエリアでもよく見かける作りだ。

　ただ、灯あかりが点ついている。

　軒のき先さきの非常灯がくるくる回っていた。

「誰かいる？」

　別のチームが？　まさか、そんな探索計画、出ていなかった。

「ミサキかな」

〈長なが靴ぐつ〉がかすれ声でつぶやく。ボクは「いや」と首を振った。

「だったら斥候隊が気づくはずだ。というかなんの警告も来ていない以上、〈炬こ燵たつ〉達が通り過ぎてから点ついたと考えるべきだ。ちょうど今さっき、何かのきっかけで」

「何かって何」

「分からない。確かめてみないと」

　奥へ進むにあたって不確定要素は潰つぶしておきたい。場合によっては、こちらから斥候に撤退を指示する必要もある。

「〈長なが靴ぐつ〉、ついてきて。〈貝かい殻がら〉は残って周辺警戒。何かあったら無線で連絡」

「了解」

「測量道具は置いていくね」

〈長なが靴ぐつ〉がナイフとマグライトを手に取る。ボクはハンドガンとバールを装備に選んだ。

　警戒しながら店舗への距離を詰めていく。灯りはまだ点ついていた。暗い店内に人の気配はない。赤い光がたまに内装を照らしては消えていく。

　なるべく塀へい沿ぞいに移動して目的地へたどりついた。ガラス扉の奥をのぞきこむ。

「誰もいないな」

「中、照らしてみる？」

「うん」

　強烈なマグライトの光が店内を貫いた。左右になでるように光輪が移動する。だが浮かび上がるのは殺風景な商品棚やカウンターばかりだ。

「扉を開けよう」

　バールの先端を自動ドアの隙すき間まにねじこむ。そのまま梃子てこの原理で力をこめた。何度か勢いをつけるとガキっと鍵の壊れる音がした。滑るようにドアが開いていく。

　舞い上がる埃ほこりを陽光がとらえた。最後にもう一度、周囲を確認してから中に入る。冷えた空気が鼻孔を刺激した。むずむずするのをこらえて視線を凝らす。慎重にハンドガンの安全装置を外した。

　商品棚の影を一列ずつ見ていく。

　いつどこから何が飛び出してきてもいいように〈長なが靴ぐつ〉と死角を補い合って進んだ。

　一列目、二列目、三列目。

　何もない。バックヤードやトイレをのぞいてみたが怪しいものはなかった。

　だとしたらあと確認するべきところは、

「カウンターの中を見る」

　レジの脇に店員向けの入り口がある。簡素なスイングドアだから入るの自体、どうってことはない。ただここに異常の元凶があるかもと思うと足がすくんだ。

　ええい、しっかりしろ、リーダー。勇気を出してほら、ワン、ツー、スリー──

　にゃー。

「ひゃぁあ!?」

　尻しり餅もちを突いたボクの横を黒い塊かたまりが通り過ぎていく。ゴムまりのように床を跳ねた挙あげ句くに、〈長なが靴ぐつ〉の胸元に収まった。

　にゃあ。

「あらあらあら」

〈長なが靴ぐつ〉が目を丸くする。抱かかえこむような体勢で腕の中の物体を見下ろした。

「君かぁ、いたずら者は」

　目つきの悪い三毛猫が喉を鳴らす。しゃがみこむボクを見下すようにひげをひくつかせた。

「どこかから忍びこんで、非常ボタン押しちゃったのかな？　まったく、だめだぞ。人騒がせなー」

　責めるような言葉と裏腹に〈長なが靴ぐつ〉の手つきは優しかった。首回りをなでられると猫は気持ちよさそうに目を閉じる。すっかり相手を弛し緩かんさせてから〈長なが靴ぐつ〉はこちらに向き直ってきた。

「で、いつまでリーダーはそうしてるつもり？」

　かっと顔が熱くなった。慌てて立ち上がるけど、時既に遅し。〈長なが靴ぐつ〉は生温かい笑みを浮かべている。

「ひゃぁあって言ってたよね。ひゃぁあって」

「悪かったな。かっこ悪くて」

　銃のセーフティーを戻してホルダーにしまう。バツの悪い思いでズボンの埃を払った。

「こういう不意打ち系は苦手なんだよ。暗くて、何が潜んでるかも分からないし」

「ひょっとしてお化けとか怖いタイプ？」

　まさか、と否定するのが一瞬遅れた。それで〈長なが靴ぐつ〉には全部伝わってしまったらしい。ぷっと噴き出して笑い始める。

「おっかしー。普段、あれだけみんなの保護者みたいな顔しといて、よりにもよってお化けが怖いとか、はは、あははは」

「笑いすぎだよ」

　誰だって苦手なものの一つや二つある。それがたまたま年不相応だったというだけだ。そもそもボクが嫌いなのは「得体のしれないもの」全般だ。お化けという部分だけ取り出されるのは、どうにも納得しかねる。

　ただ一般的に彼女のような反応が多数派なことも間違いない。だからボクは反論を諦あきらめる。

「幻滅した？」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉は首を振った。

「ちょっと安心した。リーダーも人間らしいところあるんだなって」

「え？」

　猫を抱いたまま後ろの棚にもたれかかる。柔らかそうな毛先が頰ほおをなでた。どこか肩の力が抜けた様子になっている。

「リーダーってさ、いつも他人のことばっかり考えてるじゃん。メンバーの気持ちとか執行部への印象とか。気を遣ってくれるのは嬉うれしいけど、自分の感情とかないのかなーって思ってた。何が好きで何が嫌いで、どういう時に喜んでどういう時に慌てるのかとか、もう少し見せてほしいって思ってたから」

「そんなの見たって不安になるだけだろう」

　情緒不安定なリーダー、トラブルの度にうろたえる指導者。ボクだったら命を預けたくない。

〈長なが靴ぐつ〉は唇を尖とがらせた。

「そりゃ四六時中、感情的なのは困るけどさ。ずっと機械みたいなのも困るんだよね。こっちのアプローチが効きいているのかいないのかも分からないし」

「アプローチ？」

　鸚おう鵡む返がえしに訊たずねると〈長なが靴ぐつ〉は顔を赤くした。

「な、なんでもない！　ほら、他に異常ないか確認しよう！」

　ぶんぶんと猫を振り回す。三毛猫は泡を食った様子で飛び下りて、走り去ってしまった。

　よく分からない。首を傾かしげつつ探索に戻る。

　接客カウンターの裏には予想通り非常ボタンがあった。掌てのひらで押しこむと外の光が消える。念のため周囲の様子をカメラで撮影しておいた。あとで報告書作りに使おう。

　売り場に戻ると〈長なが靴ぐつ〉が窓まど際ぎわに移動していた。空っぽの棚を見下ろしている。視線の先には何もない。陽光に照らされて埃が舞っているだけだ。

「何見てるんだ」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉はもどかしそうに頭を搔かいた。

「なんか思い出しそうなんだよね。私、よくこういうところに来てた気がするんだ」

「探索中に？」

「じゃなくて、もっとずっと前。んー、このレイアウトの店に入るとね、まず窓際に来るの。で、棚に置いてある物をパラパラめくる」

「めくる？」

「見たり読んだりしてた気がする。本でもあったのかな。で、真ん中の棚に移動。何か新しいもの出てないかなって確認していく」

「はぁ」

　探索班になる前の記憶などあるはずがない。全部失われて返ってこないというのがボクらの共通認識だ。でも彼女の動きはボクの心の何かを刺激した。

　そうだ、窓際の棚を訪れて、綺き麗れいに陳列された何かを取り上げて、たまにビニールで包まれていると残念な気分になって。

　伸ばした指が触感を訴える。遠い記憶に思いを馳はせた時だった。

　無線が鳴った。

『〈炬こ燵たつ〉より測量隊、メーデー、メーデー。どうぞ』

　緊急事態。

　一気に緊張が高まる。

『こちらリーダー、〈炬こ燵たつ〉どうした？』

『ミサキを発見した。47番地、〈ウサギ〉だ』

　出たかという思いと、なんだという安あん堵どが入り交じる。〈ウサギ〉のミサキ、レベル１区域でも頻ひん繁ぱんに見かける個体だ。足は速いけど、ただそれだけの存在。

「了解、数は？」

『二匹、あ、一匹増えた。でも三匹』

　撤退を指示するべきか迷う。確かに今回の探索はミサキとの遭そう遇ぐうがないことを前提としている。でもたかだか〈ウサギ〉相手に逃走？　大量のポイントを前にして？

『こっちで捌さばくよ。リーダー達は測量を続けて』

　逡しゅん巡じゅんを悟ったのか〈炬こ燵たつ〉が宣言した。ゆったりとした口調で続ける。

『〈ウサギ〉三匹くらいなら一瞬で片づけられるし。銃じゆうを使わなければ他のミサキを呼びこむこともないから』

「待って。そっちの状況は？　全員固まってるのか？」

『〈鳥とり籠かご〉と一緒にいる。〈角かく砂ざ糖とう〉は44番地を偵察中』

　二対三か。確かに、無理な勝負じゃない。初手で二匹撃げき破は、逃げる一匹を後ろから追撃。刃物で攻撃すれば音を立てることもない。

　しばらく考えて心を決めた。

「分かった。任せる。ボクらは片がつくまで待機してる。何かあったらすぐ連絡を。くれぐれも無理はしないように」

『分かってるって、じゃ切るね。オーバー』

「リーダー」

〈長なが靴ぐつ〉が心配そうに見ている。ボクはうなずいた。

「〈炬こ燵たつ〉がいけるって言うなら大丈夫だろう。それより〈貝かい殻がら〉に状況を共有しよう。いざって時はすぐ動けるようにしておきたい」

　店から出ると〈貝かい殻がら〉はポールを片手に難しい顔をしていた。もう片方の手に無線機を持っている。

「ミサキが出たんだって？」

　同じチャンネルで話を聞いていたらしい。眉間に皺しわが寄っている。

「奴やつらと遭遇したらすぐ逃げるって話じゃなかったのか」

「斥候隊が危険と判断したら、だ。〈ウサギ〉相手ならまだ撤退するレベルじゃない」

「奴らの行動パターンが変わってきてるんだよ。次に何が出てくるか分からない。引き揚げるなら今のうちだ」

「だから、議論はもう」

「議論じゃない。警告だ」

　思ったより強い口調にぎょっとする。暗い眼がん窩かの奥に瞳が輝いていた。切りつけるような視線だ。強い苛立ちが目に滲にじんでいる。

　ごくりと唾つばを飲む。生温かい風が吹き抜けた。「ちょっと落ち着けよ」とたしなめかけた時だった。

　パン、パァン。

　破裂音が響いた。続けて二回、三回、同様の音が重なり合って沈黙する。西の方角、斥候隊が向かった場所だ。

「銃声？」

〈長なが靴ぐつ〉が目を丸くする。

「なんで？　銃は使わないって」

『おい、今の音はなんだ』

　無線機から響いた声は〈角かく砂ざ糖とう〉のものだった。ノイズが語尾に混ざっている。走りながら喋っているのか、マイクが風の音を拾っている。

「こちらリーダー、分からない。さっき〈炬こ燵たつ〉達が〈ウサギ〉を狩るって連絡してきたけど」

『はぁ？　なんで〈ウサギ〉相手に銃使うんだよ。周りのミサキを引きつけるだけだろ』

「うん。だから使わないって話だったんだけど」

　混乱している。質問にうまく答えられない。一体何が起きているのか。確認しなければ、〈角かく砂ざ糖とう〉との会話を中断して〈炬こ燵たつ〉に呼びかけないと──

『コタちゃんがやられた！』

　金切り声が飛びこんできた。荒い息遣いと嗚お咽えつがあとに続く。〈鳥とり籠かご〉だった。

『死んじゃった。死んじゃった。なんでこんな急に、ありえない』

「落ち着け、落ち着け〈鳥とり籠かご〉、何があった」

　はぁ、はぁ、はぁ。

「こちらリーダー、〈鳥とり籠かご〉、聞こえるか？　状況を教えてくれ。どうぞ」

　祈るように待っていると答えが返ってきた。

『〈ワニガメ〉が出たの』

　無線を聞いている全員がおそらく息を吞のんだ。レベル５以上の地域に出現するミサキ、特性は重装甲、怪力、獰どう猛もう。少人数での相対は危険。

『突然路地からたくさん出てきて、コタちゃん……〈炬こ燵たつ〉が押し倒されて、あとはもう』

「分かった。〈鳥とり籠かご〉は今どうしてるんだ？」

『脇道に逃げこんだけど、表通りからまだ音がしてて、戻れなくて』

『待ってろ、今助けに行く』

　即答する〈角かく砂ざ糖とう〉をボクは「いや」と制した。〈長なが靴ぐつ〉を促して足下に白地図を広げる。

「47番地に近寄るのは危険だ。二人とも現在位置から測量隊のところまで引き揚げてきてほしい。ルートは」

　測量済みの区画と周囲の景色を照合する。

「〈角かく砂ざ糖とう〉は東北東、〈鳥とり籠かご〉は脇道をそのまま伝って東南東に移動。ボクらは25番地の手前で待機して撤退を援護する。多分この方が安全に脱出できる」

『う、うん』

『本当に一人で大丈夫なのかよ〈鳥とり籠かご〉』

〈角かく砂ざ糖とう〉の声は不安そうだった。

『動けないなら合流するぞ』

『平気。脇道はまだ安全っぽいから。てか、カクちゃん来た方がミサキ引きつけそうだし』

『なんでだよ！』

　震え声の軽口に一瞬だけ場が和む。ボクは「うん」と力強くうなずいた。

「じゃあ行動しよう。大丈夫、きっとうまくいく。無事に帰れるから」

『了解』

『分かったよ。交信終了』

　会話が途切れる。ボクは場を見渡した。

「武器を出そう、ありったけ」

　地形と資材を使って簡易な陣地を作る。二人が逃げこめる場所を作る。適切な火力を配備すればミサキの群れも一時的には食い止められる。

　だけど具体的な説明をする前に〈貝かい殻がら〉が二の腕をつかんできた。

「撤退しよう」

「分かってる。だから早めに準備しよう。みんなを受うけ容いれる用意をして」

「違う。今この三人で引き揚げようって言ってるんだ」

　真顔で見返してしまった。〈貝かい殻がら〉の目が鋭くなる。
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